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生命医科学研究教育施設内)
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研究代表者名 所属部局名 職名

柴田 重信 早稲田大学・理工学術院 教授

８ プロジェクト参加研究者数 22 名

９ 該当審査区分 理工・情報 生物・医歯 人文・社会

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割

柴田重信 理工学術院

教授
時間・習慣栄養学を視点とし

た生活習慣病の予防戦略開

発

時間・習慣栄養学の視点で、肥満・糖

尿病、アレルギー疾患および癌の増

殖等を調べ、食パターンと生活習慣病

の関連解明

合田亘人 理工学術院

教授
低酸素ストレスによる肝代謝

制御機構の解明と生活習慣

病の新規治療戦略の開発

肝臓の生活習慣病の発症・進展にお

ける低酸素ストレス応答の病態生物学

的意義の解明

加藤尚志 教育・総合学術

院学術院

教授

複合連鎖するストレス応答性

バイオマーカーの同定と応用

環境ストレスに応答する生体因子の検

索と疾患発症・進展における病態生理

学的意義の解明

竹山春子 理工学術院

教授
単一細胞レベルでの遺伝子

プロファイリングによる病態マ

ーカー検索に関する研究

病態マーカー遺伝子検索による疾患

の発症や進展の解明

仙波憲太郎 理工学術院

教授
癌細胞の微小環境ストレス応

答機構の遺伝子モデル解析

微小環境ストレスに対する癌細胞の応

答遺伝子の同定とモデルマウスによる

応答制御の研究

胡桃坂仁志 理工学術院

教授
ストレスによって誘起される

DNA損傷の修復と発がん防

御機構の解明

ストレスによるDNA損傷の修復機構の

研究を通して発がんやがんの悪性化

のメカニズムの解明
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岡野俊行 理工学術院

教授
紫外線と短波長可視光による

ストレス応答の分子メカニズム

紫外線や短波長光による遺伝子変

異、ガンおよびその防御の機構に関

する光生物学的観点からの分子機構

の解明

武田直也 理工学術院

准教授
癌微小環境の in vitro モデル

ストレスに対する単一 MSC で

の応答解析

癌転移・浸潤機構に係わるストレス下

の間葉系幹細胞の挙動（運動性、分

化）解析

常田聡 理工学術院

教授
腸内細菌が司る生体機能調

節メカニズムの解明

ストレス応答性難治性疾患解明に向

けた腸内細菌による宿主の保健効果

の解析

鈴木克彦 スポーツ科学学

術院

教授

メタボリックシンドロームとストレ

ス制御

メタボリックシンドロームにおける酸化

ストレスの病態生理学的意義の解明と

抗酸化物質による予防効果の解析

大島登志男 理工学術院

教授
ストレス応答に対する神経系

応答の機序解明と健康科学

への応用

ストレスに対する神経系の応答をモニ

タリングするモデル生物を作製し、神

経・精神疾患病態を解明する

井上貴文 理工学術院

教授
電気生理学的アプローチによ

る炎症・ストレスメディエーター

の中枢神経細胞の制御機構

の解明

神経細胞を用いた心因性ストレス応答

機構の解明

高西淳夫 理工学術院

教授
ロボットを用いた疾患モデル

動物評価手法の構築

ロボット技術を応用した疾患モデル動

物の新しい行動評価系の構築

筒井和義 教育・総合学術

院学術院

教授

ニューロステロイドによるストレ

ス応答制御機構の解明

7alpha-ヒドロキシプレグネノロンを標的

とした神経・精神疾患に対する新規治

療法の開発

田中あかね 東京農工大学

教授
肥満における免疫担当細胞

の役割とその制御法に関する

研究

脂肪細胞の増殖・分化および脂肪組

織における血管新生や炎症に対する

マスト細胞の機能解析

田中剛 東京農工大学

教授
ストレス応答の細胞マイクロア

レイ解析

細胞マイクロアレイシステムを利用した

各種細胞のストレス応答機構の解析

手法の確立

松田浩珍 東京農工大学

教授
サーカディアンリズムの解析に

立脚したアトピー性皮膚炎の

新規治療戦略の開発

アトピー性皮膚炎におけるかゆみと内

因性因子の日内変動の連鎖解析と新

規治療法の開発

宮浦千里 東京農工大学

教授
がんの増殖と転移に及ぼすス

トレスの影響

がんの増殖・転移に対する性ホルモン

と栄養要因によるストレス応答の解明

糸原重美 理化学研究所・

脳科学総合研究

センター・シニ

アチームリーダ

ー

ストレス脆弱性と

netrin-G/NGL シナプス制御

機構

神経回路特異性を持つ

netrin-G/NGL シナプス制御機構と精

神疾患におけるストレス脆弱性の関連

性の解明

岡本仁 理化学研究所・

脳科学総合研究

センター・シニ

侵害刺激への対応行動の選

択に関わる神経回路の機能

ストレス応答神経回路の中継核として

働く可能性がある手綱核のストレス応
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アチームリーダ

ー
解析 答の機能解析

土肥多惠子 国立国際医療セ

ンター研究所・

消化器疾患研究

部・部長

外部環境ストレスによる消化

管細胞動態の解明

消化管細胞が外部環境ストレスによっ

て受ける影響を、細胞回転やエピゲノ

ムの観点から解析する

南沢享 東京慈恵会医科

大学・医学部・

教授

心肺血管系における弾性線

維形成・維持の機構解明

弾性線維形成不全や劣化に起因する

動脈硬化や肺線維症などの心肺血管

疾患の発症機構の解明

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞

旧

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

ストレス応答制御に基づ

く次世代型健康寿命科学

の研究拠点形成

スポーツ科学学術院・准

教授
鈴木 克彦

メタボリックシンドロー

ムとストレス制御

（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日）

新

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職

名

研究者氏名 プロジェクトでの役割

ストレス応答制御に基

づく次世代型健康寿命

科学の研究拠点形成

スポーツ科学学術院・教

授
鈴木 克彦

炎症細胞の機能解析と

ストレス制御

旧

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

ストレス応答制御に基づ

く次世代型健康寿命科学

の研究拠点形成

理工学術院・教授 笠貫 宏

精神的ストレスによる心血

管疾患の発症および進展機

構に関する研究

（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日）

旧

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

ストレス応答制御に基づ

く次世代型健康寿命科学

の研究拠点形成

教育・総合学術院・

教授
中村 正久

加齢ストレスが及ぼす組

織・器官の内部構造変化

の解析

（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日）

旧

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

ストレス応答制御に基づ

く次世代型健康寿命科学

の研究拠点形成

理工学術院・教授 池田 康夫
血管の加齢変化とその予

防－抗血栓性の維持－
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（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日）

旧

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

ストレス応答制御に基づ

く次世代型健康寿命科学

の研究拠点形成

国立国際医療センター

研究所・細胞組織再生医

学研究部・部長

大河内 仁志

高血糖ストレスによる

膵臓細胞の疲弊モデ

ルの作成

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日）

旧

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

ストレス応答制御に基づ

く次世代型健康寿命科学

の研究拠点形成

理工学術院・教授 井上 宏子

ストレスによる細胞死に

関わるシグナル伝達系の

解明

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日）

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成）

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要

ストレス社会に生きる現代人にとって、ストレスに適切に応答することは健康で充実した生活を

持続するために重要である。生体は個体レベルとしてのみならず臓器や細胞のレベルでも、絶えず

さまざまなストレスに曝されている。しかしながら、生体が過度のストレスを慢性的に受けると、

本来備えているストレス応答機構が破綻してしまい、その結果として健康寿命の延伸を脅かす疾患

が発症する。このストレス応答機構が、どの程度のストレス強度によって、どのように破綻してい

くのか、また稼働する病態誘導型のストレス応答機構が理解されれば、疾患の診断・治療・予防法

開発に貢献できると考えられるが、未だその分子メカニズムは十分な解明がなされていない。

本研究プロジェクトでは、環境や食など常に我々が曝されているさまざまなストレスに対する細

胞・臓器・個体の特異的、あるいは共通的なストレス応答システムの分子基盤と、その破綻により

発症・進展する疾患特性の関係性を統合的に理解することで、ストレス応答診断法・制御法および

ストレス性疾患に対する新しい治療戦略を確立し、健康寿命の延伸を実現するための研究拠点を構

築することを目的とした。

（２）研究組織
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研究代表者は、本研究プロジェクト運営を支援する事務局の協力の下、プロジェクト運営の重要

事項について議論し、全体の研究が発展するように意思決定を行った。即ち、参画する各研究者が

世界トップレベルの研究に専念し、革新的な研究を実施できるような研究支援を行うとともに、プ

ロジェクト内外の研究者同士の連携を積極的に推奨した。また、研究者間の連係を通じて効果的な

相乗効果が得られるように HP や成果報告会などの情報公開にも注力した。さらに、外部評価委員

に施策や運営、研究の進捗に関して諮問を行い、プロジェクト運営に反映させる試みを実践した。

本研究プロジェクトでは、図に示したように、健康長寿の延伸を目指して推進すべき 4 つの重点

研究分野を選択し、学内外の研究者を構成員とする研究班（癌、生活習慣病、炎症・アレルギー疾

患、精神・神経疾患）を設置した。各研究班には取りまとめ研究者としての班長を置き、全ての研

究班員が高いレベルでの研究を効率よく遂行できるよう、新しい研究成果の情報共有に努めるだけ

でなく、相補的な共同研究の推進を支援できる体制を取った。

本研究プロジェクトでは、早稲田大学先端生命医科学セ

ンター（TWIns）をコア研究拠点として、研究班員として

参画している 3 つの所属研究機関との密なる連携を確立

し、東京農工大学との連携による食・環境ストレスの研究

推進、理化学研究所脳科学総合研究センターとの精神・神

経疾患研究の深化、国立国際医療研究センターとの連携に

よる将来の臨床橋渡し研究の基盤形成を実践した。

最終年度の本研究プロジェクト参加状況は、22 名の研

究者（学外 8 名）、博士課程大学院生 42 名、修士課程大学

院生 142 名、学部生 62 名、講師・助教・助手 18 名、研究

員・研究補助技術員・その他 51 名であった。

（３）研究施設・設備等

【研究施設】

施設の名称 整備年度 研究施設面積 研究室等数 使用者数

東京女子医科大学・早稲田大学連携

研究教育施設 先端生命医科学セ

ンター（TWIns）

平成 19 年度 12,807 ㎡ 34 室 861 名

平成 19 年度に採択されたハイテク・リサーチ・センター整備事業により支援を受け整備された

TWIns をコア研究拠点として展開した。また、東京農工大学、理化学研究所脳科学総合研究センタ

ーおよび国立国際医療研究センターの 3 つの所属研究機関との密なる連携を確立し、それぞれ食・

環境ストレス、精神・神経疾患研究の深化および将来の臨床橋渡し研究を目指して研究展開した。

【装置・設備】

装置・設備の名称 整備年度 型番 台数 稼働時間

数

In vivo 代謝計測システム 平成 24 年度 7520M 1 式 5 時間/日

低酸素ワークステーションシステム 平成 24 年度 SCI-00DWG 1 式 5 時間/日

タンパク質多項目同時計測システム 平成 24 年度 40-072J 1 式 1 時間/日

次世代シークエンサーシステム 平成 24 年度 F-CLC-GW-16G120426-1 1 式 7 時間/日
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（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。

(1) 癌研究班：仙波、胡桃坂、岡野、武田、田中（剛）、宮浦

がんはさまざまな遺伝子の発現や構造の異常によって生じる疾患であり、発生母地のみならず同

じ組織由来であってもがん細胞の起源となる細胞が異なれば発がんに関わる遺伝子も異なるよう

に、きわめて多様な遺伝子が関わっている。これまでも発がんに関わる遺伝子を同定するために多

くの機能評価系が作られ、がん遺伝子の発見と機能の解明が進められた。こうした知見の蓄積は分

子標的薬として新たながん治療につながったものの、治療効果はいまだ十分ではなく、新たな遺伝

子機能評価系の確立と標的遺伝子の同定が求められている。癌研究班では、発がんをがん細胞が微

小環境から受けるストレスに対する適応性の獲得の過程とみなし、それを評価する技術基盤の構築

を目指してきた。具体的には、発がんと悪性化の過程を 1）変異修復の破綻、 2）自立的増殖能の

獲得、 3）浸潤能の獲得、 4）転移の成立の 4 つの段階に分け、それぞれの過程に関わる遺伝子の

同定と機能解析のための実験基盤の確立を目標とした。具体的な成果をそれぞれの過程に分けて説

明する。

1）変異修復の破綻：皮膚がんの原因となる紫外線の受容とその応答を理解するために、損傷修復

に関わるクリプトクロム(CRY)・光回復酵素ファミリーに着目し、まず光回復経路がよく発達して

いる鳥類や魚類からクリプトクロムを同定した（Watari et al., J. Biol. Chem.*論文 507, 2012; Takeuchi et

al., Zool. Sci., 2014*論文 271; Toda et al., PLoS One, 2014*論文 272）。続いて、鳥類網膜において光受容や紫

外線防御に関わる可能性がある CRY4 の組換えタンパク質を発現する方法を確立し、特異的なモノ

クローナル抗体を用いて精製したタンパク質（Mitsui et al., Biochemistry, 2015*論文 166）を用いて、光

応答性ならびに光依存的な構造変化の分子機構を明らかにした。すでに同定された修復関連因子に

ついてはその機能解析のための実験技術、すなわち構造解析に進めることができる精製リコンビナ

ントタンパク質群を用いた in vitro の再構成系の構築に成功し、損傷を受けたクロマチン領域におけ

るDNA修復因子 FANCD2および FAN1の機能を解明した（Sato et al., EMBO J., 2012*論文 509; Takahashi

et al., J. Biochem., 2015*論文 176）。続いて、ヒストンバリアント H2A.B の機能解析を通し、この因子が

DNA 修復に関与することを示唆した（Arimura et al., Sci. Rep., 2013*論文 378）。加えて、X 線結晶構造

解析により、紫外線損傷塩基のヌクレオソーム内の収納機構および紫外線損傷認識因子 UV-DDB に

よるヌクレオソーム内の損傷塩基の認識機構を明らかにした（Osakabe et al., Sci. Rep., 2015*論文 167）。

2）自立的増殖能の獲得：古くから、がん遺伝子のスクリーニングは行われてきたが、ヒト完全長
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cDNA クローン、レトロウイルスを用いた高効率の遺伝子導入、ならびに自動解析の導入によって、

従来のライブラリースクリーニングをベースとする方法を「個別遺伝子の評価系」に改良すること

に成功し、アダプタータンパク質 GRB7 が ERBB2 による発がんを促進すること（Saito et al., FEBS

Lett., 2012*論文 518）や転写因子 HNF1B がトランスフォーム能をもつこと（Matsui et al., FEBS Lett.,

2016*論文 19）などの知見を得た。同時にヌードマウスへの遺伝子発現細胞の直接の移植による評価

系を確立し、乳癌で高発現する約 200 個の遺伝子から LPAR3 など 3 個の遺伝子を新たながん遺伝子

として同定した（Ihara et al, Oncogene, 2017*論文 18）。乳腺幹細胞にトランスポゾンを用いて高率かつ

簡便に遺伝子を導入し、その幹細胞を fat pad に移植することにより乳腺を再構築させる手法を開発

し（上岡ら、日本分子生物学会年会、2016＊学会 11）、コストや手間のかかる遺伝子改変マウスを作ら

なくても、より in vivo に近い実験系でがん化能を評価することが可能になった。

3）浸潤能の獲得：定量的で簡便な浸潤・転移のアッセイ系と前述の遺伝子導入法と組み合わせた

個別遺伝子評価による浸潤促進遺伝子の同定法を確立した。これによりレチノイン酸受容体遺伝子

（Doi et al., Molecular oncology, 2015*論文 200）などの遺伝子に浸潤促進能を見いだした。個別遺伝子

の評価系に加えて、個々の細胞での性質を調べることができるシングルセル解析に関連する技術開

発にも取り組んだ。新たな 2 次元細胞培養基板ならびに 3 次元培養系を開発し（Takeda ら、

International Conference on BioElectronics, BioSensors, BioMedical Devices, BioMEMS/NEMS and

Applications 2013 & 5th Sensing Biology Symposium、2013＊学会 242）、細胞周囲微小環境である培養系か

らのストレスが細胞の運動や形態変化などのマクロな動的挙動に与える解析ならびにそれら挙動の

制御と、これらマクロレベルのストレスが遺伝子発現パターンの変化など細胞内のいわばミクロレ

ベルでの動的挙動にどのように影響を与えるかの定量的評価に取り組んだ（Arisaka et al., J Biomater

Sci, Polymer Ed, 2016*論文 25）。まず、浸潤・転移に関連して、線維芽細胞や間葉系幹細胞（MSC）の

遊走挙動を単一細胞レベルで制御する培養系を構築した。微細加工技術で表面に連続したマイクロ

パターンを施した二次元培養基板を作製し、パターン形状の最適化により単一細胞をパターンに沿

って長時間にわたり一方向に遊走を誘導させることを達成した（Aoki ら、International Association of

Colloid and Interface Scientists Conference 2012、2012＊学会 320）。さらに、遊走に伴う力学的ストレスが

細胞局所へ顕著に負荷されると共に、遊走時には発がんにかかわる細胞挙動が変化することを見い

だした。

4）転移の成立：ルシフェラーゼ遺伝子を発現する乳がん細胞株を fat pad に移植する同所性移植

など乳癌やメラノーマ、前立腺がん細胞株を用いて in vivo での発光イメージングを実現し、骨をは

じめとするさまざまな臓器への高転移細胞の樹立に成功した。乳癌細胞の骨転移巣で起きる骨破壊

をマイクロＣＴで検出し、形態計測による定量化を実現した。また、東工大近藤研から指導を受け

たマウス尾動脈注射による骨転移系も再現した。肺への高転移株の遺伝子発現解析と生物情報学的

解析を行った結果、同所性移植によって得られた肺転移株は、尾静脈によって得られた肺転移株と

は異なる遺伝子発現プロファイルをもち、同所性移植法が新規のがん転移遺伝子の同定に有用であ

る可能性が示唆された（Nakayama et al., Int. J. Oncol., 2016*論文 17）。一方、転移における宿主側の因

子として炎症に着目し、宿主由来の炎症プロスタノイド PGE が癌増殖と転移を制御することを明ら

かにするとともに（Inada et al., J. Biol. Chem., 2015*論文 195）、EP4 レセプターアンタゴニストが肺転移

や骨転移を顕著に抑制することを見いだした（Watanabe et al., Biochem. Biophys. Res. Commun., 2016*
論文 40）。分子標的治療が途上にある現在においても、転移遺伝子を標的とした治療薬は開発されて

いない。本格的な薬剤スクリーニングまでに至っていないものの、EP4 レセプターアンタゴニスト

の発見は、転移標的治療につながる成果であるといえる。

なお、発がん過程ごとの評価系の確立と機能解析に並行して、ストレス応答に留まらない汎用的

な技術の開発も進んだ。一つには、シングルセル解析、すなわち単一細胞の遺伝子発現やタンパク

産生の評価が可能な細胞マイクロアレイの技術の開発が進み（Saeki et al., Biosens. Bioelectron., 2015*
論文 189; Osada et al., Analyst, 2014*論文 290; Saeki et al., PLoS One, 2014*論文 289）、細胞マイクロアレイに微

細構造カラムを連結した mRNA 回収デバイスや抗体を固定化したサイトカイン検出が可能なデバ

イスが完成した。刺激応答をイメージングするレポーター細胞を比較的簡便に作製する技術を開発

し、実際に、小胞体ストレスを与えるタプシガルギンに応答するレポーター細胞を作製することに

成功した（小林ら、日本分子生物学会年会、2016＊学会 10）。この細胞は A キナーゼを活性化すること

が知られているフォルスコリンには応答せず、小胞体ストレスを起こす糖鎖修飾の阻害剤であるツ

ニカマイシンには応答するという刺激特異性を示すレポーター細胞であった。レポーター細胞作製
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技術は、低酸素や紫外線等の物理的な刺激にも応用でき、また、創薬スクリーニング系開発のため

の有用な技術である。また、CRY4 の研究が温度依存的に相互作用する抗原とモノクローナル抗体

の発見につながった。ハイブリドーマ cDNA より抗体の可変領域をコードする遺伝子を単離し、こ

の cDNA を元に免疫グロブリンと同等の活性をもつ一本鎖抗体を大量精製することにも成功した。

抗体工学技術を用いて各種タンパク質に一本鎖抗体を融合させることにより、温度による相互作用

を制御するという新しい技術も誕生した。

＜優れた成果があがった点＞

① DNA 修復に関しては、試験管内再構成することに成功し X 線構造解析まで当初の研究計画以

上のペースで研究を進展させることができた（Osakabe et al., Sci. Rep., 2017*論文 3, Macida et al.,

Open Biol. 2016*論文 13）。その成果は記者発表を通し、多数のメディアに掲載され（Osakabe et al.,

Sci. Rep., 2015*論文 167, Arimura et al., Sci. Rep., 2013*論文 378, Sato et al., EMBO J., 2012*論文 509）、第 24

回 JB 論文賞に選出された（Takahashi et al., J. Biochem. 2015*論文 176）。

② 発がんの評価系として、多くの評価系を作ることができた点、それらを個別遺伝子の評価系に

できた点で、これまでのゲノムや cDNA ライブラリーを用いたスクリーニングでは見落とされ

て来たであろう新規がん関連遺伝子の発見につながった（Ihara et al, Oncogene, 2017*論文 18;

Matsui et al., FEBS Lett., 2016*論文 19; Doi et al., Mol. Oncol., 2015*論文 200; Saito et al., FEBS Lett.,

2012*論文 518）。

③ 転移の研究からは、宿主の応答としての炎症に着目して EP4 レセプターアンタゴニストが肺転

移や骨転移を顕著に抑制することを示し、転移標的治療薬となる可能性を見いだした（Watanabe

et al., Biochem. Biophys. Res. Commun., 2016*論文 40）。

④ シングルセルでの細胞運動をモニターし、シングルセルの遺伝子発現を解析できるデバイスを

作製し、ストレス応答に留まらない汎用な技術を開発した。

＜課題となった点＞

① 後期の計画に記載した発がん関連遺伝子のモデルマウス自体の作出にはいたらなかった。しか

し、遺伝子導入乳腺幹細胞による乳腺再構築系の確立により、複数の遺伝子の in vivo 評価が、

遺伝子改変マウスを作るより簡便かつ経済的に可能になった点は大きな成果と言える。

② in vitroのクロマチンの再構成系や個別遺伝子の評価系は新規抗がん剤の開発に向けた化合物ス

クリーニングに使用することが可能であると考えられるが、現時点では創薬スクリーニングの

実施までには至っていない。また、本プロジェクトで得られた発がん遺伝子のいくつかは分子

標的となりにくい転写因子であり、分子標的となる遺伝子を同定することに特化するなら、標

的となりうる受容体や酵素に絞った機能解析が必要と考えられた。

③ マイクロパターン上で培養した細胞の遺伝子解析や幹細胞の分化誘導については、パターンが

微細なため培養できる細胞の個数が極めて少なくなり、qRT-PCR などの解析が困難であった。

今後は竹山らが中心となって本学で推進するシングルセル解析の研究グループと共同し、本プ

ロジェクトで導入した次世代シーケンサーを活用したシングルセルレベルの遺伝子解析を進め

たい。

(2)生活習慣病（代謝・心血管疾患）研究班：柴田、合田、加藤、竹山、南沢

食の欧米化と運動不足により生じる肥満は、健康で良質の日常生活の継続を妨げる脂肪肝、糖尿

病や動脈硬化症などの生活習慣病の共通の病態である。これらの疾患は単一の遺伝子や 1 つの要因

によって発症することはなくさまざまな種類のストレスによって病態の発症時期やその進展速度が

大きく影響を受けることから、さまざまな角度から病態を理解することが効果的な予防や治療に繋

がると考えられる。本プロジェクトでは、体内時計の乱れ、低酸素や酸化ストレスに着目して、新

しい側面からの分子レベルでの病態理解を深めると共に、病態評価を可能とするバイオマーカーの

探索を可能とする新しい技術の開発や確立を目指した。

まず、ストレス応答制御で健康科学に貢献ということで、拘束・運動ストレスによる体内時計の

乱れが生活習慣病の発症要因になるということを見いだした（Tahara et al., Sci. Rep., 2015*論文 215,

Sasaki et al., Sci. Rep., 2016*論文 59）。食事内容では、魚油含有食が朝食効果を発揮し体内時計のリセッ

トに有用なこと（Furutani et al., Plos One., 2015*論文 216）、コーヒーなどのカフェインの夕方摂取が夜

型化を助長することをマウスで報告し（Narishige er al., Br. J. Pharmacol., 2014*論文 295）、ヒトの研究
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でも確かめられた。このように食の内容が体内時計の維持に大いにかかわることを見いだした。ま

た、人の髭の毛母細胞での時計遺伝子発現評価で、ストレス等で社会的時差ボケになっている人で

は一週間の中でもリズムが狂いやすいことを東京女子医大との共同研究で見いだし、新規マーカー

になる可能性を示した（Takahashi et al., Sci. Rep., 2017*論文 56）。偏った内容の食事や過剰な飲酒は、

摂取自体が臓器にとって大きなストレスとなる。このような摂食ストレスは、生体内の代謝の中心

臓器である肝臓やエネルギーを蓄える脂肪組織に病的な低酸素環境を造り出す。本プロジェクトを

通じて、低酸素ストレスと生活習慣病を繋ぐ新しい分子の同定とそれを介した病態制御メカニズム

を解明することに成功した。具体的には、アルコールとコリン欠乏食それぞれの摂取による性格の

異なる脂肪肝の進展に対して、低酸素ストレス応答は抑制的な作用を発揮するが、その抑制作用は

異なる 2 つの因子、転写抑制因子 DEC1 と転写共役因子 Lipin1 それぞれが病態特異性を持ちながら

かかわっていることを見いだした（Nishiyama et al., J. Hepatol., 2012*論文 533）。また、低酸素ストレス

応答不全マウスを用いて、糖尿病にかかわる肝臓由来の分泌因子（ヘパトカイン）の探索とその機

能解析に仙波らと取り組み、Neuregulin1 が肝糖新生抑制因子として作用することを明らかにした

（Arai et al., Sci. Rep., 2017*論文 45）。さらに、低酸素ストレスによる脂肪組織における脂質蓄積抑制

作用に、インスリンシグナルの AKT 活性抑制が関与していることを見いだすことに成功した

（Yokozeki et al、第 12 回日本ショウジョウバエ研究会、2016＊学会 29）。これらの分子機構の解明は、

当初の目標であった低酸素ストレス応答の側面からの生活習慣病の病態理解を深め、新しい治療法

の開発への可能性を提示したと考えている。胎生期から出生後に劇的に変化する血液中の酸素濃度

変化による酸化ストレス応答によって、弾性線維形成に重要な役割を果たしているエラスチンの分

泌が少なくなることを見いだすことができた（Kawakami et al, Ped. Int., 2015*論文 225）。この成果は、

生活習慣病による動脈硬化によっても弾性線維の維持が大きく損なわれるため、酸化ストレスと弾

性線維の維持の関係を見いだした点で、当初の目的を達成した。

多様な細胞から構築される臓器や個体のストレス応答を明らかにするための新規技術の開発・確

立に取り組んだ。具体的には、単一細胞内の mRNA の網羅的解析を実現するために磁性ビーズを利

用した RNA-seq 法の検討を他グループと協力して進め、乳腺癌細胞群から幹細胞性マーカーの候補

となる遺伝子群を見いだした。さらに、ストレスの概日リズムへの影響評価に繋げるため、低侵襲

的に採取した髭や毛髪からヒトの時計遺伝子のリズム性を評価できるか竹山らと共同して検討を行

った。また、微小液滴を利用した核酸増幅反応法の改良を進め有効性が確認できた（Nishikawa et al.,

PLoS ONE, 2015＊論文 223）。病態マーカーの探索を可能とする LCMS を用いたショットガンプロテオ

ミクス法の確立にも取り組み、さらにマーカー分子のパスウエイ解析との組み合わせによる生体応

答機序の理解も試みた。これらの測定・解析手法の有用性を検証するために、造血組織の低温スト

レスに対する生物応答の解析を行った。具体的には、低温環境刺激における造血制御を解析するた

め、外温脊椎動物ツメガエルモデル実験系を構築して（Maekawa et al., J Exp Biol., 2012*論文 532,

Tanizaki et al., Sci. Rep., 2015*論文 203）解析した。その結果、常温では造血能をもたないツメガエル脂

肪髄は低温刺激によって造血能を獲得することを見いだした。また、ショットガンプロテオミクス

（Nagasawa et al., Biol Open, 2013*論文 413）とパスウエイ解析によって、造血系の低温応答の機序を特

定した。その結果、低温刺激の代替として、鍵因子の阻害剤投与のみで造血スイッチが入ることを

確認した。以上は、骨髄幹細胞が減少し骨髄造血が起こらず脂肪髄を形成する再生不良性貧血など

のヒト造血器疾患治療に応用可能な動物モデルの成果として臨床分野で注目を集め、本成果に触れ

た総説の図は日本血液学会の「臨床血液」の 2016 年 7 月号*図書 8の表紙に採用され、さらに欧州血

液学会で発表（招聘）（谷崎ら, 17th European Hematology Association (EHA) Congress, 2016）*受賞 57す

るに至った。

＜優れた成果があがった点＞

① マウスと人の両方を対象として、ストレス体内時計に対する新しい評価系を構築することがで

きた。拘束ストレスのみならず、強制的な運動ストレスも体内時計を過度に動かしやすいこと

を見いだした。これらの成果は、プレスリリースを行い、新聞のみならず NHK のニュースに

も取り上げられた（Tahara et al., Sci. Rep., 2015＊論文 215）。

② 共同研究体制も着実に進んだ。低酸素ストレスと体内時計を合田らと、アルツハイマーモデル

マウスと体内時計の関係を大島らと、髭の 1 本での遺伝子発現プロファイル化を竹山らと進め

ることができた。
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③ 微小液滴を利用した核酸増幅反応法の改良により、シングルセルゲノム解析の超並列化を実現

するツールとして活用できることを実証した（Nishikawa et al., PLoS ONE, 2015＊論文 223）。

④ 異なる質の食事ストレスにより発症する脂肪肝に対して、低酸素ストレス応答が全く違う標的

遺伝子の発現制御を介して防御的に作用することを見いだすことに成功した（Nishiyama et al.,

J. Hepatol*論文 533., 2012, T. Suzuki et al., World J Gastroenterol., 2014*論文 294）。これらの知見は新学

術領域研究での更なる解析の礎となった。

⑤ 低温環境ストレスに対する造血制御を解析する本研究は、AMED が推進するネッタイツメガエ

ル NBRP 事業や、本プロジェクトによる研究機器運用などに支えられて、非哺乳モデル動物の

モデル化に挑戦し、造血制御と連鎖する環境ストレス応答の新たな研究視点より、ヒト臨床に

資する可能性を具体的に示した（加藤ら，臨床血液，2016＊図書 8, Tanizaki et al.，Int'l Meeting on

Aquatic Model Organisms for Human Dis. Tox. Res., 2016＊学会 25, Kato et al. 第 88 回日本生化学会大

会シンポジウム，2016＊学会 27）。

⑥ ラット培養系を使った実験であったが、弾性線維形成と酸化ストレスの関係を見いだすことが

でき、論文に発表するとともに（Kawakami et al, Ped. Int., 2015*論文 225）、日本小児循環器学会の

若手奨励賞＊その他 118を得た。

＜課題となった点＞

① 共同研究で、1 本の髭からの時計遺伝子発現リズム評価を試みたが、髭の個体差が大きいこと

がわかり、簡易化・侵襲性低減には十分には答えられなかった。食行為そのものがストレスに

なる可能性が考えられたが、食事の種類やタイミングなどの影響を十分には解明できなかった。

② 微量生体分子のハイスループットな解析を実現するために、マイクロ流路と微小液滴を用いた

1 細胞解析システムの有効利用にはさらなる高度化が必要であることが分かり、現在までに問

題点の抽出もでき改良に取り組んでいる。

③ ショウジョウバエを用いた遺伝学的スクリーニング系による脂肪蓄積制御因子の探索に予定し

ていた以上の時間が掛かってしまっているが、従来の手法だけでは見いだすことが難しかった

いくつかの関連遺伝子が組織への脂肪沈着に関わっていることを見いだしつつあり、今後の展

開が期待できる。

(3) 炎症・アレルギー疾患研究班：常田、鈴木、田中（あ）、松田、土肥

難治性の炎症性疾患・アレルギー疾患は、疾患感受性の遺伝的背景に加えて、環境による後天的

な因子が加わり、発症すると考えられる。疾患感受性に影響を与える外部環境ストレスとしては、

生活習慣の変化、特に食生活の変化が大きな影響因子として考えられる。食物を介した栄養の過不

足のストレスの強弱は、宿主の代謝バランスだけでなく、腸内細菌叢の変動を介して代謝系・免疫

系に影響を与え、様々な炎症性疾患および腫瘍性疾患に寄与すると考えられる。そこで本研究班で

は、腸内細菌と消化管上皮細胞および粘膜免疫系細胞の相互作用という視点で炎症性疾患および腫

瘍性疾患の発症や病態制御に関わるメカニズムを解明することを目的に研究に取り組んだ。デキス

トラン硫酸塩(DSS)を用いた急性腸炎マウスモデルを用いて、特定の腸内細菌が顕在化する条件下で

腸炎の重篤化抑制が誘導されることを見いだした（大坂ら、第 16 回腸内細菌学会、2012＊学会 352）。

興味深いことに、腸炎重篤化抑制群のマウスの大腸粘膜固有層細胞は、エンドトキシン刺激に対し

てトレランス状態にあることが明らかとなった。このエンドトキシン・トレランス誘導因子として

は、腸炎期に顕在化する Enterobacteriaceae 科の細菌由来のリポ多糖と TLR4 の相互作用が重要な役

割を担っていることが示唆された（大坂ら、第 88 回日本細菌学会総会シンポジウム、2014＊学会 202）。

また、消化管の慢性炎症の持続や発癌に関わるメカニズムを解明するために、マウス腸炎モデルを

用いて TNF-α およびその下流の NF-κB シグナル増強メカニズムについて解析を行った。マウス腸

炎モデルに対して、TNF-α 中和剤と TNF スーパーファミリー分子 TWEAK(TNF-like weak inducer of

apoptosis)に対する中和抗体の併用療法が、それぞれの単剤投与に比べて強い相乗効果を示すことか

ら、TWEAK とその受容体 Fn14 を介するシグナル経路が TNF-α 下流の NF-κB(p65)活性化を増強・

保持して消化管の慢性炎症の重症化をもたらしていることを見いだした（Dohi et al., Cytokine, 2014*
論文 336）。また、消化管粘膜の薬剤によるストレス応答を解明するため、抗癌剤の副作用として小腸

粘膜傷害と下痢が起こる機構について解析した結果、TNF スーパーファミリー分子受容体 Fn14 が

innate lymphoid cell による消化管での IL-13 産生を増強する働きを持つことが明らかとなり、マウス

モデルでは TWEAK 遺伝子欠損あるいは中和抗体によるシグナル遮断によって、抗癌剤投与による
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下痢を軽減することができた（Sezaki et al., World J. Gastroenterol., 2016*論文 107）。また、栄養の過不

足に伴う食刺激の腸管に与える影響を明らかとするために、マウス大腸における絶食—再摂食応答

を解析した。その結果、再摂食後 12 時間で腸上皮組織における増殖細胞数が定常時の約 2-3 倍とな

った。この大腸上皮細胞の一過性過増殖は、再摂食後に大腸で増殖する乳酸菌が食物繊維依存性に

産生する乳酸に依存することを明らかとした。興味深いことに、再摂食時の一過性過増殖中に発癌

物質を投与すると、前癌病変とされる大腸異常陰窩巣(ACF)の形成頻度が増加したのに対し、発癌

物質に暴露後に絶食—再摂食を行った場合は ACF 数が著しく減少した。これらの結果により、腸内

細菌の構成・食習慣・食物内容が、大腸がん発症に対して、非常に大きな直接的インパクトを持つ

ことが示された（Okada et al., Nat. Comm., 2013*論文 461）。また、腸内常在細菌あるいはプロバイオテ

ィクスとしても活用されるビフィズス菌は、腸上皮細胞と相互作用することで、 酢酸産生能を亢進

し、腸上皮バリア構造を強化・修復することを明らかとした（Hsieh et al., Physiol. Rep., 2015*論文 244）。

さらに、一部の腸内常在細菌（Bacteroides dorei, Eubacterium limosum）の産生する代謝産物は、脂質

代謝・糖代謝などの生体機能調節に関わる核内受容体 Farnesoid X 受容体（FXR）を活性化するこ

とを明らかとし、腸内細菌が宿主の代謝恒常性維持に寄与していることを示した（Zhang et al., Nutri.

Metabol., 2015*論文 236）。すなわち、腸内細菌由来の菌体成分や代謝産物などの腸内管腔からの様々な

刺激が腸上皮細胞や免疫細胞の様々な生理学的機能を制御し、消化管の恒常性維持に重要な役割を

担っていることを明らかとした。

運動療法は生活習慣病の病態基盤である慢性炎症を軽減するアプローチとして重要であるが、そ

の分子基盤は十分に明らかとなっていない。そこで、高脂肪食餌誘発性肥満モデルマウスを用いて

運動による脂肪組織の免疫細胞の動態と慢性炎症改善効果について解析を行った。その結果、運動

トレーニングが脂肪組織特異的にマクロファージおよび T 細胞の浸潤を制御することで、脂肪組織

の慢性炎症を改善していることを見いだした（Kawanishi et al., Physiol. Rep., 2015*論文 229）。また、細

胞レベルのストレス応答の分子基盤を評価するために、ストレス負荷前後の細胞内の翻訳ダイナミ

クスを解析するための新しい評価システムを構築した（Sako and Suzuki, J Data Mining Genomics

Proteomics, 2016*論文 82）。具体的には、次世代シーケンサーを活用した網羅的翻訳動態解析法（リボ

ソームプロファイリング）を用いて、RAW264 マクロファージ様細胞の急性炎症モデルに応用し、

Basal と急性炎症時のグローバルな翻訳速度を比較したところ、GAC コドンがリボソームの P サイ

トから 9 塩基上流に位置した時の翻訳速度が劇的に変化していることがわかった。この急性炎症刺

激による翻訳速度変化のタンパク質構造への影響を検討するために、グローバルな変化から個々の

遺伝子に着目しトリプシンアッセイを行った。その結果、標的タンパク質のトリプシンに対する感

受性に有意差が認められたことから、急性炎症刺激による翻訳速度変化はタンパク質の高次構造に

も変化を及ぼしている可能性が示された。

肥満細胞は、生活習慣病やアレルギー性疾患の病態形成に深く関与すると考えられている。そこ

で、脂肪組織における肥満細胞の役割を解析したところ、肥満細胞の活性化に伴う細胞膜のリン脂

質から合成されるプロスタノイドの最終代謝産物が、脂肪細胞の分化を誘導することが明らかとな

った。また、さまざまな臓器や組織からソーティング分離し、1 細胞レベルで遺伝子あるいは RNA

を解析し、皮膚や腹腔から分離した結合組織型肥満細胞と、腸管粘膜から分離した粘膜型肥満細胞

では、細胞内に含まれるプロテオグリカンや生理活性物質の含有量や含有パターンが異なるが、こ

れら種類の異なる肥満細胞では Wnt シグナル系分子の活性が異なっていることを見いだした。アト

ピー性皮膚炎モデル NC/Tnd マウスを用いて、引っ掻き行動の日内変動やアトピー性皮膚炎の発症

に伴う行動や動作の異常を、擦過行動の抽出・定量化装置と行動学的試験法を用いて経時的に調べ

た。擦過行動は昼間に多く夜間に減少する傾向が認められ、マウスが夜行性の動物であることから、

ヒト患者と同様、就寝中に痒みが誘発されやすいことが明らかになった。また、アトピー性皮膚炎

を発症しない SPF 環境で飼育した NC/Tnd マウスには異常な行動は認められなかったが、コンベン

ショナル環境で飼育した NC/Tnd マウスではアトピー性皮膚炎の発症に伴い、活動量が低下し、不

動化時間が延長するなど、鬱様疾患モデルマウスと同様の異常パターンを示した。このようなマウ

スの脳を病理組織学的に解析したところ、神経細胞の分化が抑制されていることを突き止めた。一

方、皮膚バリアの損傷という視点でアトピー性皮膚炎の発症要因を探索したところ、入浴に使用す

る生活用水中の金属イオンが、皮膚バリア損傷を増幅させる可能性を見いだした。そこで、SPF 環

境で飼育したマウスの背部の皮膚バリアを、セロファンテープ着脱法で損傷し、その部位を石鹸と

二価金属イオンを含む水で週 2 回洗浄したところ、表皮の肥厚や免疫細胞の浸潤を伴うアレルギー
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性炎症が惹起された。このことから、毎日の入浴と皮膚の塗擦を伴う洗浄がアレルギー症状を悪化

させることが示唆された（Tanaka et al., Acta. Derm. Venereol., 2015*論文 230）。

以上、本研究班は計画していた環境ストレスに対する組織または細胞における生理学的応答解析

を機軸に炎症性疾患およびアレルギー性疾患の病態制御に関わる新しい分子機構を解明し、細胞レ

ベルおよび個体レベルにおける炎症応答評価方法を確立することができた。

＜優れた成果があがった点＞

① 腸内常在細菌である Bacteroides dorei と Eubacterium limosum が核内受容体 FXR のリガンド活性

を有する生理活性物質を産生することを発見した。つまり、一部の腸内常在細菌が産生する生

理活性物質は、宿主細胞が産生するホルモンやサイトカインのように生体機能を調節する重要

な液性因子として、全身の恒常性維持に寄与していることが明らかになった点である（Zhang et

al., Nutri. Metabol., 2015*論文 236）。

② 間欠的絶食は常在菌が発酵により産生する乳酸を介した上皮細胞の細胞回転の変化を伴うが、

定期的な絶食—再摂食と発癌剤暴露のタイミングにより、大腸発癌頻度が大きく変わる事が明ら

かになった点である。即ち、腸内細菌の構成・食習慣・食物内容の三者が、大腸癌発症に対し

て、直接的インパクトを持つことが直接示された（Okada et al., Nat. Comm., 2013*論文 461）。

＜課題となった点＞

① 腸内管腔（腸内細菌や腸内細菌由来代謝産物）から宿主への刺激は、腸上皮細胞の増殖・分化・

炎症応答の制御に重要な役割を担っていることを見いだしたが、抗炎症性物質や FXR アゴニス

ト活性を有する化合物の同定ができていない。また、様々な炎症・アレルギー疾患モデルを用

いて予防・治療効果を検証する必要がある。とくに、腸上皮バリア構造の強化は、腸管疾患だ

けではなく、非アルコール性肝炎や糖尿病などの多くの生活習慣病の一因と考えられている代

謝性エンドトキシン血症を抑制できるか検証していく必要がある。

② 運動トレーニングによる抗炎症効果の分子基盤を明らかにするために、体内の免疫細胞動態を

制御するパラメーター（サイトカイン、ケモカイン、接着分子、腸内細菌、腸内代謝産物など）

の変動について解析を進めていく。

③ TWEAK が Th2 型免疫応答と組織の線維化を促進することを見いだした。今後、TWEAK はい

くつかの炎症シグナルを複合的に増強することなどに着目し、その受容体をもたない血液細胞

に関しても機能を修飾する機構を明らかにする必要がある。

(4) 精神・神経疾患研究班：大島、井上（貴）、高西、筒井、糸原、岡本

本研究班では精神・神経疾患の治療につながる応用研究を行なってきた。脳ステロイド研究では、

7α-ヒドロキシプレグネノロンがセロトニンやドーパミンなどの分泌を高めて意欲を増加させるこ

とを確認することを目的とした。またロボティクス的アプローチではこれまでに構築した実験系を

用いて、疾患モデル動物の評価を行ってきた。その結果、以下の成果があげられた。

脳ステロイド研究においては、ストレス応答には、ストレス応答ホルモンであるグルココルチコ

イドが知られているように、ステロイドホルモンが重要な役割を担っている。本プロジェクトでは、

脳で合成されるステロイドであるニューロステロイドに着目して解析した。その結果、ストレスに

応答して脳内でニューロステロイド、7α-ヒドロキシプレグネノロン合成が増加することを明らかに

した。このストレス時の脳内 7α-ヒドロキシプレグネノロン合成の増加は、脳内でセロトニンの合

成を増加させることで生体をストレスに適応させることを明らかにした (Haraguchi et al.,

Endocrinology, 2012*論文 602)。さらに、脳に存在する内分泌器官である松果体がニューロステロイド

合成の中枢であることを新たに見い出した (Haraguchi et al., Proc Natl Acad Sci USA, 2012*論文 589)。松

果体には、ストレス応答ホルモンであるグルココルチコイドの受容体が発現しており、ストレスに

応答して松果体ニューロステロイド合成が変動することを見いだしている（発表準備中）。また、神

経疾患モデルである、MPTP 投与によるパーキンソン病モデルマウスにおいて、治療ターゲットの

模索が行なわれているが、CRMP4 を遺伝子欠損させたマウスにおいて、MPTP 投与によるドーパミ

ン神経細胞脱落が抑制されることを見いだし、治療のターゲットとなり得ることを報告した

(Tonouchi et al., J. Neurochem., 2016*論文 126)。さらに、ストレス時に視床でストレスメディエータが及

ぼす影響を電気生理学的に検討し、ストレス時のメディエータが脳の神経細胞に直接的に影響を示

す知見を得たことに意義があると考える（Samios and Inoue Neurosci Res., 2014*論文 344）。ロボティク
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ス的アプローチでは、これまでに確立したロボットによるストレス暴露によりうつ病モデルラット

を作成し、ロボットの行動パラメータの変更により、ラットの抑うつ度を高める強いストレスと、

逆に抑うつ度を下げる適度なストレスの両方を提示できることが明らかとなった（Ishii et al.,

Advanced Robotics, 2012*論文 588）。

＜優れた成果があがった点＞

① 松果体が新たにニューロステロイド合成の中枢であることを見いだし Proc Natl Acad Sci USA

誌に発表*論文 589を行った。

② ロボットによるストレス暴露によりうつ病モデルラットを作成する手法を確立し、日本ロボッ

ト学会 Best Paper Award を受賞*その他 91した。

＜課題となった点＞

① ニューロステロイド研究においては、次世代型健康寿命科学研究という応用面でのニューロス

テロイド機能の解明に関する研究の進展が不十分であった。

② ロボティクスの応用においては、開発した技術を他の研究者に提供することを企図していたが、

プロジェクト期間内にこれを実現できなかった。今後，この点に取り組んでいきたい。

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞

本プロジェクトは、さまざまなストレスに対するストレス応答システムの分子機構を明らかにす

ると共に、得られた知見に基づいた治療戦略の開発を目指し発足した。実際これまでに取り組んで

きた研究の成果として、がんの悪性化や生活習慣病に関与する新規遺伝子の同定のみならず、DNA

修復因子の機能やニューロステロイドによるストレス応答制御、酸化ストレスによる血管の弾性線

維形成制御、腸炎悪性化の機構がそれぞれ解明されたことにより、本プロジェクトが掲げた目標以

上の成果を上げることが達成できたと言える。さらに、時計遺伝子発現リズムの解析によるストレ

ス検出手法やトランスポゾンによる遺伝子導入系、運動性評価の細胞基板作出、磁性ビーズを利用

した RNA-seq 法、さらにはロボットによるうつ病モデルラット作出法をそれぞれ確立することがで

き、ストレス応答システムの解明に寄与できた点は高く評価されるべき成果である。これらの成果

が、記者発表を通じて多数のメディアに掲載されたり、論文賞などの多くの賞を受賞したりしてい

るという点からも、学術的に高く評価されていると言える。

上記の本プロジェクトにて確立した技術は、ストレス応答に留まらない汎用性の高い技術を含む

ことから、他の分野での応用を進めることで費用対効果は今後さらに拡大していくことが期待でき

る。そのための特許出願（一部は登録に至る）は大学のサポートを得ながら積極的に推し進めた。

一方で、X 線構造解析技術などは一般的な研究室や研究機関で扱えるものではなく、きわめて専門

性の高い技術といえるが、このプロジェクトによるサポートが高度に専門的な技術の向上と新たな

発見につながったことは、共同研究による科学の発展という観点から高く評価できる。さらに、プ

ロジェクト内外の共同研究が推進でき、当初の予定にはなかった効果が得られた点は大きな成果と

言える。とは言え現状に満足せず、開発した技術や方法は、論文発表、学会発表、プレスリリース

などにより今後さらに積極的に広めていく必要があると考えている。

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞

本研究プロジェクトでは、研究代表者の強いリーダーシップの下、4つの研究班の代表者との連携

を取りながら、質の高い研究成果が得られるようにプロジェクト運営を行った。また、4名からなる

外部評価委員会を設置し、プロジェクト運営基本方針および研究進捗状況とその成果に対する厳正

なる評価ならびに進むべき方向性に対する適正な助言を受けうる研究支援体制を構築した。実際、

2014年8~9月に3名の委員に対して中間研究成果報告を、また2016年8月に4名の委員に対して最終研

究成果報告を行った。外部評価委員からは、中間評価時に指摘された課題に対して十分な対策がな

され、本プロジェクトで目指した、一部ではそれ以上の優れた研究展開がなされたとの高い評価を

受けた。また、外部評価委員からは、本事業で築いた研究組織で医学・生物学と理学・工学系の研

究内容を橋渡しできる若手の人材育成の継続した取り組みを期待されことから、今後もアウトリー

チ活動を含め本プロジェクトならではの若手人材育成のための仕組みを構築するとともにそれをサ

ポートする研究費の獲得に注力していく。
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＜研究期間終了後の展望＞

本プロジェクト終了後も、各研究者がさまざまな研究費を獲得することで、健康寿命の延伸を推

し進めるために不可欠である各種疾患の分子機構解明をさらに進めていく。その際、本プロジェク

トで開発した複数の評価系を組み合わせることでより詳細な解析を実現させていく。また、食習慣

や運動習慣の改善や、腸内環境制御による新たな疾病予防・治療戦略の具体的な試案を提示したい

と考えている。得られた知見に基づき、薬剤の開発へ繋げる研究を製薬企業との連携を模索し展開

する予定である。当該研究施設は、今後継続する研究にも必要な施設・装置を有しており、また本

プロジェクトで導入した大型低酸素チャンバー、マルチプレックスなどは、早稲田大学の共通の研

究設備として引き続き活用する。さらに、本プロジェクト内で始動した共同研究についても今後継

続して進めていき、新たな研究費の獲得とその成果の創出に尽力していく。

＜研究成果の副次的効果＞
項目 14「その他の研究成果等」に記載したとおり、本プロジェクトにおいて 20 件程度の特許の

出願および登録を行うことができ、新しい技術、システムや物質の有用性を示すことができた。

柴田らおよび土肥らが見いだした食事摂取パターンがストレス性疾患の誘因となることから、機

能性食品などを組み込み入れた「ストレスが少ない食事」をヒトに提案する可能性があり、実際米

ぬか成分のγオリザノールに、ストレスと体内時計の両方に効果的な食材を見いだした。鈴木らの

知見に基づけば、運動トレーニングによる炎症制御の最適化プログラムが設定できる可能性が期待

でき、柴田らの研究成果と組み、実際、強制運動に対してボラタンティア運動は、ストレス・炎症

発症が弱くても運動としては効果を有するという新規な運動レシピーを開発できた(Sasaki et al.,

Sci. Rep., 2016*論文 59)。また、遺伝子だけでなくタンパク質や脂質をターゲットとした網羅的定量解

析とリボソームプロファイリングによる網羅的な翻訳ダイナミクスの解析を組み入れた疾患発症・

進展メカニズムの分子機構の解明を行った。そこで、脂質代謝にかかわるバイオマーカーとしてヒ

ト血液から microRNA 数種を同定するに至った。将来診断や治療効果の判定にも活用できると期待

できる。

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。）

（１） ストレス （２） がん （３） 生活習慣病

（４） 炎症・アレルギー疾患 （５） 精神神経疾患 （６） 動物モデル

（７） バイオマーカー （８） 健康長寿

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。）

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。
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329. Takei H, Morishita S, Araki M, Edahiro Y, Sunami Y, Hironaka Y, Noda N, Sekiguchi Y, Tsuneda S,
Ohsaka A, Komatsu N. Detection of MPLW515L/K Mutations and Determination of Allele Frequencies
with a Single-Tube PCR Assay. PLoS ONE. 9(8), 2014, e104958.

330. Fujitani H, Ushiki N, Tsuneda S, Aoi Y. Isolation of Sublineage I Nitrospira by a Novel Cultivation
Strategy. Environ Microbiol. 16(10), 2014, 3030-3040.

331. Furuta A, Salam KA, Hermawan I, Akimitsu N, Tanaka J, Tani H, Yamashita A, Moriishi K, Nakakoshi M,
Tsubuki M, Peng PW, Suzuki Y, Yamamoto N, Sekiguchi Y, Tsuneda S, Noda N. Identification and
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22) Y. Amagai, A. Tanaka, Mast cell tumors, Canine Medicine, Intech, 2016, 77-92.
<精神・神経疾患研究班>
23) 岡本仁, 青木田鶴, 天羽龍之介, 適応的危険回避プログラムは、脳でどのように書き込まれるのか？

-ゼブラフィッシュを用いた研究-. 分子精神医学 16(2), 2016, 2(74)-10(83)
24) 岡本仁, 青木田鶴、柿沼久哉, 鳥越万紀夫, 意思決定における全脳神経過程の可視化を目指して, BIO
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Clinica 31(4), 2016, 102(418)-109(425)
25) 筒井和義、日本比較内分泌学会小林賞を受賞して「新規脳ホルモンの発見と生理機能の解明:比較解

析から普遍原理の理解」、比較内分泌学、2017、印刷中
26) 筒井和義、総説：ニューロステロイドと自発運動、 特集「ニューロステロイド」、Hormone Frontier

in Gynecology、メディカルレビュー社、2017、印刷中
27) K. Tsutsui, R. M. Dores, D. M. Power (2016) Special Issue of Tsutsui Profiles in Comparative Endocrin

Published in Gen. Comp. Endocrinol., 2016, 257 pp.
【2015 年度】
<癌研究班>
28) 岡野俊行, 岡野恵子, 研究者が教える動物実験 第一巻 感覚, 共立出版, 2015, 明るいのと暗いの

はどっちが好き？マイコンを使ってアフリカツメガエルの光走性実験を自動化する, pp104-107, 総
ページ数 212

29) 有村泰宏, 胡桃坂仁志, ヒストンバリアントとは, Surgery frontier, メディカルレビュー社, 22 巻(2),
2015, 51-55, 総ページ数 96

30) 越阪部晃永, 胡桃坂仁志, クロマチン構造基盤の多様性-古くて新しい動的構造体の不思議-
Structural Versatility of the Fundamental Unit of Chromatin,ナノ学会会報 13 巻, ナノ学会, 2015, 3-7.

<生活習慣病（代謝・心血管疾患）研究班>
31) 黒木良太，宮崎洋，加藤尚志．トロンボポエチンとトロンボポエチン受容体の構造と作用．特集：

トロンボポエチン受容体作動薬の臨床応用 〜現況と展望〜，血液フロンティア, 25(2), 医薬ジャー
ナル, 2015, 171-180

32) S. Maekawa, T. Kato. Environmental stress response to erythropoiesis in vertebrates. In: Phylogeny and
Ontogeny of Erythropoiesis. Biomed Res Int., 2015, vol. 2015, Article ID 747052, 9 pages.

33) W. Nunomura, T. Kato, 他 4 名, 4 番目, Phylogeny and Ontogeny of Erythropoiesis. Editorial, In: Phylogeny
and Ontogeny of Erythropoiesis. Biomed Res Int., 2015, vol. 2015, 1 page

34) T. Kato. Handbook of Hormones: Comparative Endocrinology for Basic and Clinical Research, First Edition,
Elsevier Science & Technology, 2015, Granulocyte Colony-Stimulating Factor. Pages 323-325, Sub-chapter
35C, total 674 pages

35) T. Kato. Handbook of Hormones: Comparative Endocrinology for Basic and Clinical Research, First Edition,
Elsevier Science & Technology, 2015, Thrombopoietin. Pages 319-322, Sub-chapter 35B, total 674 pages

36) T. Kato. Handbook of Hormones: Comparative Endocrinology for Basic and Clinical Research, First Edition,
Elsevier Science & Technology, 2015, Erythropoietin. Pages 316-318, Sub-chapter 35A, total 674 pages

37) T. Kato. Handbook of Hormones: Comparative Endocrinology for Basic and Clinical Research, First Edition,
Elsevier Science & Technology, 2015, Hematopoietic Growth Factors. Pages 314-315, Chapter 35, total 674
pages

38) T. Mori, H. Takeyama, Springer Handbook of Marine Biotechnology, Chapter 19: Marine Metagenome and
Supporting Technology (分担執筆), Springer, 2015, 497-508/1425 ページ

<炎症・アレルギー疾患研究班>
39) 土肥多惠子 特集 栄養・食と消化器, 摂食による消化管粘膜の増殖応答分子消化器病 12(2), 2015,

135-139.
40) 土肥多惠子 IL-13-TWEAK/Fn14-TSLP カスケードによる消化管線維化機構. 感染炎症免疫 45(1),

2015, 76-77.
41) 田中あかね、種田久美子、雨貝陽介、松田浩珍，Visual Dermatology: 動物の皮膚アレルギー：疾患

モデルとしての有用性, 秀潤社，2015, Pages 1014–1020, total 110 pages.
<精神・神経疾患研究班>
42) 戸張靖子・筒井和義. トピックス：社会的な刺激への生殖内分泌応答のメカニズム 比較内分泌学. 41,

2015, 68-70.
43) K. Tsutsui and T. Ubuka. Handbook of Hormones Comparative Endocrinology for Basic and Clinical

Research, First Edition, Elsevier publisher, 2015, RFamide peptide family, pp. 5-6. Chapter 1, total 674 pages
44) K. Tsutsui and T. Ubuka. Handbook of Hormones Comparative Endocrinology for Basic and Clinical

Research, First Edition, Elsevier publisher, 2015, Gonadotropin-inhibitory hormone. pp. 7-9. Subchapter 1A,
total 674 pages

45) T. Osugi, T. Ubuka and K. Tsutsui. Handbook of Hormones Comparative Endocrinology for Basic and
Clinical Research, First Edition, Elsevier publisher, 2015, PQRFamide peptide. pp. 13-15. Subchapter 1C,
total 674 pages

46) K. Ukena and K. Tsutsui. Handbook of Hormones Comparative Endocrinology for Basic and Clinical
Research, First Edition, Elsevier publisher, 2015, Pyroglutamylated RFamide peptide. pp. 16-17. Subchapter
1D, total 674 pages

47) K. Tsutsui and S. Haraguchi. Handbook of Hormones Comparative Endocrinology for Basic and Clinical
Research, First Edition, Elsevier publisher, 2015, Neurosteroids, pp. 537-539. Chapter 96, total 674 pages
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48) K. Tsutsui and S. Haraguchi. Handbook of Hormones Comparative Endocrinology for Basic and Clinical
Research, First Edition, Elsevier publisher, 2015, Pregnenolone sulfate, pp. 540-541. Subchapter 96A, total
674 pages

49) K. Tsutsui and S. Haraguchi. Handbook of Hormones Comparative Endocrinology for Basic and Clinical
Research, First Edition, Elsevier publisher, 2015, 7α-Hydroxypregnenolone. pp. 542-543. Subchapter 96B, 
total 674 pages

50) K. Tsutsui and S. Haraguchi. Handbook of Hormones Comparative Endocrinology for Basic and Clinical
Research, First Edition, Elsevier publisher, 2015, pp. 544-545.Subchapter 96C, total 674 pages

51) Y. Takei, H. Ando and K. Tsutsui. (eds) Handbook of Hormones: Comparative Endocrinology for Basic and
Clinical Research. Published by Elsevier publisher, 2015, 646 pp.1-674

【2014 年度】
<癌研究班>
52) 越阪部晃永, 堀越直樹, 胡桃坂仁志, 構造生命科学で何がわかるのか，何ができるのか, 第 4 章 8「エ

ピジェネティクスの構造基盤」羊土社 2014, 216-220/230 ページ
53) 胡桃坂仁志, 実験医学, エピゲノムの本質はヒストンバリアントにあった！Vol32 No.13., 羊土社

2014, 2058-2063/135 ページ
54) 松本千穂, 稲田全規, 宮浦千里, THE BONE, 特集『ステロイドホルモンと骨 －基礎から臨床ま

で』Ⅱ．性ステロイドと骨代謝 2.エストロゲンと骨代謝, メディカルレビュー社, 2014, VOL.28
N0.4 49-55

<生活習慣病（代謝・心血管疾患）研究班>
55) 永澤和道，渡会敦子，谷合正，竹島功将，加藤尚志．プロテオーム解析による比較生物学的ミッシ

ングリンク探索の実際, 比較内分泌学，40(135), 2014, 134-139.
56) 加藤尚志．生物の進化と赤血球造血．臨床血液, 55(10), 2014, 1777-1784.
57) 加藤尚志．赤血球産生と鉄恒常性における環境応答系の探索． 臨床血液, 55(7), 2014, 735-742.
58) 竹山春子, 海洋白書 2014 : 第 3 章 海洋産業の振興と創出 第 5 節 さらなる海洋産業の振興・創出に

向けて 海洋バイオ産業 (分担執筆)，海洋政策研究財団，2014, 64-67/258 ページ
59) 竹山春子，他 4 名. 生命のビッグデータ利用の最前線 : 第 4 章 応用展開―モノづくり・環境への

展開 第 4 節 海洋遺伝子資源の新しいオミックス解析への挑戦 (分担執筆), シーエムシー, 2014,
138-146/231 ページ

<炎症・アレルギー疾患研究班>
60) 土肥 多惠子, 医学のあゆみ, 腸内細菌と疾患；腸内細菌叢 251(1), 2014, 69-74.
<精神・神経疾患研究班>
61) 相澤秀紀，崔万鵬，田中光一，岡本仁. うつ病の病態生理における手綱核神経回路の役割, 生体の科

学，65(1)，2014，12-15
62) T. Ubuka, K. Tsutsui, 他 2 名, 4 番目. Gonadotropin-inhibitory hormone actions in the brain and pituitary. In:

The E-Book: Frontiers Research Topic on Neuropeptide GPCRs in Neuroendocrinology. H. Vaudry and J. Y.
Seong (eds), Published in Frontiers in Endocrinology, 2014, 211-224/825 ページ

【2013 年度】
<癌研究班>
63) 深田吉孝・岡野俊行 視覚異常症．図説・分子病態学(第 5 版), 中外医学社、2013、 印刷中
64) 木村宏、 胡桃坂仁志, 染色体と細胞核のダイナミクス（平岡泰・原口徳子 編）, 「ヌクレオソーム」

化学同人, 2013, 19-48/236 ページ
65) 高久誉大、 町田晋一、 胡桃坂仁志, がん基盤生物学（清木元治 総編集）, 「相同組換え関連因子

を標的にしたがん治療薬研究」南山堂, 2013, 179-184/336 ページ
66) 有村泰宏、越阪部晃永、胡桃坂仁志, エピジェネティクスキーワード事典（牛島俊和・眞貝洋一 編）,

「ヌクレオソーム」羊土社, 2013, 85-88/318 ページ
67) 市川雄一、 胡桃坂仁志, 基礎コース 細胞生物学（永田恭介 監訳）, 「情報記憶媒体としての DNA」

東京化学同人, 2013, 45-55/328 ページ
<生活習慣病（代謝・心血管疾患）研究班>
68) 吉岡祐亮，小坂展慶，加藤尚志． 新たなバイオマーカーとしてのエクソソームと診断技術：エクソ

ソームはバイオマーカーの宝箱？ 細胞工学，（特集）疾患エクソソーム：病をもたらすパンドラの
箱がいま開かれる～エクソソームを制するものが疾患を制する～，学研メディカル秀潤社刊，細胞
工学，Vol.32， No.1，2013 年, 66-70 頁

69) 笠貫宏 「内科患者のメンタルケアアプローチ―循環器疾患編―」桑原和江・伊藤弘人 編著、新興
医学出版、2013、42-47/196 ページ（分担執筆：第 1 章Ⅶ．循環器心身医学による全人医療と包括医
療）

70) 田原優、柴田重信,「第 3 章 時間栄養学」宮澤陽夫監修「食品機能性成分の吸収・代謝機構」, ㈱
シーエムシー出版, 2013(5 月 1 日), 28-36, 総ページ数 230 ページ

71) 柴田重信,「II．時間治療法 5．時間栄養学」大戸茂弘編「時間薬理学による最新の治療戦略」,㈱
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医薬ジャーナル,2013(3 月 30 日), 96-106, 総ページ数 351 ページ
72) 合田亘人、加藤早由華, 医学のあゆみ HIF を介した防御機構：低酸素ストレス下のエネルギー代

謝制御, 医師薬出版, 2013, 244(4): 286-291
73) 合田亘人, 細胞 低酸素ストレス応答が拓く新しい疾患生物学, ニューサイエンス社, 2013, 45(9):

412-414
74) 柴田重信、池田祐子、佐々木裕之,「時間栄養学と時間運動学」,日本臨床, 2013, 71 巻, 2194－2199
75) 柴田重信,「時間栄養学」、医歯薬出版, 2013, 臨床栄養 123 巻, 6 号, 712-713
76) 田原優、柴田重信, 「時間栄養と心の健康―食品との関わりも含めて」 FOOD Style 21, 2013, 8 月

号, 42-44
77) 柴田重信,「規則正しい朝ごはんが大事―時間栄養学でわかったこと―」, ㈱芽ばえ社, 2013（5 月 1

日）, 食べもの文化 No.458
78) 竹山春子, モリテツシ「化学と生物」公益社団法人日本農芸化学会編集・発行,(分担執筆：「海洋生

物遺伝子資源活用への新しいアプローチシングルセルゲノム情報に基づいたメタゲノム解析への期
待」の項), 国際文献社, 2013, 418-424.

79) 川上翔士、南沢享, 酸素化によるラット動脈管平滑筋細胞からのエラスチン分泌の減少, 日本小児循
環器学会雑誌, 2013, 29 (6) : 309-315

<炎症・アレルギー疾患研究班>
80) 土肥多惠子, IBD 実験腸炎の病理を知る, IBD research, 7(3)：2013, 176-181
81) 岡田俊彦、土肥多惠子, マイクロバイオームと絶食-再摂食における消化管上皮細胞応答/ マイクロ

バイオームと疾患, 医学のあゆみ, 246（3）：2013, 1084−1088 
<精神・神経疾患研究班>
82) 青木田鶴，岡本仁. 意思決定神経回路の可視化と操作. 生体の科学，64(4)，2013，329-333
83) K. Tsutsui. Neurosteroids and synaptic formation in the cerebellum. In: Handbook of Cerebellum and

Cerebellar Disorders, M. Manto, 他 4 名 (eds), Springer, 2013, pp. 993-1012/2394 ページ
84) K. Tsutsui and T. Ubuka. Gonadotropin-inhibitory hormone (GnIH). In: The Handbook of Biologically Active

Peptides (2nd edition), A. J. Kastin (ed), Elsevier publisher, 2013, pp. 802-811/2032
85) J. Leprince, K. Tsutsui, 他 7 名、8 番目. 26RFa. In: The Handbook of Biologically Active Peptides (2nd

edition), A. J. Kastin (ed), Elsevier publisher, 2013, pp. 917-923/2032
【2012 年度】
<生活習慣病（代謝・心血管疾患）研究班>
86) 大河内仁志、脂肪組織由来幹細胞を用いた再生医療 「内分泌 糖尿病 代謝内科」 35、2012、

164-169.
87) 大河内仁志、組織幹細胞 「再生医療叢書 1 幹細胞」、山中伸弥、中内啓光編 朝倉書店、193、2012、

30-48/208 ページ
88) 加藤尚志, 坂本明彦, 船津高志, 宮崎洋．巨核球・血小板産生における TPO－c-Mpl 系の分子動態．

特集：巨核球・血小板の細胞運命制御機構, 血栓止血誌，日本血栓止血学会，23(6), 2012 年, 1-8
89) 吉岡祐亮, 加藤尚志, 小坂展慶, 落谷孝広. がん細胞の代謝異常と microRNA 制御．実験医学（増刊）

がんと代謝，第 3 章低酸素，酸化ストレス，編）曽我朋義，江角浩安，羊土社刊，第 30 巻 15 号, 2012
年, 121（2455）-127（2461）頁

90) 宮崎洋，加藤尚志．2. トロンポポエチン研究の歴史とクローニング， トロンポポエチンの基礎を
知る． 『トロンボポエチン受容体作動薬のすべて』．編）池田康夫， PART1：血小板産生機構とト
ロンポポヱチンの基礎をみる，先端医学社刊，2012 年,10-18/115 ページ

91) 谷崎祐太，加藤尚志． 1.巨核球造血の最新知見から血小板産生機構を知る． 『トロンボポエチン
受容体作動薬のすべて』．編）池田康夫， PART1：血小板産生機構とトロンポポヱチンの基礎をみ
る，先端医学社刊，2012 年, 19-30/115 ページ

92) 合田亘人、鈴木智大、金井麻衣 HIF が制御するエネルギー代謝 実験医学 30(8), 2012, 1258-1263.
93) 中山恒、合田亘人 概論－多彩な生命現象に働く低酸素応答システム 実験医学 30(8), 2012,

1246-1251.
94) 合田亘人、金井麻衣 低酸素シグナリング -HIF シグナリング- イラストで徹底理解するシグナル

伝達キーワード事典 2012, 95-97.
95) 合田亘人、鈴木智大 低酸素転写制御因子と SDB 呼吸器 NEWS&VIEWS 40, 2012, 6-8.
96) 合田亘人、長内康太 肝疾患と HIF を介した低酸素応答 血管医学 Vascular Biology & Medicine

13(4), 2012, 377-383.
97) 合田亘人 HIF による肝臓内糖・脂質代謝制御機構 生化学 84(11), 2012, 942-947.
98) 柴田重信, 青木菜摘, 時間栄養学, G. I. Research vol.20 no.5, 先端医学社, 2012
99) 柴田重信, 用語解説「時間栄養学」, 栄養－評価と治療－Vol.29 No.3/2012.8, ㈱メディカルレビュー

社, 2012
100) 平尾彰子, 柴田重信, 体内時計を用いた理想的な食生活作りのために, 顕微鏡, 47(2), 2012, 83－86
101) 柴田重信, 暮らしの最前線 90「時間栄養学の現状とこれから」, 日本家政学会誌, 63(6), 2012, 337－
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341
102) 柴田重信, 体内時計と食品成分（シリーズ 長寿の秘訣を時計遺伝子から探る）, FOODSTYLE21，

6 月号 第 16 巻 第 6 号 通巻 181 号, 2012
103) 柴田重信, 時間栄養学, 化学と生物, 日本農芸化学会、2012
104) 柴田重信, 生体リズムと創薬, 日本臨床薬理学会誌, 2012
105) 柴田重信, 概日リズムと肥満・生活習慣病, 体内時計と栄養・食事の相互作用, 日本肥満学会誌, 2012
106) 柴田重信, 時計遺伝子と食事リズム－時間栄養学－, 日本臨床栄養学会誌, 2012
107) 堀川和政, 柴田重信, イラストで徹底理解するシグナル伝達キーワード事典, 羊土社, 2012, 93-94
108) 柴田重信, 時間生物学, 化学同人, 2012, 91-102
109) 竹山春子、「微細藻類によるエネルギー生産と事業展望」 竹山春子 監修の巻頭言として「はじめ

に」、シーエムシー、2012、巻頭言/261 ページ
110) 竹山春子、「遺伝子工学」 近藤 昭彦・芝崎 誠司 編著、（分担執筆：第 11 章 バイオ計測の項）、

化学同人、2012、156-169/252 ページ
111) 竹山春子、「生命科学概論 環境・エネルギーから医療まで」 早稲田大学先進理工学部生命医科学

科（編）、（分担執筆：応用編 2 ｰ医療ｰ 第 11 章 先端バイオ計測の項）、朝倉書店、2012、106-111/158
ページ

112) 横山詩子, 南沢享, 石渡遼, 大島登志男, 石川義弘, 三次元血管モデルを用いた動脈硬化性疾患の機
序解明.科学と工業 86(9),2012,329-35.（解説）

<炎症・アレルギー疾患研究班>
113) 鈴木克彦, 駒場優太, 泊美樹, 鈴木洋子, 菅間薫, 高橋将記, 三浦茂樹, 吉岡浩, 森有一. 新規好中球

機能検査法を応用した植物抽出物の機能性評価，日本補完代替医療学会誌 9(2), 2012, 89-95.
114) 鈴木克彦, 泊美樹, 高橋将記, 菅間薫, 大塚喜彦, 今泉厚, 三浦茂樹, 吉岡浩, 森有一. 新規好中球機

能検査法によるクルクミンの抗酸化・抗炎症作用の評価. 臨床化学, 41 (4), 2012, 353-358.
<精神・神経疾患研究班>
115) 筒井和義, Kokua 総説：生殖を制御する新規脳ホルモンの作用機構と発現制御機構 Current Topics

「New Insights of Molecular Genetics on Growth Disorders」, ファイザー社, 2012, 7: 13.
116) 筒井和義, 大杉知裕, 戸張靖子, 孫ユリ, 産賀崇由. 比較内分泌学 総説：生殖を制御する新規脳ホル

モン GnIH の起源と分子進化, 38, 2012, 76-83.
117) 筒井和義, Clinical Neuroscience 「ニューロペプチド-update」生殖腺刺激ホルモン放出抑制ホルモン,

30 巻 2 号, 中外医学社, 223-225.

＜学会発表＞
学会名、発表者名、発表標題名、開催地、発表年月（西暦）について記入してください（左記の項目が網羅され

ていれば、項目の順序を入れ替えても可）。また、現在から発表年次順に遡り、通し番号を付してください。

【2016 年度】

<癌研究班>
1. T. Okano, Magnetoreceptors and circadian photoreceptors in vertebrates, The 22nd International Congress

of Zoology and The 87th Meeting of Zoological Society of Japan, OIST and Okinawa Convention Center,
Okinawa, November 2016

2. Y. Takeuchi, A. Takemura, T. Okano, Lunar-phase-dependent synchronous spawning and lunar clock in the
goldlined spinefoot, Siganus guttatus, The 22nd International Congress of Zoology and The 87th Meeting of
Zoological Society of Japan, OIST and Okinawa Convention Center, Okinawa, November 2016

3. 岡野恵子、小澤翔一、佐藤駿、小太刀佐和、伊藤正晴、宮台俊明、竹村明洋、岡野俊行 フグ眼

球由来の細胞株における広範囲な光波長応答性、第54回日本生物物理学会年会、つくば、2016年

11月

4. 三浦宏太、大嶋拓哉、熨斗洋星、辻悠佑、三井広大、岡野恵子、岡野俊行 温度依存的な抗原—

抗体反応を利用したタンパク質精製系の構築、第３９回日本分子生物学会年会、横浜、2016年11

月

5. H. Kurumizaka、Structural studies for functional chromatin、Chromatin Structure and Dynamics、Swiss、

2017 年 1 月

6. 胡桃坂仁志、エピジェネティクスを制御するクロマチン構造と機能、第 39 回日本分子生物学会年

会、横浜、2016 年 12 月
7. H. Kurumizaka, Altered structures and characteristics of nucleosomes containing cancer-associated histone

mutations、2016 Cold Spring Harbor Asia Conference DNA METABOLISM GENOMIC STABILITY &

DISEASES、China、2016 年 6 月
8. H. Kurumizaka, Histone contributions to chromatin dynamics, 2016 Cold Spring Harbor Asia Conference,

Chromatin, Epigenetics & Transcription, China, 2016 年 5 月
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9. 中山淳, 伊藤恵美, 藤元次郎, 渡辺慎哉, 仙波憲太郎、同所性移植手法を用いた乳がん高転移株の

作製とその Transcriptome 解析、 日本分子生物学会年会、横浜、 2016 年 12 月

10. *小林雄太、石川公輔、渡辺慎哉、仙波憲太郎、高感度トランスポゾントラップベクターを用いた

刺激応答細胞と遺伝子の単離技術の開発、日本分子生物学会年会、横浜、 2016 年 12 月

11. *上岡有紀乃、石川公輔、仙波憲太郎、BAC ベクターを用いた遺伝子導入乳腺再構築技術、日本

分子生物学会年会、横浜、 2016 年 12 月

12. 石川公輔、渡辺慎哉、仙波憲太郎、Development of highly sensitive promoter-trap vector system、日本

癌学会学術総会、横浜、2016 年 10 月
13. N. Takeda, K. Masuda, D. He, Novel Photo-Switching Functions and Mechanisms of the Soft Interfaces

Consisting of the Photochromic Block Copolymers Having Spiropyran Moieties, The 65th SPSJ Annual
Meeting (第 65 回高分子学会年次大会), Kobe, 2016 年 5 月

14. A. Ozaki, H. Takahashi, T. Shimizu, N. Takeda, Self-Driven Perfusion Culture System Using the
Double-Layered Scaffold Of Paper and Microfibers for Effectively Applying Shear Stress to a Large Scale

Cell Culture, 2nd International Symposium on Nanoarchitectonics for Mechanobiology, Tsukuba, 2016 年 7

月
15. L. Shukuwa, K. Nagase, T. Onuma, M. Yamato, N. Takeda, T. Okano, Hybrid Cell Separation System by

Combining Nanoimprint Microstructure and Thermoresponsive Polymer Surface, 2nd International

Symposium on Nanoarchitectonics for Mechanobiology, Tsukuba, 2016 年 7 月
16. N. Takeda, Reversible Controls of Wettability and Cell Adhesion of Photoresponsive Surface by Dynamic

Conformational Change of Spiropyran-conjugated Block Copolymer, 3rd International Conference on

Biomaterials Science, Tokyo, 2016 年 11 月
17. Yoshiaki Maeda, Hironori Dobashi, Tatsuya Saeki, Tae-kyu Lim, Manabu Harada, Tadashi Matsunaga,

Tomoko Yoshino, Tsuyoshi Tanaka, “Colony fingerprinting toward rapid detection and classification of
microbial species”, Biosensors 2016, Gotenburg, Sweden, May, 2016

18. 太田 健人, 前田 義昌, 畠山 慶一, 吉野 知子, 田中 剛, 単一細胞高集積化デバイス上における

がん細胞分泌タンパク質の免疫測定法の開発、第 10 回バイオ関連化学シンポジウム、石川、2016

年 9 月
19. Tsuyoshi Tanaka, Tomoko Yoshino, Yoshiaki Maeda, Tatsuya Saeki, Ryo Negishi, Reito Iwata, Atsushi

Kogiso, Hironori Dobashi, Tadashi Matsunaga, High-Content Analysis of Single Cells Using a Wide-Field

Imaging Sensor, 7th PRiME 2016, HAWAII CONVENTION CENTER, 2016 年 10 月
20. Watanabe K, Hirata M, Tominari T, Maruyama T, Inada M, Miyaura C, Abrogation of prostaglandin E and

its receptor EP4 signaling in osteoblasts prevents the bone destruction induced by human prostate cancer.
Session: Poster Session II & Poster Tours [SU0048], ASBMR Discovery Hall - Expo Hall A1/Georgia
World Congress Center, USA, September 18, 2016

21. Tominari T, Watanabe K, Hirata M, Miyaura C, Inada M、A gram positive bacteria membrane component
derived lipoteichoic acid induces PGE2-mediated inflammatory periodontal bone resorption. Session:
Poster Session II & Poster Tours [SU0149], ASBMR Discovery Hall - Expo Hall A1/Georgia World
Congress Center, USA, September 18, 2016

22. 稲田全規、渡邊健太、平田美智子、丸山隆幸、宮浦千里、乳癌の骨転移と骨破壊における EP4 受

容体の関与、第 25 回日本がん転移学会学術集会・総会、鳥取（米子コンベンションセンター）、

2016 年 7 月 21

23. 渡邊健太、平田美智子、丸山隆幸、宮浦千里、稲田全規、前立腺癌の転移と骨破壊におけるプロ

スタグランジン E の関与、第 25 回日本がん転移学会学術集会・総会 鳥取（米子コンベンション

センター）、2016 年 7 月 21 日

(他 104 演題)

<生活習慣病（代謝・心血管疾患）研究班>

24. 谷崎祐太，佐藤圭，境俊二，加藤尚志．細胞移植モデルによるツメガエル造血幹／前駆細胞の同

定と純化．シンポジウム 8-5 「ツメガエルがおしえてくれること」，オーガナイザー：加藤尚志，

柏木昭彦． 日本動物学会第 86 回大会，沖縄，2016 年 11 月 17 日（オーガナイザー，招聘）
25. *Y. Tanizaki, S. Kameishi, K. Sato, S. Maekawa, T. Kato. Insights into the Regulation of Hematopoiesis

through New Animal Models. International Meeting on Aquatic Model Organisms for Human Disease and
Toxicology Research. National Institute for Basic Biology, Okazaki, Japan. Mar, 2016

26. T. Aiso, Y. Mochizuki, M. Fukunaga, T. Kato. Differentiation and proliferation of Xenopus hematopoietic
progenitor cells in the fatty bone marrow. 45th Annual Scientific Meeting of ISEH-Society for Hematology
and Stem Cells. San Diego, CA, USA, Aug 2016

27. *T. Kato, K. Sato, T. Aiso, Y. Tanizaki. Environmental response of hematopoiesis identified in amphibian
models. Symposium 2S08, Hematopoiesis and Enviroment, Organizers; Takashi Kato and Wataru
Nunomura, The 88th Annual Meeting of the Japanese Biochemical Society. Sendai, Japan, Sep 26, 2016
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（第 88 回日本生化学会大会，シンポジウム）

28. 大野友美絵、新井理智、有村祐次郎、橋本琳、合田亘人、肝臓における Neuregulin1 の糖新生抑制

機構の解明、第 23 回肝細胞研究会、大阪、2016 年 7 月
29. *K. Yokozeki, K. Yokono, N. Goda, Cross-talk of the hypoxic response and insulin signal control fat

accumulation mechanism in drosophila fat body, 第 12 回日本ショウジョウバエ研究会, 東京, 2016 年

9 月

30. 新井理智、有村祐次郎、大野友美絵、合田亘人、肝臓における Neuregulin1 の糖新生制御機構の解

明、第 89 回日本生化学会大会、仙台、2016 年 9 月

31. 合田亘人、代謝疾患における低酸素応答の役割、第 89 回日本生化学会大会、仙台、2016 年 9 月

32. S. Shibata, Chrono-nutrition and n-3 fatty acids、招待シンポジューム、第 90 回日本薬理学会年会、長

崎、3 月 15-17 日、2017 年
33. S. Shibata, “Chrono-nutrition and chrono-exercise in mouse circadian rhythm”, plenary lecture, The 29th

Conference of the International Society for Chronobiology, 24-28 OCT, SUZHOU, CHINA, 2016
34. S. Shibata, Entrainment of the liver clock by scheduled feeding, Meeting “CIRCADIAN CLOCKS AND

METABOLIC HEALTH”, STRASBOURG, FRANCE, 23-24 JUNE, 2016
35. S. Shibata, Phase Shifts in Circadian Peripheral Clocks Caused by Exercise Are Dependent on the Feeding

Schedule in PER２LUC Mice，SOCIETY FOR RESEARCH ON BIOLOGICAL RHYTHMS, May21-25,
2016, Palm Harbor, FL

36. 竹山春子、「Droplet microfluidics for precise and high throughput whole genome amplification toward

single-cell genome sequencing」、microTAS 2016、ダブリン・アイルランド、2016 年 10 月 12 日

37. 竹山春子、「Microbiome analysis: challenges in single cell technology」、IMBC 2016、ボルチモア・ア

メリカ、2016 年 9 月 1 日

38. 竹山春子、「Metagenomic analysis of invertebrate holobiontsand supporting technologies」、Ofunato

International Workshop 2016、岩手、2016 年 8 月 25 日

39. 赤池徹，梶村いちげ，南沢享．鳥類の動脈管閉鎖におけるプロスタグランジン E2 の役割. 第 93

回日本生理学会大会、札幌、3 月.
40. Y. Fujimoto, T. Akaike, Y. Kusakari, S. Minamisawa. Pulmonary hypertension due to left atrium stenosis

caused intrapulmonary venous arterialization in rats. The 7th Scientific Meeting of Asian Society for

Vascular Biology. Taiwan. 10 月
41. Y. Fujimoto, T. Urashima, T. Akaike, Y. Kusakari, S. Minamisawa. Pulmonary hypertension due to left

atrium stenosis caused intrapulmonary venous arterialization in rats. American Heart Association Scientific

Sessions 2016. New Orleans. 11 月.（ポスター）
42. K. Kuga, Y. Kusakari, T. Akaike, S. Minamisawa. FGF23 promote cardiac fibrosis by activating FGFR1 in

presence of TGF- stimulation. 第 33 回国際心臓研究学会日本部会(ISHR2016). 東京. 12 月

(他 96 演題)

<炎症・アレルギー疾患研究班>

43. 鈴木克彦、激運動によるサイトカインの動態と病態生理学的意義、第 25 回 内毒素・LPS 研究会、

横浜、2016 年 6 月

44. 鈴木克彦、池村司、矢田光一、荻野目夏望、大木梨花、金銀辰、神田和江、最大運動負荷と電解

質飲料摂取がサイトカイン応答に及ぼす影響、日本運動免疫学研究会スプリングセミナー、東京、

2017 年 3 月

45. 矢田光一、荻野目夏望、佐古博皓、鈴木克彦、タヒボポリフェノールが持久力および骨格筋の持

久力関連因子に及ぼす影響、第 71 回日本体力医学会大会、盛岡、2016 年 9 月
46. K. Suzuki. Invited lecturer "Cytokine response to exercise" at University of Physical Education, Hungary,

July 11, 2016.

47. 田中あかね，張孝善，松田浩珍. Filaggrin-independent development of allergic skin lesions in the mouse
model for human atopic dermatitis. European Academy of Allergy and Clinical Immunology, Vienna, 2016

年 6 月

48. 雨貝陽介，田中あかね，松田浩珍. Pathological proliferation of mast cells resulting from either an
extracellular domain mutation or stem cell factor autocrine/paracrine. European Academy of Allergy and

Clinical Immunology, Vienna, 2016 年 6 月

49. 松田研史郎，田中あかね，松田浩珍. Depressive behavior manifested in atopic mice. European Academy

of Allergy and Clinical Immunology, Vienna, 2016 年 6 月

50. 松田研史郎，田中あかね，松田浩珍. アトピー性皮膚炎モデルマウスを用いた抑鬱状態に関する

行動解析，第５回 TOBIRA 研究交流フォーラム，東京，2016 年 5 月

51. 大坂利文、張先琴、常田聡、核内受容体 FXR を活性化する腸内細菌の探索、第 20 回腸内細菌学

会、東京、2016 年 6 月
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52. S. Tsuneda, X. Zhang, T. Osaka, Exploring Intestinal Bacteria Involved in the Regulation of Farnesoid X

Receptor Activity, 16th International Symposium on Microbial Ecology, モントリオール、2016 年 8 月
53. T. Ueda, T. Osaka, S. Tsuneda, The Interaction between Commensal Bacteria and Immune Cells Regulates

Acute colitis, 第 45 回日本免疫学会総会学術集会、宜野湾市、2016 年 12 月

54. 土肥 多惠子、消化管の絶食-摂食に対する応答とマイクロバイオータ, 【シンポジウム】 宿主ー

マイクロバイオータ相互作用 (2PS4) 第 39 回日本分子生物学会年会、横浜、2016 年 12 月 1 日

55. 平田 有基, 瀬崎 拓人, 中野 美和, 山田 和彦, 樋口 和秀, 河村 由紀, 土肥 多恵子, 高脂肪食が

引き起こすマウス上部消化管病変 JDDW2016, 神戸、2016 年 11 月 3 日

56. 土肥多惠子、消化管の摂食応答から見た発癌−予防は可能か？、特別シンポジウム 2「癌研究にお

ける女性研究者」癌学会シンポ、第 75 回日本癌学会学術総会、横浜、2016 年 10 月 7 日

(他 4 演題)

<精神・神経疾患研究班>
57. Q. Zhang, H. Goto, S. Akiyoshi-Nishimura, P. Prosselkov, K. Yaguchi, H. Matsukawa, T. Nakashiba, S.

Itohara, Diversification of vertebrate behavior and synaptic properties by Netrin-G presynaptic adhesion

molecules, International Society for Neurochemistry (ISN) 2016, Coimbra, 2016 年 6 月
58. S. Kuroki, T. Yoshida, H. Tsutui, T. Michikawa, M. Iwama, A. Miyawaki, S. Itohara, Cell-type-specific

calcium imaging of cortical slow oscillation reveals phase-locking induced by multisensory inputs, 10th

FENS Forum of Neuroscience, Copenhagen, 2016 年 7 月
59. Q. Zhang, C. Sano, A. Masuda, R. Ando, M. Tanaka, S. Itohara, Netrin-G1 regulates fear and anxiety in

dissociable neural circuits, SFN2016, San Diego, 2016 年 11 月
60. A. Masuda, C. Sano, S. Fujisawa, S. Itohara, Neural processing for impulse control in medial prefrontal

cortex and hippocampus, SFN2016, San Diego, 2016 年 11 月

61. 小高 謙, Kenneth Hensley, 大島 登志男、ランチオニンケチミンエステルによる神経炎症抑制と軸

索伸長を介した脊髄損傷後の後肢運動機能の向上、日本分子生物学会、横浜、2016 年 11 月

62. 高村 理沙, 綿村 直人, 新國 美由, 大島 登志男、アルツハイマー病モデルマウスへの ATRA 治療

は成体海馬の神経幹細胞増殖障害と活性化ミクログリアを改善する、日本分子生物学会、横浜、

2016 年 11 月

63. Yuki Shimizu, Yuto Ueda, Toshio Ohshima、Analysis of regenerative neurogenesis from radial glia after

the stab injury using adult zebrafish optic tectum、日本分子生物学会、横浜、2016 年 11 月

64. 岡本仁 Social conflict resolution regulated by two dorsal habenular subregions in zebrafish. 第 29 回最

先端脳科学セミナー 富山 2016.5
65. Okamoto H. Control of social conflict by the habenula Laterarl Habenula under the spotlight.

Paris, France 2016.6

66. 石井裕之，田中克明，菅原雄介，望月寿彦，塩沢恵子，佐々木浩二，緒方裕子，大河内博，高西

淳夫，「自走式 3 次元森林計測ロボットシステムの開発」，日本機械学会、ロボティクス・メカ

トロニクス部門講演会 2016，横浜，2016 年 6 月

67. 石井裕之，田中克明，石青，高西淳夫，小型移動ロボットとの遊びがラットにもたらす効果の検

討，第 34 回日本ロボット学会学術講演会，山形，2016 年 09 月．
68. H. Ishii, Q. Shi, Y. Sugahara, K. Tanaka, H. Sugita, S. Okabayashi, A. Takanishi, A Mobile Robot Plays

with a Rat, IEEE EMBC2016, Florida USA, 2016 年 8 月
69. K. Tanaka, H. Ishii, D. Endo, J. Mitsuzuka, D. Kuroiwa, Y. Okamoto, Y. Miura, Q. Shi, S. Okabayashi, Y.

Sugahara, A. Takanishi, A Study of Wheel Shape for Increasing Climbing Ability of Slopes and Steps，

RoManSy 21, Italy, 2016 年 6 月
70. K. Tsutsui, Presidential Lecture: New insights from discovering gonadotropin-inhibitory hormone

regulating reproductive function and behavior, The 8th Congress of the Asia and Oceania Society for

Comparative Endocrinology, Seoul, Korea, 2016 年 6 月
71. Y. L. Son and K. Tsutsui, Investigation of the molecular mechanisms of GnIH action and regulation of

GnIH expression by using the cellular model systems, The 8th Congress of the Asia and Oceania Society

for Comparative Endocrinology, Seoul, Korea, 2016 年 6 月
72. S. Haraguchi and K. Tsutsui, Pineal allopregnanolone saves cerebellar Purkinje cells from apoptosis via. a

membrane progestin receptor-mediated, The 8th Congress of the Asia and Oceania Society for Comparative

Endocrinology, Seoul, Korea, 2016 年 6 月

(他 28 演題)

【2015 年度】

<癌研究班>

73. 岡野俊行、生体リズムの光科学〜光受容体から光治療まで〜、第５９回東邦大学薬学部公開講座、
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薬と健康の知識『生体リズムと時間薬理学』、東邦大学習志野キャンパス、2015 年 5 月

74. 岡野俊行、『ネッタイツメガエルの光と時間の生物学』日本動物学会第８６回大会新潟シンポジウ

ム、新たな兆し〜ネッタイツメガエル・アフリカツメガエルの研究舞台より、新潟コンベンショ

ンセンター、2015 年 9 月

75. 大嶋拓哉、三浦宏太、熨斗洋星、岡野恵子、岡野俊行 温度依存的に親和性を変化させるモノク

ローナル抗体を利用したタンパク質精製・動態制御系の構築、第 38 回日本分子生物学会年・会第

88 回日本生化学会大会合同大会、神戸ポートアイランド、2015 年 12 月

76. T. Okano Biological Rhythms and Cryptochromes in Xenopus tropicalis 「International Meeting on

Aquatic Model Organisms for Human Disease and Toxicology Research」 Okazaki Conference Center,
March, 2016

77. H. Kurumizaka, Structural basis of chromatin dynamics, 4th International Symposium of the Mathematics
on Chromatin Live Dynamic, 広島, 2015 年 12 月

78. 胡桃坂仁志、クロマチン構造による DNA 機能のエピジェネティック制御、第 38 回日本分子生物

学会年会、第 88 回日本生化学会大会合同大会、神戸ポートアイランド、2015 年 12 月
79. H. Kurumizaka, Histone Contributions in Chromatin Dynamics, International Symposium on Chromatin

Structure, Dynamics and Function, Japan, 2015 年 8 月

80. 胡桃坂仁志、クロマチン構造とダイナミクスの分子機構、国際高等研究所 クロマチン・デコー

ディング、2015 年 12 月
81. Atsuka Matsui, Jiro Fujimoto, Naoki Goshima, Shinya Watanabe, Kentaro Semba, Identification and

functional analysis of HNF1B as a novel oncogene by systematic screening using epithelial cells, 日本癌

学会学術総会, 名古屋, 2015 年 10 月
82. Jiro Fujimoto, Emi Ito, Shinya Watanabe, Kentaro Semba, Identification of TMPRSS4 transmembrane

protease gene as an ERBB2-dependent oncogene, 日本癌学会学術総会, 名古屋, 2015 年 10 月

83. 公地将大, 藤元次郎, 仙波憲太郎, 17q23 アンプリコンにおける新規トランスフォーミング遺伝

子 TBX2 の機能解析、日本がん分子標的治療学会、松山、2015 年 6 月
84. M. Sawatari, A. Tsubokura, N. Takeda, Mechanostress-Independent Induction of Differentiation of

Mesenchymal Stem Cells by Culture on the Nano-Lithographed Pattern, The International Symposium on
Nanoarchitectonics for Mechanobiology, Tsukuba, 2015 年 7 月

85. T. Goto, N. Takeda, Fabrication of Co-axial Double Layered Gel Fiber Scaffold Produced by the 3D Sheath
Flow Microfluidic Device for Construction of the Engineered Blood Vessel, 3D Lab Exchange Symposium,

Interaction of Nano-Biotechnology, Chemical Biology and Medical Sciences, Singapore, 2015 年 9 月
86. N. Takeda, Micro/Nano Fiber Scaffolds for Assembling Cells and Fabricating the Engineered

Three-Dimensional Tissues, [Invited] International Conference on BioElectronics, BioSensors, BioMedical

Devices, BioMEMS/NEMS and Applications 2015, Fukuoka, 2015 年 12 月
87. N. Takeda, D. He, Y. Arisaka, Dynamic Behaviors of Spiropyran-Introduced Photo-Responsive Soft

Interface Enabling Reversible and Long-Term Sustained Cell Patterning, The 96th CSJ Annual Meeting (日

本化学会第 96 春季年会), 2016 年 3 月
88. YOSHIAKI Maeda, TOYODA Takahiro, YOSHINO Tomoko, MATSUNAGA Tadashi, Tsuyoshi Tanaka,

Single Bacterial Cell Detection based on the Efficient DNA Recovery Technique with Charge-reversible

Magnetic Nanoparticles、 日本化学会 第 96 春季年会、京都, 2016 年 3 月

89. 太田 健人, 前田 義昌, 豊田 貴博, 松永 是, 田中 剛, 単一細胞高集積化デバイスを用いた細胞

外分泌性サイトカインの免疫測定技術の開発、第 67 回日本生物工学会大会, 鹿児島, 2015 年 10 月
90. Hironori Dobashi, Tatsuya Saeki, Yoshiaki Maeda, Tae-kyu Lim, Manabu Harada, Tomoko Yoshino,

Tadashi Matsunaga, Tsuyoshi Tanaka, “Rapid identification of bacterial microcolonies based on lens-less
imaging”, 11th Asian Conference on Chemical Sensors, Penang, Malaysia, November, 2015

91. 菅谷旬、渡邊健太、平田美智子、宮浦千里、稲田全規、I 型コラーゲン上における癌細胞増殖メカ

ニズムの解明、第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会大会 合同大会、神戸、2015

年 12 月 2 日

92. 亀井雄介、渡邊健太、平田美智子、稲田全規、宮浦千里、PGE2 による前立腺癌細胞の移動調節作

用 第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会大会 合同大会、神戸（神戸ポートピア

ホテル、神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸商工会議所）、2015 年 12 月 2 日
93. Watanabe K, Hirata M, Miyaura C, Inada M, MMP13-induced type I collagen degradation plays a key role

in the prostate cancer dependent bone metabolism. ASBMR2015, Discovery Hall-Exhibit Hall 4B of the

Washington State Convention Center in Seattle, Washington, USA. 2015 年 10 月 11 日

94. 渡邊健太、平田美智子、宮浦千里、稲田全規、前立腺癌の浸潤と転移における 3 型コラゲナーゼ

/MMP13 の関与、第 24 回日本がん転移学会学術集会・総会、大阪（シティプラザ大阪）、2015 年

7 月 23 日
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(他 71 演題)

<生活習慣病（代謝・心血管疾患）研究班>
95. T. Kato, S. Maekawa, K. Nagasawa, T. Okui, Y. Tanizaki. Experimental exploration on erythropoiesis in

aquatic amphibians: a comparative perspective. Symposium 2 （SY2-1）; 生物の進化から見た赤血球

造血，座長：澤田賢一，張替秀郎．第 77 回日本血液学会学術集会，金沢市アートホール，2015

年 10 月 16 日 （招聘）
96. Y. Tanizaki, A. Murase, Y. Mochizuki, T. Otani, T. Kato. Development of thrombocytes from the

megakaryocyte induced by thrombopoietin in frog. 44th Annual Scientific Meeting of ISEH-Society for
Hematology and Stem Cells. Poster presentation P3192, Exp Hematol 2015; 43(9) (Suppl 1), page S98,
Kyoto International Conference Center, Japan, Sep 18, 2015

97. 加藤尚志．ネッタイツメガエルとアフリカツメガエルの血球および造血制御．シンポジウム 8-5

「新たな兆し～ネッタイツメガエル・アフリカツメガエルの研究舞台より」，オーガナイザー：加

藤尚志，柏木昭彦． 日本動物学会第 86 回大会，新潟朱鷺メッセ，2015 年 9 月 15 日（オーバナ

イザー，招聘）

98. T. Kato. Expansion of the concept of hormones : hematopoietic growth factors join the club．Symposium
1-2 “In commemoration of the publication of ‘Handbook of Hormones’: What is the next target for
research in comparative endocrinology?” Organizers: Yoshio Takei, Hironori Ando, Kazuyoshi Tsutsui. The
86th Annual Meeting of the Zoological Society of Japan, Niigata, Sep 14, 2015. Invited.

99. 皆川祥子、鈴木智大、合田亘人、A phenotypic analysis of HIF function in immune cells during

acetaminophen induced liver injury、第 3 回低酸素研究会、東京、2015 年 7 月

100. 有村祐次郎、新井理智、佐山慧門、大野友美絵、合田亘人、低酸素応答性を示す新しい肝臓内糖

代謝制御因子の同定とその機能解析、第 38 回日本分子生物学会、神戸、2015 年 12 月

101. 鈴木智大、皆川祥子、合田亘人、アセトアミノフェン誘導性肝障害における免疫細胞の低酸素応

答因子 HIF の機能解析、第 38 回日本分子生物学会、神戸、2015 年 12 月

102. 横野航太、滝沢一海、田中裕子、合田亘人、ショウジョウバエにおける低酸素ストレス応答性脂

質代謝制御機構の解明、第 38 回日本分子生物学会、神戸、2015 年 12 月

103. 田原優、柴田重信「時間栄養学による機能性食品開発」、第 42 回日本毒性学会学術年会、ポルテ

金沢 金沢市アートホール、石川、2015 年 6 月 29 日
104. S. Shibara, Interaction between circadian rhythm and exercise, 3D Lab Exchange Symposium, NUS,

Singapore, 9 September, 2015

105. 柴田重信「Studies of chrono-nutrition and chrono-exercise on health science」、第 3 回アクティブ・エ

イジング研究所シンポジウム～超高齢社会におけるパラダイムシフト～、早稲田大学東伏見キャ

ンパス 79 号館、東京、2015 年 10 月 31 日

106. 柴田重信「末梢臓器の時間栄養学研究」、第 93 回日本生理学会大会、札幌コンベンションセンタ

ー、2016 年 3 月 23 日
107. M. Hosokawa, Y. Nishikawa, H. Takeyama, Droplet-based cell manipulation for analyzing environmental

microbes at single-cell resolution, Pacifichem2015, ホノルル(USA), 2015
108. Y. Nishikawa, M. Hosokawa, H. Takeyama, Picoliter-sized droplets for low bias whole genome

amplification of single cell genome, Pacifichem2015, ホノルル(USA), 2015
109. R. Miyaoka, M. Hosokawa, M. Ando, T. Mori, H. Hamaguchi, J. Piel, H. Takeyama, Identification of the

producers of bioactive compounds from marine sponge by using Raman microspectroscopy,

Pacifichem2015, ホノルル(USA), 2015
110. K. Yamagishi, T. Mori, T. Maruyama, M. Ito, H. Takeyama, Single-cell genomic analysis of

coral-associated uncultivable bacteria, Pacifichem2015, ホノルル(USA), 2015

111. 梶村いちげ, 赤池徹, 南沢享, 炎症によりラット動脈管は再開通される, 第92回日本生理学会大

会, 神戸, 3月（ポスター）

112. 赤池 徹, 横田 知大, 梶村 いちげ, 横山 詩子, 南沢 享．プロスタノイドの動脈管閉鎖における役

割, 第51回日本小児循環器学会総会・学術集会, 東京, 7月（口頭）

113. 梶村 いちげ, 安田 昌太郎, 日向野 将, 石山 敦, 南沢 享． Monocrotaline(MCT)誘発性肺高血圧

症モデルラットにおける小動物用SQUIDを用いた心磁図計測の有用性, 第51回日本小児循環器学

会総会・学術集会, 東京, 7月（ポスター）

114. 藤本義隆、浦島崇、糸久美紀、伊藤怜司、河内貞貴、梶村いちげ、赤池徹、草刈洋一郎、藤原優

子、小川潔、井田博之、南沢 享．Low cardiac output induces hepatic fibrosis in right failure model rat,

第32回国際心臓研究学会日本部会, 神戸, 12月

(他 117 演題)

<炎症・アレルギー疾患研究班>

115. K. Suzuki、Neutrophil functional changes following exercise and the biological significance、The
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International Colloquium of Exercise Immunology、Chungnam National University、Korea、2015 年 11

月

116. 鈴木克彦、運動の臓器連関と未病対策、第 22 回日本未病システム学会学術総会、札幌、2015 年

10 月

117. H. Sako & K. Suzuki、Identifying conserved hotspots of inflammatory stimulus-induced dynamics in

translation speed within ribosomal exit tunnel at a single residue resolution、EMBO Conference Protein

Synthesis and Translational Control、Heidelberg、Germany、2015 年 9 月

118. K. Suzuki、Exercise-induced leukocyte functional augmentation and its modulation with antioxidants、12th

Symposium of the International Society of Exercise and Immunology、Vienna、Austria、2015 年 7 月

119. 松田浩珍. アトピーと皮膚バリア，第７９回日本皮膚科学会 東京・東部支部合同学術集会，東

京，2016 年 2 月

120. 田中あかね，皮膚バリアとかゆみの関係－アトピー性皮膚炎モデルマウスを用いた研究から－，

日本生命科学大学獣医生命科学会，東京，2015 年 11 月

121. 田中あかね，皮膚バリアとかゆみの関係－アトピー性皮膚炎モデルマウスを用いた研究から－，

順天堂大学戦略的基盤形成支援事業公開シンポジウム，東京，2015 年 10 月

122. 田中あかね，松田浩珍，Ultra-pure soft water ameliorates skin conditions of adult and child patients with

atopic dermatitis. 4th Pediatric Allergy and Asthma Meeting, Berlin, 2015 年 10 月

123. 上田統悟、大坂利文、常田聡、腸管炎症制御に関与する常在細菌－TLRs の相互作用、第 19 回腸

内細菌学会、東京、2015 年 6 月

124. 上田統悟、大坂利文、常田聡、常在細菌－TLRs の相互作用を介した腸管炎症制御機構の解析、第

89 回日本細菌学会総会、大阪、2016 年 3 月
125. T. Sezaki, Y.Hirata, Y.I. Kawamura, T. Dohi, Fn14 disruption suppresses 5-Fluorouracil-induced-diarrhea

by enhancing IL-33 and IL-13R2 expression. 第 44 回日本免疫学会学術集会、札幌 2015 年 11 月
126. T. Sezaki, Y. Hirata YL.C. Burkly, Y. I. Kawamura, T. Dohi, 5-Fluorouracil-induced intestinal injury is

mediated by TWEAK/Fn14 and IL-13. DDW 2015, Poster of distinction, Washington D.C. 2015 年 5 月

(他 8 演題)

<精神・神経疾患研究班>
127. K. Yamaguchi, S. Itohara, Induction of LTD at parallel fiber-Purkinje cell synapses in mice having mutated

GluA2 C-terminus, Society for Research on the Cerebellum, Brussels, 2015 年 5 月 9 日
128. P. Prosselkov, R. Hashimoto, K. Ohi, D. Polygalov, Q. Zhang, T. J. McHugh, M. Takeda, S. Itohara,

Cognitive domains function complementation by NTNG gene paralogs, 第 38 回日本神経科科学大会,

神戸, 2015 年 7 月
129. K. Yamaguchi, S. Itohara, M. Ito, Cerebellar LTD induced in mice having mutated GluA2 C-terminus

resolves discrepancy between motor learning and synaptic plasticity, SFN2015, Chicago, 2015 年 10 月

130. A. Masuda, S. Fujisawa, S. Itohara, Executive function: neurophysiology, SFN2015, Chicago, 2015 年 10

月
131. Yo Shinoda, Akira Sato, Tetsushi Sadakata, Hirozumi Nishibe, Noriyuki Morita, Takafumi Inoue,

Michisuke Yuzaki, Yoko Yamaguchi, Teiichi Furuichi, Brain Transcriptome Database (BrainTx, formerly
CDT-DB) – Profiling of spatio-temporal gene expression during postnatal development of mouse brain,
Neuroinformatics 2015, Cairns, Australia, August 20-22 (2015)

132. Keishi Narita, Shohei Sasamoto, Shuichi Koizumi, Shizuka Okazaki, Hideki Nakamura, Takafumi Inoue,

Sen Takeda, Regulation of the blood-cerebrospinal fluid barrier functions by TRPV4, 第 38 回日本神経科

学大会, 神戸, 7 月 28-31 日(2015)
133. Keishi Narita, Shohei Sasamoto, Shuichi Koizumi, Shizuka Okazaki, Hideki Nakamura, Takafumi Inoue,

Sen Takeda, Regulation of the blood-cerebrospinal fluid barrier permeability by TRPV4, 第 92 回日本生

理学会/第 120 回日本解剖学会合同年会, 神戸, 3 月 21-23 日(2015)
134. Nagai J, Kitamura Y, Owada K, Goshima Y, Ohshima T, Dephosphorylation of CRMP2 enhanced

recovery after spinal cord injury, 第 58 回日本神経化学会大会, 大宮、日本、2015 年 9 月
135. Nagai J, Owada K, Kitamura Y, Goshima Y, Ohshima T, Dephosphorylation of CRMP2 enhances recovery

after spinal cord injury, Neuroscience 2015, Chicago, USA, 2015 年 10 月

136. 清水勇気, 上田悠人, 田中英臣, 大島登志男、ゼブラフィッシュ視蓋の幹細胞における炎症反応の

役割、BMB2015、神戸、日本、2015 年 12 月
137. Nagai J, Owada K, Kitamura Y, Goshima Y, Ohshima T, CRMP2 dephosphorylation induces locomotor

and sensory recovery after spinal cord injury, BMB2015、神戸、日本、2015 年 12 月
138. Nagai J, Kitamura Y, Owada K, Goshima Y, Ohshima T, Dephosphorylation of CRMP2 enhanced

recovery after spinal cord injury, 第 58 回日本神経化学会大会, 大宮、日本、2015 年 9 月
139. Nagai J, Owada K, Kitamura Y, Goshima Y, Ohshima T, Dephosphorylation of CRMP2 enhances recovery
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after spinal cord injury, Neuroscience 2015, Chicago, USA, 2015 年 10 月

140. 清水勇気, 上田悠人, 田中英臣, 大島登志男、ゼブラフィッシュ視蓋の幹細胞における炎症反応の

役割、BMB2015、神戸、日本、2015 年 12 月
141. Nagai J, Owada K, Kitamura Y, Goshima Y, Ohshima T, CRMP2 dephosphorylation induces locomotor

and sensory recovery after spinal cord injury, BMB2015、神戸、日本、2015 年 12 月
142. Okamoto H. Study of the neural circuits for emotion using evolutionary conservation. Cold Spring Harbor

Asia Conference on International Brain Projects, Dushu, China, 2015.06.

143. 岡本仁. Control of social aggression by the habenula. 第 38 回日本神経科学大会, 神戸, 2015 年 7 月.

144. 岡本仁. Study of neural circuits for emotion using evolutionary conservation. RIKEN-OIST Neuroscience

Symposium, 和光, 2015 年 7 月
145. Okamoto H. Control of social agression by the habenula. The 6th FAONS Congress and the 11th Biennial

Conference of CNS, Wuzhen, China, 2015.09

146. 石井裕之，田中克明，遠藤大輝，岡本侑也，黒岩大典，菅原雄介，高西淳夫，特殊形状車輪を有

する屋外移動ロボットの開発，第 21 回日本 IFToMM 会議シンポジウム，東京，2015 年 7 月

147. 田中克明，石井裕之，遠藤大輝，三塚純子，三浦祐作，黒岩大典，岡本侑也，石青，岡林誠士，

菅原雄介，高西淳夫，自律移動型環境モニタリングロボットの開発 第 4 報：路面環境の認識と

それに合わせた走行制御法の検討，第 33 回日本ロボット学術講演会，東京，2015 年 9 月

148. 石井裕之，望月寿彦，塩沢恵子，佐々木浩二，田中克明，岡本侑也，黒岩大典，菅原雄介，高西

淳夫，自走式 3 次元トンネル計測ロボットシステムの開発 模擬トンネルにおける現場実証の報

告，第 33 回日本ロボット学術講演会，東京，2015 年 9 月
149. K. Tanaka, H. Ishii, D. Kuroiwa, Y. Okamoto, E. Mossor, H. Sugita, Q. Shi, S. Okabayashi, Y. Sugahara,

A. Takanishi, A Novel Approach to Increase the Locomotion Performance of Mobile Robots in Fields With
Tall Grasses, 2015 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems (IROS),
Germany, 2015.9

150. 野崎美月、原口省吾、徳元俊伸、筒井和義、小脳プルキンエ細胞におけるプロゲステロン膜受容

体発現の解析、日本動物学会第 68 回関東支部大会、横浜、2016 年 3 月

151. 佐藤 未来，鈴木 悠子，原口 省吾，筒井 和義、ニワトリ松果体におけるエストラジオール合成

とその日内変動、第 86 回大会日本動物学会、新潟、2015 年 9 月

152. 松林 祥平，ソン ユリ，原口 省吾，筒井 和義、GnRH ニューロン細胞株 GT1-7 におけるニュー

ロステロイド合成、第 86 回大会日本動物学会、新潟、2015 年 9 月

(他 4 演題)

【2014 年度】

<癌研究班>

153. 岡野俊行 脊椎動物クリプトクロムの多様性、機能および分子応用、シンポジウム：生物界にお

ける光とは？：動物・植物・微生物の光科学、そしてオプトジェネティクス 日本生物物理学会

第 52 回年会、札幌コンベンションセンター、2014 年 9 月
154. K. Okano, S. Ozawa, H. Sato, S. Kodachi, T. Miyadai, A. Takemura and T. Okano Ocular clock in the

light: Photic induction and circadian oscillation of mRNAs in the fish ocular cells. 16th International

Conference on Retinal Protein、Nagahama、Shiga、2014 年 10 月
155. R. Kabutomori, R. Sakata, K. Okano, H. Mitsui, A. Takemura, T. Miwa, H. Yamamoto and T. Okano

Analysis of rhodopsin and clock genes in a snailfish, Careproctus rhodomelas, living near the deep-sea

hydrothermal vent、16th International Conference on Retinal Proteins、Nagahama、Shiga、2014 年 10

月

156. 岡野俊行 生物の青色光センサーと体内時計、日本学術振興会、相互変換第 125 回委員会『本委

員会第 227 回研究会』主題：光電相互変換の医学・生理学応用 早稲田大学・西早稲田キャンパ

ス、2014 年 12 月
157. H. Kurumizaka, Biochemical studies for homologous recombination reaction in chromatin, The 9th 3R

Symposium, Japan, 2014 年 11 月
158. H. Kurumizaka, BIOCHEMICAL ANALYSES OF RICE DNA RECOMBINASES RAD51 AND DMC1,

Plant Genome Stability and Change 2014, アシロマカンファレンスセンター アメリカ、2014 年 7 月
159. H. Kurumizaka, Structures and physical properties of nucleosome isoforms with histone variants, EMBO

meeting on Histone Variants, France, 2014 年 6 月

160. H. Kurumizaka, Structure and dynamics of the nucleosome isoforms, 高等研カンファレンス 2014「クロ

マチン・デコーディング」, Japan, 2014 年 5 月

161. 小林舜、石川公輔、三上紘史、仙波憲太郎、 遺伝子機能解析に用いるマウス乳腺組織構築系の

開発、日本分子生物学会年会、横浜、2014 年 11 月 26 日
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162. 公地将大、藤元次郎、伊藤恵美、今井順一、渡辺慎哉、仙波憲太郎、 17q23 アンプリコンにお

ける新規トランスフォーミング遺伝子 TBX2 の機能解析、日本分子生物学会年会、横浜、2014 年

11 月 25 日
163. Atsuka Matsui, Jiro Fujimoto, Naoki Goshima, Shinya Watanabe, Kentaro Semba, Identification and

functional analysis of HNF1B as a Novel Oncogene, POST-TRANSLATIONAL REGULATION OF CELL

SIGNALING, San Diego, 2014 年 8 月 7 日
164. N. Takeda, H. Nansai, T. Goto, T. Chikazawa, Y. Nakamura, H. Oku, R. Sekine, J. Ito, D.H. Yoon, Y.

Arisaka, T. Sekiguchi, S. Shoji, Co-axial Double Layered Gel Fibers as Culture Scaffolds Prepared by
Three-Dimensional Sheath Flow Microfluidic Device toward Fabricating Engineered Capillary Vessel,
JSPS A3 Foresight International Symposium on Nano-Biomaterials and Regenerative Medicine, Tokyo,

2014 年 10 月
165. Y. Arisaka, Y. Nishijima, N. Takeda, Preparation of Photo Cross-Linkable Polymer Brush Surface Toward

Dynamically Regulating hbmMSCs Behaviors, JSPS A3 Foresight International Symposium on

Nano-Biomaterials and Regenerative Medicine, Tokyo, 2014 年 10 月
166. N. Takeda, Fabrication of Blood Capillary from Endothelial Cells in the Co-axial Double Layered Gel

Fiber Produced by the 3D Sheath Flow Microfluidic Device, [Invited] International Conference on
BioElectronics, BioSensors, BioMedical Devices, BioMEMS/NEMS and Applications 2014, Shanghai,

China, 2014 年 11 月
167. J. Ito, R. Sekine, D.H. Yoon, Y. Nakamura, H. Oku, H. Nansai, T. Chikasawa, T. Goto, T. Sekiguchi, N.

Takeda, S. Shoji, Highly Controllable Three-Dimensional Sheath Flow Device For Fabrication Of Artificial
Capillary Vessels, The 28th International Conference on Micro Electro Mechanical Systems, Estoril,

Portugal, 2015 年 1 月

168. 前田 義昌, 太田 健人, 豊田 貴博, 茂木 豪介, 田口 朋之, 田名網健雄, 羽田聖治, 松永是, 田中

剛, 単一細胞高集積化デバイスを用いた細胞外分泌性分子検出技術の開発、電気化学会第 82 回大

会,神奈川, 2015 年 3 月
169. Ryo Negishi, Seita Nakamura, Tatsuya Saeki, Masahito Hosokawa, Hisashige Kanbara, Tsuyoshi Tanaka,

Tadashi Matsunaga, Tomoko Yoshino, “A simple method for single cell manipulation using
photopolymerizable hydrogel and microcavity array”, 10th International Symposium on Electrochemical
Micro & Nanosystem Technologies, Okinawa, November, 2014

170. Tatsuya Saeki, Yuriko Sugamura, Masahito Hosokawa, Tomoko Yoshino, Tadashi Matsunaga, Tsuyoshi
Tanaka, “Rapid CD4+ cell counting based on single image capture using a microcavity array” 24th
Anniversary World Congress on Biosensors, Melbourne, May, 2014

171. 丸山智佳子、渡邊健太、平田美智子、宮浦千里、稲田全規、前立腺癌の増殖とアンドロゲン受容

体拮抗薬の作用、第 87 回日本生化学会大会、京都（国立京都国際会館・グランドプリンスホテル

京都）、2014 年 10 月 17 日

172. 渡邊健太、平田美智子、宮浦千里、稲田全規、前立腺癌浸潤と骨破壊におけるマトリックスメタ

ロプロテアーゼ（MMPs）の関与、第 87 回日本生化学会大会、京都（国立京都国際会館・グラン

ドプリンスホテル京都）、2014 年 10 月 17 日
173. Watanabe K, Matsumoto C, Hirata M, Maruyama T, Inada M, Miyaura C, Effects of PGE2 receptor EP4

antagonist on breast cancer-induced bone metastasis and bone destruction in the metastasis region”

ASBMR2014, Discovery Hall-Hall E/George R. Brown Convention Center Houston, U.S.A, 2014 年 9 月

14 日

174. 渡邊健太、平田美智子、宮浦千里、稲田全規、前立腺癌の浸潤と骨破壊におけるマトリックスメ

タロプロテアーゼ (MMPs) の関与、第 23 回日本がん転移学会学術集会、金沢（金沢文化ホール・

金沢ニューグランドホテル）、2014 年 7 月 10 日

(他 78 演題)

<生活習慣病（代謝・心血管疾患）研究班>

175. 加藤尚志．生物の進化と赤血球造血．教育講演 59，第 76 回日本血液学会学術集会，大阪国際会

議場，2014 年 11 月 2 日 （招聘）
176. Y. Mochizuki, Y. Tanizaki, T. Otani, K. Sato, M. Ichisugi, A. Murase, S. Sakai, T. Kato. Properties of c-Mpl

expression in thrombopoietin-derived hepatic hematopoietic progenitors of Xenopus laevis. 43rd Annual
Scientific Meeting of ISEH-Society for Hematology and Stem Cells, Exp Hematol 2014; 42 (Suppl 1),
page S52, The Hyatt Regency Montréal, Montréal, Canada, Aug 23, 2014

177. T. Otani, Y. Tanizaki, Y. Mochizuki, A. Murase, S. Sakai, T. Kato. Thrombopoietin-induced differentiation
and maturation of splenic and hepatic thrombocytes in Xenopus laevis. 43rd Annual Scientific Meeting of
ISEH-Society for Hematology and Stem Cells. Exp Hematol 2014; 42 (Suppl 1), page S55, The Hyatt
Regency Montréal, Montréal, Canada, Aug 22, 2014

178. 加藤尚志，柏木昭彦（オーガナイザー），シンポジウム 6，ナショナルバイオリソースプロジェク
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ト（NBRP）シンポジウム「ネッタイツメガエル」ツメガエルを用いた機能ゲノム科学研究（National
BioResource Project (NBRP) Symposium―Xenopus tropicalis Functional genomics research employing 

Xenopus），日本動物学会第 85 回大会，東北大学，2014 年 9 月 12 日

179. 鈴木智大、合田亘人、アルコール性脂肪性肝炎におけるマクロファージの低酸素応答因子 HIF の

機能解析、第 21 回肝細胞研究会、東京、2014 年 6 月

180. 鈴木智大、塩井菜穂、合田亘人、アルコール性肝炎発症における低酸素応答因子 HIFs の機能解析、

第 2 回低酸素研究会、東京、2014 年 7 月

181. 新井理智、加藤祐樹, 佐山慧門, 有村祐次郎, 合田亘人、脂肪肝先行型糖尿病モデルにおける肝臓

の低酸素応答システムの病態生理学的意義の解明、第 2 回低酸素研究会、東京、2014 年 7 月
182. S. Shibata, Meal and exercise timing with a high fat diet influences energy expenditure and obesity in mice,

SRBR congress 2014, Montana, USA, 2014 June14-19.

183. 柴田重信「脂質代謝と時間栄養学」、日本油脂学会第 53 回年会プログラム、ホテルロイトン札幌、

札幌、2014 年 9 月 11 日
184. S. Shibata, Interactions between circadian clock system and food/nutrition/exercise, Waseda University and

Singapore Polytechnic work shop, Singapore, 23 February 2015

185. 柴田重信「時間薬理学と代謝疾患」、第 88 回日本薬理学会、名古屋国際会議場、名古屋、2015 年

3 月 19 日
186. M. Hosokawa, Y. Hoshino, Y. Nishikawa, T. Hirose, DH. Yoon, T. Mori, T. Sekiguchi, S. Shoji, H.

Takeyama、Droplet-based microfluidics for high-throughput screening of a metagenomic library、

EMNT2014、沖縄コンベンションセンター（沖縄県）、2014

187. Y. Nishikawa, M. Hosokawa, H. Takeyama、Droplet-based multiple displacement amplification method for

single-cell genomics using microfluidic device、EMNT2014、沖縄コンベンションセンター（沖縄県）、
2014

188. M. Hosokawa, Y. Nishikawa, H. Takeyama、Droplet-based microfluidics for single-cell analysis、The 8th

International Workshop on Approaches to Single-Cell Analysis、ナイロビ（ケニア）、2014

189. R. Miyaoka, M. Hosokawa, M. Ando, T. Mori, H. Hamaguchi, J. Piel, H. Takeyama、In situ Raman imaging

of secondary metabolites in antibiotic-producing bacteria、International Union of Microbiological Societies

2014、モントリオール（カナダ）、2014
190. E. Ohmori, T. Akaike, I. Kajimura, S. Minamisawa, N. Goda, Less intimal thickening and impaired elastic

fiber formation in the chicken ductus arteriosus. Experimental Biology 2014. San Diego, 2014. 4. 26-30.

(ポスター).

191. 平崎裕二，南沢享，岡部正隆．二次元スペックルトラッキング心エコー法を用いた軟骨魚類心室

の機能解析．第26回日本心エコー図学会学術集会，北九州，3月（ポスター）

192. 南沢 享. In vitro 系心機能評価. 日本安全性薬理研究会第５回学術年会、東京、東京大学弥生講堂、

2014 年 2 月 14 日.
193. S. Minamisawa, T. Akaike, I. Kajimura I, Omori E. Endogenous prostaglandin E2 signaling plays a role in

remodeling of extracellular matrix in the chicken ductus arteriosus. Pharmacology & Physiology
International Science Congress 2014. Kuala Lumpur, Malaysia, August 22, 2014. (poster presentation)

(他 102 演題)

<炎症・アレルギー疾患研究班>
194. H. Sako & K. Suzuki, Discover the sophistication of translational regulation, Big Biology &

Bioinformatics Symposium, Brisbane, Australia, 2014 年 11 月

195. 佐古博皓、鈴木克彦、翻訳動態の網羅的解析が明らかにする新しい可能性、第６９回日本体力医

学会、長崎、2014 年 9 月

196. 田中あかね，張孝善，松田浩珍，アトピー性皮膚炎モデルマウスにおける皮膚病態と痒みの連関，

第２４回国際痒みシンポジウム，東京，2014 年 10 月

197. 張孝善，松田浩珍，田中あかね，皮膚 pH の変化と皮膚バリア損傷との関連，第１５７回日本獣

医学会学術集会，2014 年 9 月

198. 田中あかね，松田浩珍，Effect of ultra-pure soft water on atopic dermatitis in children. European Academy

of Allergy and Clinical Immunology, Copenhagen, 2014 年 6 月

199. 張孝善，松田浩珍，田中あかね，Involvement of skin surface pH on barrier function in development of

atopic dermatitis. European Academy of Allergy and Clinical Immunology, Copenhagen, 2014 年 6 月

200. 鎌田瑞翔、大坂利文、常田聡、腸内細菌代謝産物を介した大腸上皮細胞の炎症応答抑制機構の探

索、第 18 回腸内細菌学会、東京、2014 年 6 月

201. 大坂利文、謝鎮宇、森山恵里、伊達康博、菊地淳、常田聡、腸内細菌による腸管上皮バリア機能

の強化・修復、第 18 回腸内細菌学会、東京、2014 年 6 月
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202. ＊T. Osaka, S. Tsuneda, The physiological importance of commensal Enterobacteriaceae populations in the

gut homeostasis, 第 88 回日本細菌学会総会、岐阜、2015 年 3 月
203. X. Zhang, T. Osaka, S. Tsuneda, The interaction between host and commensal bacteria through the

farnesoid X receptor, 第 88 回日本細菌学会総会、岐阜、2015 年 3 月

204. 土肥多惠子. 絶食・再摂食における消化管細胞の応答<招待講演> 第 9 回レドックス・ライフイ

ノベーションシンポジウム.横浜 2015 年 3 月
205. T. Sezaki, Y. Hirata, Y.I, Kawamura, T. Dohi, Intestinal mucosal injury induced by anti-cancer agents is

mediated by TWEAK/Fn14 and IL-13. 第 43 回日本免疫学会総会, 京都, 2014 年 12 月

(他 12 演題)

<精神・神経疾患研究班>
206. H. Mizuno, W. Luo, E. Tarusaw, Y. M. Saito, T. Sato, Y. Yoshimura, S. Itohara, T. Iwasato,

NMDAR-Regulated dynamics of Layer 4 neuronal dendrites during thalamocortiocal reorganization in

neonates, 9th FENS Forum of Neuroscience, Milan, 2014 年 7 月

207. 岩田亮平、水野 秀信, 糸原重美、岩里 琢治、発達期の RacGAP α2 キメリンによる成体の樹状突

起スパイン形態および認知機能の調節, 第 37 回 日本神経科学大会, 横浜、2014 年 9 月
208. K. Yasuda, Y. Hayashi, M. Tanaka, S. Itohara, A novel schizophrenia mouse model with NMDA receptor

hypofunction in intralaminar thalamic cells, 第 37 回 日本神経科学大会, 横浜、2014 年 9 月
209. P. Prosselkov, H. Goto, D. Polygalov, Q. Zhang, T.J. McHugh, S. Itohara, Top-down vs bottom-up

information flows complementation by mice Ntng gene paralogs. Potential role of DNA 5-methylcytosine

activity-driven modulation., 第 37 回 日本神経科学大会, 横浜、2014 年 9 月
210. V.N. Samios, T. Inoue, Electrophysiological properties of thalamic relay cells are prone to neuro-immune

modulation by Interleukin-1β, interleukin-6 and tumor necrosis factor-α, Neuroscience 2014 (Annual 
Meeting of Society for Neuroscience), Washington, DC, November 15-19 (2014)

211. 小高 陽樹, 沼川 忠広, 安達 直樹, 大島 淑子, 中島 進吾, 片沼 佑介, 井上 貴文, 功刀 浩, 培養

大脳皮質ニューロンに対するカベルゴリン（ドーパミン D2 受容体アゴニスト）の神経保護効果

の解析, 第 57 回日本神経化学会大会, 奈良, 9 月 29 日-10 月 1 日 (2014)

212. 片沼 佑介, 沼川 忠広, 安達 直樹, 山本 宣子, 大島 淑子, 小高 陽樹, 井上 貴文, 功刀 浩, フェ

ンサイクリジン短期曝露は大脳皮質ニューロンの BDNF mRNA 発現を急速に低下させる, 第 37

回日本神経科学大会, 横浜, 9 月 11-13 日 (2014)
213. Hideki Nakamura, Takafumi Inoue, FRAP analysis with boundary value updating is a robust method of

diffusion kinetics quantification, 58th Annual Meeting of Biophysical Society, San Francisco, February
15-19 (2014)

214. Nagai J, Kitamura Y, Owada K, Goshima Y, Ohshima T, Genetic modifications of Crmp enhance axonal
regrowth after spinal cord injury by reducing cytoskeletal destabilization and inflammatory responses,
Neuroscience2014, Washington D.C, USA, 2014/11/18

215. 戸羽 純也、吉井 あや、桑原 悠紀、石関 誠人、井上 貴文、大島 登志男、Analysis of cerebellar

function in Alzheimerʹs disease model mouse、第 37 回 日本分子生物学会年会、横浜、日本、2014 年

11 月

216. 吉井 あや、戸羽 純也、桑原 悠紀、大島 登志男、Analysis of cerebellar lesion in Alzheimer model

mouse and effect of Pioglitazone on pathology of cerebellum、第 37 回 日本分子生物学会年会、横浜、

日本、2014 年 11 月

217. 綿村 直人、戸羽 純也、吉井 あや、大島 登志男、Co-localization of phosphorylated forms of WAVE1,
CRMP2 and Tau in triple Tg mice: Involvement of Cdk5 phosphorylation and the effect of ATRA

treatment、第 37 回 日本分子生物学会年会、横浜、日本、2014 年 11 月
218. Okamoto H. The habenulo-raphe serotonergic circuit encodes an aversive expectation value essential for

adaptive active avoidance of danger. The 3rd Imaging Structure & Function in the Zebrafish Brain
Symposium, Paris, France, 2014.12.

219. 岡本仁. 情動の神経回路. 国際高等研究所 研究プロジェクト「精神発達障害から考察する

decision making の分子的基盤」2014 年度第 1 回研究会, 木津川， 2015 年 1 月.
220. Okamoto H. Control of social aggression by the habenula. 6th Strategic Conference of Zebrafish

Investigators, Pacific Grove, USA, 2015/01/20.
221. Okamoto H. Evolutionarily conserved role of the habenula in control of fear and self-conficence in

aggression. UCSF Neuroscience Seminar, San Francisco， USA, 2015.01.

222. 石井裕之，杉田光，石青，田中克明，黒岩大典，岡本侑也，岡林誠士，菅原雄介，高西淳夫，小

型移動ロボットとの遊びを通したラットの鬱状態の改善，第 32 回日本ロボット学会学術講演会，

福岡，2014 年 9 月

223. 岡本侑也，石井裕之，黒岩大典，石青，杉田光，エリック・モサー，田中克明，岡林誠士，菅原
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雄介，高西淳夫，ワイヤレス給電システムを用いた自律移動型 屋外作業用ロボットへのエネルギ

供給システムの構築，第 32 回日本ロボット学会学術講演会，福岡，2014 年 9 月

224. 黒岩大典，石井裕之，岡本侑也，石青，杉田光，エリック・モサー，田中克明，岡林誠士，菅原

雄介，高西淳夫，自律移動型環境モニタリングロボットの開発 第 2 報:自重を利用して障害物

を排除しつつ前進する外装の設計，第 32 回日本ロボット学会学術講演会，福岡，2014 年 9 月

225. 田中克明，エリック・モサー，石井裕之，岡本侑也，黒岩大典，杉田光，石青，岡林誠士，菅原

雄介，高西淳夫，自律移動型環境モニタリングロボットの開発 第 3 報:安価なセンサの組み合わ

せによる自律走行制御アルゴリズムの構築，第 32 回日本ロボット学会学術講演会，福岡，2014

年 9 月
226. K. Tsutsui, S. Haraguchi and H. Vaudry, Acute stress increases the synthesis of 7-hydroxypregnenolone, a

new key neurosteroid regulating locomotor activity, through corticosterone action in newts, The 8th
International Symposium on Amphibian and Reptilian Endocrinology and Neurobiology, National Institute

for Basic Biology, Okazaki, 2014 年 11 月
227. K. Tsutsui, Biosynthesis and biological action of pineal allopregnanolone in birds, The 26th International

Ornithological Congress, 招待講演, 東京, 2014 年 8 月
228. K. Tsutsui, Evolution of GnIH structures and functions in chordates, The 8th International Congress of

Neuroendocrinology, 招待講演, Sydney, Australia, 2014 年 8 月
229. K. Tsutsui, Jean Luc do Rego and H. Vaudry, CRH stimulates neurosteroid biosynthesis in the frog brain:

Possible implication in the control of the stress response. The 27th Conference of European Comparative

Endocrinologists, Rennes, France, 2014 年 8 月

(他 39 演題)

【2013 年度】

<癌研究班>

230. 三井広大、前田俊徳、山口千秋、辻悠佑、久保葉子、岡野恵子、岡野俊行 ニワトリクリプトク

ロム４の光反応特性の解析、日本生物物理学会第 51 回年会、京都国際会館、2013 年 10 月
231. H. Mitsui, T. Maeda, Y. Tsuji, R. Watari, Y. Kubo, K. Okano and T. Okano, Expression in yeast,

immunoaffinity purification, blue light-dependent chromophore reduction, and in vitro structural change of
chicken Cryptochrome4. The 6th Asia and Oceania Conference on Photobiology, Sydney Australia,
November 2013

232. S. Ozawa, K. Okano, T. Miyadai, A. Takemura and T. Okano A fish cell line Fugu Eye retains intrinsically
photosensitive circadian clock, The 6th Asia and Oceania Conference on Photobiology, Sydney Australia,
November 2013

233. 岡野俊行 青色光による遺伝子発現の制御と青色光受容分子の解析 分子研研究会『ロドプシン

研究の故きを温ねて新しきを知る』 岡崎コンファレンスセンター、2013 年 11 月
234. H. Kurumizaka, Homologous recombination reaction in higher ordered chromatin, The 3rd International

conference New Frontier of the Research on RecA-family recombinases and their accessory proteins,

France 2013 年 10 月

235. H. Kurumizaka, Structural basis for chromatin dynamics, 第 2 回 クロマチン動態数理研究拠点 国

際シンポジウム, Japan, 2014 年 3 月

236. 胡桃坂仁志、 クロマチン機能発現の基盤としてのヌクレオソーム構造多様性、第 36 回日本分子

生物学会年会、神戸、2013 年 12 月

237. 伊原辰哉、石川公輔、仙波憲太郎、 発現制御可能な遺伝子改変マウス乳腺組織の作製、日本分

子生物学会年会、神戸、2013 年 12 月 4 日

238. 三上紘史、石川公輔、仙波憲太郎、幹細胞化を利用したマウス乳腺への簡便なトランスジーン技

術の確立、日本分子生物学会年会、神戸、2013 年 12 月 4 日

239. 須田啓、土井綾乃、柴田奈緒、藤元次郎、伊藤恵美、今井順一、渡辺慎哉、仙波憲太郎、Screening

for novel genes associated with the breast cancer using 3D Matrigel culture system、日本癌学会学術総

会、横浜、2013 年 10 月 3 日
240. N. Takeda, A. Urata, T. Inoue, H. Nakamura, Differentiation of Astrocyte Induced Just by Culturing on the

Star-Like Shaped Nano Pattern, Neuro 2013, Kyoto, 2013 年 6 月
241. H. Oku, Y. Nakamura, R. Sekine, J. Ito, D.H. Yoon, T. Sekiguchi, S. Shoji, N. Takeda, Controllable

Three-Dimensional Sheath Flow Microfluidic Device Focusing Cells in Central Axis of the Hydrogel Fiber
for Tissue Engineering Applications, Tsukuba International Conference on Materials Science, Tsukuba,

2013 年 8 月
242. *N. Takeda, A. Tsubokura, Y. Kawagishi, Differentiation of Mesenchymal Stem Cell on Nano Pattern

Fabricated on the Mask Material for Electron Beam Lithography, International Conference on
BioElectronics, BioSensors, BioMedical Devices, BioMEMS/NEMS and Applications 2013 & 5th Sensing
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Biology Symposium, Tokyo, 2013 年 10 月
243. H. Oku, Y. Nakamura, R. Sekine, J. Ito, D.H. Yoon, T. Sekiguchi, S. Shoji, N. Takeda, Controllable

Three-Dimensional Sheath Flow Microfluidic Device Focusing and Embedding Cells in Center of Double
Layered Hydrogel Fiber for Tissue Engineering Applications, International Conference on BioElectronics,
BioSensors, BioMedical Devices, BioMEMS/NEMS and Applications 2013 & 5th Sensing Biology

Symposium, Tokyo, 2013 年 10 月

244. 菅村 百合子, 佐伯 達也, 細川 正人, 田中 祐圭, 林 泰圭, 原田 学, 松永 是, 田中 剛, 二次元フ

ォトセンサを利用した広視野細胞蛍光イメージングシステムの開発, 電気化学会第 81 回大会,

大阪, 2014 年 3 月

245. 根岸 諒, 細川 正人, 中村 清太, 吉野 知子, 上原 寿茂, 田中 剛, 松永 是, Microcavity array を

用いた血中循環腫瘍細胞自動回収装置の開発、第 65 回日本生物工学会大会,広島, 2013 年 9 月
246. Kyoko Osada, Masahito Hosokawa, Tomoko Yoshino and Tsuyoshi Tanaka, “Time-lapse analysis of

oleaginous diatomFistuliferasp. Strain JPCC DA0580 during the triglyceride accumulation using
single-cell patterning” 10th International Marine Biotechnology Conference, Brisbane, November, 2013

247. Ryo Negishi, Masahito Hosokawa, Takayuki Yoshikawa, Yasuhiro Koh, Hirotsugu Kenmotsu, Tateaki
Naito, Toshiaki Takahashi, Nobuyuki Yamamoto, Yoshihito Kikuhara, Hisashige Kanbara, Tsuyoshi
Tanaka, Ken Yamaguchi, Tadashi Matsunaga and Tomoko Yoshino, “MICROCAVITY ARRAY SYSTEM
FOR SIZE-BASED ENRICHMENT OF CIRCULATING TUMOR CELLS FROM SMALL CELL LUNG
CANCER PATIENTS” Frontiers of Single Cell Analysis, Stanford, September, 2013

248. Yokoyama S, Watanabe K, Hirata M, Matsumoto C, Maruyama T, Miyaura C, Inada M, PGE2 receptor
EP4 regulates breast cancer metastasis and bone resorption through osteoblastic RANKL production.

ASBMR 2013 Annual Meeting, Baltimore Convention Center in Baltimore, Maryland, USA. 2013 年 10 月

4 日
249. Watanabe K, Yokoyama S, Matsumoto C, Hirata M, Inada M, Miyaura C, Bone metastatic melanoma

promotes angiogenesis with the production of prostaglandin E2 by host stromal cells. ASBMR 2013

Annual Meeting, Baltimore Convention Center in Baltimore, Maryland, USA. 2013 年 10 月 7 日

250. 阿波連功,横山智史,宮浦千里,稲田全規、癌細胞の栄養飢餓とオートファジーの関連、第 86 回日本

生化学会大会、横浜（パシフィコ横浜）、2013 年 9 月 12 日

251. 渡邊健太、横山智史、松本千穂、平田美智子、宮浦千里、稲田全規、Bone malignant melanoma induces

angiogenesis with the production of prostaglandin E2 by host stromal cells.（Young Investigator）/国際骨

代謝学会（IBMS）・日本骨代謝学会（JSBMR）第 2 回合同国際会議、神戸（神戸コンベンション

センター・神戸ポートピアホテル）、2013 年 5 月 31 日

(他 61 演題)

<生活習慣病（代謝・心血管疾患）研究班>
252. Y. Tanizaki, K. Yasukawa, T. Otani, Y. Mochizuki , K. Takeshima, T. Kato. Autologous transplantation of

thrombopoietin derivedHepatic hematopoietic progenitor cells in Xenopus laevis. Poster 2453,
Session:504. Hematopoiesis: Cytokines, Signal Transduction, Apoptosis and Cell Cycle Regulation, 55th
Annual Meeting of the American Society of Hematology, Ernest N. Morial Convention Center, New
Orleans, U.S.A., Dec 8, 2013.

253. Takashi Kato. Explorations of environmental responses of erythropoiesis and iron homeostasis．

Symposium 6 （SY6-5）; Iron, Heme and Inflammation，座長：高後裕，小松則夫．第 75 回日本血液

学会学術集会，札幌（さっぽろ芸文館），2013 年 10 月 12 日 （招聘）

254. 加藤尚志、吉岡祐亮、小坂展慶、落谷孝広．赤血球系細胞特異的発現分子の探索から見出した新

たな鉄代謝制御系． 第 37 回鉄バイオサイエンス学会学術集会シンポジウム，東京：JA 共済ビル

カンファレンスホール，2013 年 9 月 7 日 （招聘）
255. S. Maekawa, A. Hirano, Y. Uchida, S. Konno, S. Hosokawa, T. Kato. Differentiation of nucleated

erythrocytes using GATA1 reporter Medaka fish. P1012, Exp. Hematol. 41(8) suppl 1, S25, 42nd Annual
Scientific Meeting of the ISEH – Society for Hematology and Stem Cells, The Imperial Riding School
Renaissance Hotel, Vienna, Austria, Aug. 23, 2013

256. 合田亘人、低酸素応答システムによる代謝制御、第 50 回日本臨床分子医学会、東京、2013 年 4

月 シンポジウム

257. 合田亘人、低酸素応答性転写制御因子 HIF-1 を介した非アルコール性脂肪肝抑制機構の解明、第

49 回日本肝臓学会、東京、2013 年 6 月

258. 合田 亘人、新井 理智、加藤 祐樹、低酸素応答システムを介した非アルコール性脂肪性肝疾

患の発症制御機構、第 86 回日本生化学会大会、横浜、2013 年 9 月

259. 新井理智、加藤祐樹、合田亘人、非アルコール性脂肪性肝障害の発症機構における低酸素応答の

病態生理学的意義の解明、第 36 回分子生物学会年会、神戸、2013 年 12 月

260. 柴田重信「摂食・睡眠と体内時計」、睡眠・生体リズムとエネルギー代謝に関わる最新の基礎研究、
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シンポジウム、第３８回日本睡眠学会定期学術集会、秋田市、2013 年６月２７－２８日。

261. 柴田重信「時間栄養学―免疫・炎症から代謝障害までー」日本免疫食品学会、第９回学術大会、

東京、2013 年１０月１７日―１８日

262. 柴田重信「時間栄養学に基づく生活習慣病予防」、日本体質医学会、久留米市、2013 年１０月５

－６日

263. 柴田重信「時間栄養学とは何か」、35 回日本臨床栄養学会総会、34 回日本臨床栄養協会総会、第

１１回大連合大会、京都、2013 年１０月４－６日

264. M. Takahashi, T. Mori, N. Midorikawa, T. Shibata, K. Kuroda, S. Chow, M. Ueda, H. Takeyama、Screening
for exolytic alginate lyase genes of bacteria isolated from marine environmental samples IMBC 2013

Brisbane、Australia、2013

265. T. Mori, MC. Wilson, R. Miyaoka, M. Ando, H. Hamaguchi, S. Matsunaga, J. Piel, H. Takeyama、Defining

the producers of marine natural compounds in marine sponges using the single-cell analytical approach、

IMBC 2013 Brisbane、Australia、2013

266. M. Hosokawa, Y. Hoshino, T. Hirose, DH. Yoon, T. Mori, T. Sekiguchi, S. Shoji, H. Takeyama、
Development of Droplet-Based Single-Cell Analysis System for Enzyme Screening from Metagenome

Library、The 7th International Workshop on Approaches to Single-Cell Analysis、Stanford University、

USA、2013

267. R. Miyaoka, M. Ando, T. Mori, H. Hamaguchi, H. Takeyama、In vivo detection of amphotericin B

produced by Streptomyces nodosus using Raman microspectroscopy、The 7th International Workshop on

Approaches to Single-Cell Analysis、Stanford University、USA、2013

268. 南沢享、白石亮、石渡遼、松崎典弥、岩崎清隆、横山詩子、明石満, ティッシュエンジニアリング

による三次元心血管組織の構築. 新学術領域「統合的多階層生体機能学領域の確立とその応用」

第六回領域全体会議・研究報告会. 沖縄科学技術大学院大学メインキャンパス, 沖縄. 2013.
1.16-17, 2013.

269. 南沢享、横山詩子、青木浩樹、中邨智之、石川義弘, Prostaglandin Eシグナルによるlysyl oxidase分

解亢進が動脈管弾性線維の形成不良を引き起こす. 生理学研究所研究会「心血管膜輸送分子の構

造・機能・病態の統合的研究戦略」岡崎、生理学研究所１階大会議室. 2013. 11.27-28.

270. S. Minamisawa (シンポジスト), U. Yokoyaman, Y. Ishikawa, cAMP medication for cardiovascular
diseases. The 90th Annual Meeting of the Physiological Society of Japan (2013.3.27-29, Tokyo)[J Physiol
Sci: 63 (suppl 1), S34, 2013].

271. 南沢 享. In vitro 系心機能評価. 日本安全性薬理研究会第５回学術年会、東京、東京大学弥生講堂、

2014 年 2 月 14 日.

(他 81 演題)

<炎症・アレルギー疾患研究班>
272. H. Sako & K. Suzuki, Genome-wide translational analysis discovered the unique translational regulation

independent of mRNA levels in the early inflammatory response of macrophages, GTC Cytokines &

Inflammation, San Diego, U.S.A., 2014 年 1 月
273. H. Sako & K. Suzuki, Genome-wide translational analysis reveals the impact of global translational

dynamics in the early inflammatory response in macrophages, EMBO workshop Complex Systems in

Immunology, Biopolis, Singapore, 2013 年 12 月
274. H. Sako & K. Suzuki, Genome-wide translational profiling of the inflammatory response of macrophage to

LPS, 12th Symposium of the International Society of Exercise and Immunology, Newcastle, Australia,
2013 年 9 月

275. 田中あかね，松田浩珍，水の高度と石鹸の関係，第９回大阪スキンケア研究会，2013 年 12 月

276. 張孝善，松田浩珍，田中あかね，アトピー性皮膚炎治療における皮膚 pH 調節の重要性，第１５

６回日本獣医学会学術集会，2013 年 9 月

277. 張孝善，松田浩珍，田中あかね，Influence of the potential hydrogen on skin barrier function and immune

responses in NC/Tnd mice, a model for human AD. EAACI-WAO Congress 2013, Milan, 2013 年 6 月

278. 安キンネ，松田浩珍，田中あかね， Diekol, a phlorotannin of Ecklonia cava suppresses spontaneous
dermatitis in NC/Tnd mice, a model for human atopic dermatitis. EAACI-WAO Congress 2013, Milan,

2013 年 6 月

279. 大坂利文、松浦諒、常田聡、腸内細菌代謝産物を介した大腸上皮細胞の炎症応答抑制、第 17 回腸

内細菌学会、東京、2013 年 6 月

280. 大坂利文、謝鎮宇、森山恵里、伊達康博、菊地淳、常田聡、腸管上皮バリア機能の強化・修復を

担う腸内細菌の探索、第 19 回 Hindgut Club Japan シンポジウム、東京、2013 年 12 月

281. 謝鎮宇、大坂利文、常田聡、The Regulation of the Intestinal Epithelial Tight Junction Protein by
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Bifidobacterium bifidum、第 42 回日本免疫学会学術集会、幕張、2013 年 12 月
282. T. Osaka, I. Haruta, N. Matsushima, T. Higuchi, N. Yanagisawa, H. Ueshiba, E. Hashimoto, S. Tsuneda, J.

Yagi, The Role of Gut Microbiota in the Progression of Non-Alcohol Fatty Liver Disease, 第 42 回日本免

疫学会学術集会、幕張、2013 年 12 月
283. T. Otsubo, Y.I. Kawamura, T. Dohi, Cell type-specific, genome-wide epigenetic analysis for lamina propria

cells isolated from the colon with ulcerative colitis. 第 42 回日本免疫学会学術集会. 千葉 2013 年 12

月

284. 土肥多惠子, <招待講演>消化管炎症の重症化・慢性化機構を担う因子. 第 50 回日本消化器免疫学

会ランチョンセミナー, 東京, 2013 年 8 月 1 日
285. T. Dohi, Y.I. Kawamura, R. Kawashima, A. Son, T. Oshio, P. Wu, L.C. Burkly, TWEAK/Fn14 pathway

promotes chronic colitis and fibrosis mediated by IL-13-TSLP axis, Immunology2013, Honolulu. 2013,
May

(他 13 演題)

<精神・神経疾患研究班>
286. S. Itohara, Molecular evolution and function of trans-synaptic netrin-Gs/NGLs, Korean Society for

Biochemistry and Molecular Biology, Seoul, 2013 年 5 月
287. Q. Zhang, C. Sano, A. Masuda, H. Goto, R. Ando, K. Yaguchi, S. Akiyoshi-Nishimura, S. Itohara,

NetrinG1 is required for normal fear learning and memory in different neural circuit of adult animal,

Gordon Research Conference, Easton, 2013 年 7 月
288. S. Kuroki, H. Tutsui, T. Michikawa, M. Iwama, A. Miyawaki, S. Itohara, Cell-type selective wide-field

calcium imaging combined with yellow cameleon 2.60 transgenic mice and macromicroscopy, SFN2013,

San Diego, 2013 年 11 月
289. Y. Kobayashi, A. Oba-Asaka, N. Kogo, H. Kawasaki, S. Itohara, Involvement of the medial

habenula-interpeduncular nucleus pathway in adaptation and social memory. SFN2013, SanDiego, 2013 年

11 月
290. Masaru Ishibashi, Iryna Gumenchuk, Takafumi Inoue, Christopher S. Leonard, The orexin-enhanced

afterhyperpolarization (oeAHP) in serotonergic dorsal raphe (DR) neurons is produced by activation of
either OX1 or OX2 receptors, does not require PKC signaling and slows the firing rate produced by the
orexin-mediated depolarization (omD), 43rd Annual Meeting of the Society of Neuroscience, San Diego,
November 9-13 (2013)

291. 石関 誠人, Xiaojuan He, 三田 直輝, 阿部 学, 山崎 真弥, 崎村 健司, 御子柴 克彦, 井上 貴文,

大島 登志男, 小脳機能とシナプス可塑性における Cdk5/p35 の役割, 第 36 回日本神経科学大会、

第 56 回日本神経化学会大会、第 23 回日本神経回路学会大会合同大会, 京都, 6 月 20-23 日 (2013)

292. 小高 陽樹, 沼川 忠広, 安達 直樹, 大島 淑子, 井上 貴文, 功刀 浩, ドーパミン D2 受容体アゴニ

ストであるカベルゴリンの発揮する神経保護作用, 第 36 回日本神経科学大会、第 56 回日本神経

化学会大会、第 23 回日本神経回路学会大会合同大会, 京都, 6 月 20-23 日 (2013)

293. 片沼 佑介, 沼川 忠広, 安達 直樹, 井上 貴文, 功刀 浩, ラット培養大脳皮質ニューロンにおけ

る BDNF mRNA 発現へのフェンサイクリジンの影響, 第 36 回日本神経科学大会、第 56 回日本神

経化学会大会、第 23 回日本神経回路学会大会合同大会, 京都, 6 月 20-23 日 (2013)

294. 浜田 隆介，高橋 悟，Ashok Kulkarni, 大島 登志男 Cdk5 コンディショナルノックアウトマウスを

用いた神経変性の治療 Neuro2013、京都、2013 年 6 月

295. 三柴智英、三田直輝、笹本宏大、糸原重美、大島 登志男、Cdk5/p35 は空間学習・記憶に必須で

ある Neuro2013、京都、2013 年 6 月

296. 三田直輝、Xiaojuan He、大島登志男 Cdk5 によるマウス皮質ニューロンにおけるスパイン密度の

制御 Neuro2013、京都、2013 年 6 月
297. Nagai J, Kitamura Y, Yamashita N, Takei K, Goshima Y, Ohshima, The role of CRMP in axonal regrowth

after spinal cord injury, Neuroscience 2013, San Diego, USA, 2013/11/11
298. Okamoto H. The habenula acts as the switchboard in fear response and aggression. Zhejiang University

Neuroscience Mini-symposium, Hangzhou, China, 2013.10.
299. Okamoto H. The optogenetic manipulation of the ventral habenula in zebrafish reveals its roles in the

assignment of the negative prediction value to the aversive cue in the active avoidance learning. 6th Asia
Oceania Zebrafish Meeting，Hong Kong, China， 2014.01.

300. 岡本仁. The habenula acts as the switchboard in fear response and aggression. International Workshop on

Animal Instinctive and Intelligent Behaviors， 札幌， 2014 年 2 月.

301. 岡本仁. 手綱核による情動制御. ストレス応答制御に基づく次世代型健康寿命科学の研究拠点形

成 第二回報告会，東京，2014 年 3 月.
302. C. Wang, Noh, M. Tokumoto, T. Chihara, Y. Matsuoka, H. Ishii, S. Sessa, M. Zecca, A. Takanishi,

Development of a Human-like Neurologic Model toSimulate the Influences of Diseases for Neurologic
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Examination Training, IEEE 2013 International Conference on Robotics and Automations, German,
2013.05

303. A. S. B. Mustafa, T. Ishii, Y. Matsunaga, R. Nakadate, H. Ishii, K. Ogawa, A. Saito, M. Sugawara, K. Niki,
A. Takanishi, Human Abdomen Recognition Using Camera and Force Sensor in Medical Robot System for
Automatic Ultrasound Scan, 35th Annual International Conference of the IEEE Engineering in Medicine
and Biology Society (EMBC’13), Osaka, Japan, 2013.7

304. 新堀亜衣，追塩拓也，王春宝，ノヨハン，三浦祐作，千原照永，松岡優典，松永健太郎，石井裕

之，庄司聡，中江悠介，松岡紀之，高西淳夫，"全身型患者シミュレータに関する研究-患者シミ

ュレータのための自然な眼球動作が可能な頭部モデルの開発-"，第 31 回日本ロボット学会学術講

演会，東京，2013 年 9 月

305. 三浦祐作，徳永光宏，王春宝，ノヨハン，セッササルバトーレ，千原照永，松岡優典，松永健太

郎，石井裕之，庄司聡，松岡紀之，中江悠介，高西淳夫，"全身型患者シミュレータに関する研究

-神経疾患を再現する肘関節ロボット-"，第 31 回日本ロボット学会学術講演会，東京，2013 年 9

月
306. K. Tsutsui, Presidential Lecture: Progress in Comparative Endocrinology by Discovering Novel

Neuropeptides and Neurosteroids, The 7th Intercongress Symposium of the Asia and Oceania Society for

Comparative Endocrinology, , Keelung, Taiwan, 2014 年 3 月
307. K. Tsutsui, Gonadotropin-inhibitory hormone (GnIH), a new key neurohormone regulating reproduction:

Discovery, progress and perspective, The International Conference on Comparative Endocrinology and

Physiology (ICCEP-2013), 招待講演, Nagpur, India, 2013 年 10 月
308. K. Tsutsui, Plenary Lecture (Bargmann-Scharrer Lecture), Breakthrough in neuroendocrinology by

discovering novel neuropeptides and neurosteroids, The 17th International Congress of Comparative

Endocrinology (17th ICCE), 招待講演, Barcelona, Spain, 2013 年 7 月
309. K. Tsutsui, Bargmann-Scharrer Award Lecture: Breakthrough in neuroendocrinology by discovering novel

neuropeptides and neurosteroids. The 17th International Congress of Comparative Endocrinology (ICCE),
Barcelona, Spain, 2013 年 7 月

(他 83 演題)

【2012 年度】

<癌研究班>

310. 岡野俊行、渡隆爾、山口千秋、前場航、岡野恵子 ニワトリ網膜における Cryptochrome4 の局在

と光依存的構造、日本動物学会第 83 回大会、大阪大学、2012 年９月
311. T. Okano, R. Watari, C. Yamaguchi, W. Zemba, Y. Kubo and K Okano Are retinal cryptochrome s

non-opsin photoreceptor? Light-dependent structural change of chicken cryptochrome4 in the retina. 15th
International Conference on Retinal Proteins, Monte Verita, Ascona, Switzerland, October 2012

312. R. Sakata, K. Okano, Y. Kubo, S. Tamotsu, A. Takemura, T. Miwa, H. Yamamoto and T. Okano Molecular
analysis of rhodopsins in snailfishes inhabiting different deep-sea environments. 15th International
Conference on Retinal Proteins, Monte Verita, Ascona, Switzerland, October 2012

313. 岡野俊行「生物はどのようにして、時刻・季節・方位を知るのか？」EWE 三月会 10 月例会、日

比谷市政会館、2012 年 10 月

314. H. Kurumizaka, Nucleosome structures during transcription and DNA repair, The 8th 3R Symposium、

Japan, 2012 年 11 月
315. H. Kurumizaka, Structural basis for the functional versatility of human nucleosomes containing histone

variants, Telluride Workshop on Chromatin Structure and Dynamics、2012 年 8 月
316. Nao Shibata, Ayano Doi, Jiro Fujimoto, Tohru Ohtake, Emi Ito, Naoki Sawada, Jun-ichi Imai, Satoshi

Waguri, Shinya Watanabe, Kentaro Semba, Establishment of collagen gel 3D culture as a screening system

for novel breast cancer oncogenes involved in invasion, 日本癌学会学術総会、札幌、2012 年 9 月 19

日
317. Yukiko Kato, Makoto Saito, Jiro Fujimoto, Tohru Ohtake, Emi Ito, Naoki Sawada, Jun-ichi Imai, Satoshi

Waguri, Shinya Watanabe, Kentaro Semba, Identification of a novel transforming gene encoding an E3

ubiquitin ligase-like protein、日本癌学会学術総会、札幌、2012 年 9 月 19 日
318. Ayano Doi, Nao Shibata, Jiro Fujimoto, Tohru Ohtake, Emi Ito, Naoki Sawada, Jun-ichi Imai, Satoshi

Waguri, Shinya Watanabe, Kentaro Semba, Oncogenic function of retinoic acid receptor alpha (RARA) as

an epithelial-mesenchymal transition (EMT)-inducing factor、日本癌学会学術総会、札幌、2012 年 9 月

19 日
319. A. Tsubokura, Y. Kawagishi, A. Urata, N. Takeda, Differentiation of Mesenchymal Stem Cells with

Culturing on the Nano-Structured Biointerfaces Fabricated by Electron Beam Lithography, International

Association of Colloid and Interface Scientists Conference 2012, Sendai, 2012 年 5 月
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320. *S. Aoki, K. Tamura, N. Takeda, Guiding Directional Migration by the Micropatterned Surface and Its
Effect on the Proliferation/Differentiation Behaviors of Mesenchymal Stem Cell, International Association

of Colloid and Interface Scientists Conference 2012, Sendai, 2012 年 5 月
321. N. Takeda, Y. Kawagishi, A. Tsubokura, A. Urata, Initiating Differentiation of Stem Cell into Neural Cell

on the Nano Grooved Single Line Pattern Fabricated by Electron Beam Lithography, Neuroscience 2012,

New Orleans, USA, 2012 年 10 月
322. A. Tsubokura, Y. Kawagishi, N. Takeda, Differentiation of Mesenchymal Stem Cell on the Single Line

Pattern in Nano-Size Fabricated on the Electron Beam Reactive Mask Material, 2nd International

Conference on Biomaterials Science, Tsukuba, 2013 年 3 月

323. 渡邊健太,横山智史,松本千穂,平田美智子,宮浦千里,稲田全規、前立腺癌の浸潤と骨破壊におけるマ

トリックスプロテアーゼ（MMPs）の関与 第 85 回日本生化学会、福岡（福岡国際会議場・マリ

ンメッセ福岡）、2012 年 12 月 15 日
324. Yokoyama S, Watanabe K, Hirata M, Matsumoto C, Maruyama T, Miyaura C, Inada M. PGE2 Regulates

Breast Cancer Proliferation and Osteoblastic RANKL Production in a Part of Bone Metastasis through its
Receptor Subtype of EP4. American Society For Bone and Mineral Research 2012, Minneapolis,

Minnesota, USA, 2012 年 10 月 12 日～15 日
325. Watanabe K, Yokoyama S, Matsumoto C, Hirata M, Miyaura C, Inada M:. Angiogenesis with Bone

Malignant Melanoma Induces Production of Prostaglandin E2 in Host Stromal Cells. American Society For

Bone and Mineral Research 2012, Minneapolis, Minnesota, USA, 2012 年 10 月 12 日～15 日

326. 渡邊健太,横山智史,瀧田守親,竹田博史,稲田全規,宮浦千里、前立腺癌の浸潤と骨破壊におけるマト

リックスメタロプロテアーゼ(MMPs) の関与、第 30 回日本骨代謝学会、東京（京王プラザホテル）、

2012 年 7 月 21 日

(他 58 演題)

<生活習慣病（代謝・心血管疾患）研究班>

327. 加藤尚志．実験血液学研究における可視化技術のニーズ． 第 13 回 Pharmaco-Hematology シンポ

ジウム―血液からの創薬を考える，シンポジウム 2「『眼に見える』分子機能研究へ向けた新展開」，

日本薬学会 生物学系薬学部会，東京：日本薬学会長井記念ホール, 2012 年 6 月 16 日（招聘）

328. 加藤尚志、造血解析モデルにおけるプロテオミクス、基生研研究所 研究会 「モデル生物・非モ

デル生物のプロテオミクスが拓く生物学」，オーガナイザー 上野直人・加藤尚志，基礎生物学研

究所岡崎コンファレンスセンター大会議室，2012 年 5 月 14,15 日（招聘）
329. Y. Tanizaki, M. Ichisugi, M. Meguro, K. Yasukawa. Long-term maintenance of multipotent hematopoietic

cells supported by thrombopoietin alone. 41st Annual Scientific Meeting of ISEH-Society for Hematology
and Stem Cells, Hotel Okura, Amsterdam, Netherlands, 2012.

330. S. Hirose, T. Takayama, S. Nakamura, T. Kato, K. Nagasawa, T. Sameshima, H. Nakauchi, K. Eto .
Potential application of an immortalized erythrocyte-producing cell line derived from human pluripotent
stem cells. 10th Annual Meeting of International Society for Stem Cell Research. Yokohama, Japan. June,
2012.

331. N. Goda, Role of HIF-1 in the regulation of hepatic lipid metabolism, The 33rd NAITO CONFERENCE

ON OXYGEN BIOLOGY: HYPOXIA, OXIDATIVE STRESS AND DISEASES, SAPPORO, 2012 年 6 月

332. 合田亘人、低酸素応答による肝代謝機能制御、第 19 回肝細胞研究会、札幌、2012 年 6 月、招待

講演
333. N. Goda, Hypoxic responses and alcoholic fatty liver, 16th Congress of International Society for

Biomedical Research on Alcoholism, Sapporo, 2012 年 9 月
334. N. Goda, HIF-1 regulates lipid metabolism in the liver, New Frontiers of Metabolism Research in

Biomedical Sciences, Tokyo, 2012 年 9 月

335. 田原優、濱口雄太郎、一杉真央、黒田大暁、原口敦嗣、柴田重信「シフトワークモデルマウスの

様態観察と時間栄養学的治療法の確立（Establishment of Shiftwork Model Mouse and

Chrono-nutirional Approach for the Improvement of Shiftwork Induced Deficits）」、第 35 回日本分子生物

学会年会、福岡（福岡国際会議場）、12 月 13 日、2012 年 oral

336. 柴田重信、横田伸一、中村果愛、青木菜摘「マウス絶食性脂肪肝は AChE 阻害剤により増強する」、

第 127 回日本薬理学会関東部会、東京（東京国際フォーラム）、10 月 20 日、2012 年 oral

337. 柴田重信、『中枢神経系と肥満研究のフォロンティア「時間栄養学と肥満・代謝障害」』、第 33 回

日本肥満学会、京都（ホテルグランヴィア京都）、10 月 11～12 日（10 月 12 日）、2012 年 oral
338. S. Shibata, Role of the Circadian Clock in Immediate- and Delayed-Type Skin Allergic Reaction in Mice,

13th Biennial Meeting Society for Research on biological Rhythms 2012, Destin, Florida, May 19-23, 2012
339. M. Suzuki, T. Mori, K. Terahara, Y. Yokota-Tsunetsugu, H. Takeyama、Development of

Cappillary-Plate-Based Digital PCR System for Analysis of HIV in Single-Cells International Joint
Symposium on Single-Cell Analysis、(The 6th International Workshop on Approaches to Single-Cell
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Analysis & The 8th International Forum on Post-Genome Technologies)、京都、2012

340. Y. Hoshino, T. Hirose, DH. Yoon, T. Mori, T. Sekiguchi, S. Shoji, H. Takeyama、Development of a
high-throughput microfluidic system for screening of single bacterial cells International Joint Symposium

on Single-Cell Analysis 、(The 6th International Workshop on Approaches to Single-Cell Analysis & The

8th International Forum on Post-Genome Technologies)、京都、2012

341. T. Mori, Y. Sawada, S. Matsunaga, J. Piel, H. Takeyama、Defining the producers of marine natural

compounds using the single-cell approach International Joint Symposium on Single-Cell Analysis、 (The
6th International Workshop on Approaches to Single-Cell Analysis & The 8th International Forum on

Post-Genome Technologies)、京都 2012

342. Y. Eijima, K. Yoshida, M. Ando, H. Hamaguchi, H. Takeyama、Raman spectroscopy of E.coli in various

growth states International Joint Symposium on Single-Cell Analysis、(The 6th International Workshop on

Approaches to Single-Cell Analysis & The 8th International Forum on Post-Genome Technologies)、京都、
2012

343. R. Aoki, U. Yokoyama, I. Ichikawa I, S. Minamisawa, Y. Ishikawa, Plasma hypoosmolarity after birth
promotes closure of the ductus arteriosus. Basic Cardiovascular Sciences 2012 Scientific Sessions
(2012.7.23-26, New Orleans, USA)

344. M. Jin, U. Yokoyama, R. Ishiwata, S. Minamisawa, Y. Ishikawa, Oxygenation-induced postnatal

remodeling of the ductus arteriosus. American Heart Association Annual Meeting 2012. Los Angeles, 11月.
[ AHA Scientific Session 2012 :172 :3027]

345. T. Aida, U. Yokoyama, S. Minamisawa, Mechanical Stretch Promotes Elastic fiber Formation in Rat Aortic

Smooth Muscle Cells. The American Society For Cell Biology Annual Meeting. San Francisco, Dec. (ポス

ター)
346. S. Minamisawa, U. Yokoyama, R. Ishiwata, Y. Sugimoto, H. Aoki, T. Nakamura, Y. Ishikawa,

Prostaglandin E2-EP4 Signaling Inhibits Vascular Elastic Fiber Formation in the Rodent Ductus Arteriosus.
2012 the American Society for Cell Biology Annual Meeting. San Francisco, California. December 15-19,
2012. (poster presentation)

(他 80 演題)

<炎症・アレルギー疾患研究班>

347. 松田彬，松田浩珍，田中あかね，金属石鹸がアトピー性皮膚炎自然発症モデル NC/Tnd マウスの

皮膚症状に及ぼす影響，第１５４回日本獣医学会学術集会，2012 年 9 月

348. 張孝善，松田浩珍，田中あかね，アトピー性皮膚炎モデルマウスにおける皮膚 pH と皮膚バリア

損傷の関連性，第１５４回日本獣医学会学術集会，2012 年 9 月

349. 田中あかね，松田彬，松田浩珍. Topical application of metallic soap on the skin induces Th2-type
immune responses in a model for human atopic dermatitis, NC/Tnd mice. European Academy of Allergy

and Clinical Immunology, Geneva, 2012 年 6 月

350. 張孝善，松田浩珍，田中あかね，A study on impaired-skin barrier functions in NC/Tndmice, a model for

human atopic dermatitis. European Academy of Allergy and Clinical Immunology, Vienna, 2012 年 6 月

351. 松浦諒、大坂利文、常田聡、大腸上皮細胞を用いた炎症応答抑制に関わる腸内細菌の探索、第 16

回腸内細菌学会、神戸、2012 年 6 月

352. *大坂利文、早崎淳貴、三木硬介、常田聡、DSS 腸炎マウスの病態形成過程における腸内細菌由来

TLRs 刺激能の動態、第 16 回腸内細菌学会、神戸、2012 年 6 月
353. T. Osaka, J. Hayasaki, K. Miki, S. Tsuneda, Host-microbes Interplay Involved in the Resolution of

Intestinal Inflammation, 14th International Symposium on Microbial Ecology, コペンハーゲン、2012 年

9 月

354. 謝鎮宇、大坂利文、常田聡、Repairing of TNF-α Induced Intestinal Epithelial TJ Dysfunction by 

Bifidobacterium bifidum Isolated from Normal Individual、第 41 回日本免疫学会学術集会、神戸、2012

年 12 月

355. 大坪武史、遠藤高穂、豊田哲郎、大島健志郎、萩原輝記、稲垣匡子、河村裕、小西文雄、矢野秀

朗、齊藤幸夫、服部正平、河村由紀、土肥多惠子、潰瘍性大腸炎粘膜固有層における少数の T 細

胞およびマクロファージ／樹状細胞を用いたエピゲノム解析. 第 85 回日本生化学会大会、福岡.

2012 年 12 月
356. T. Dohi, A. Son, Y.I. Kawamura, K. Inagaki-Ohara, T. Oshio, L.C. Burkly, TWEAK/Fn14 pathway

promotes chronic colitis with Th2-type cytokine responses. 第41回日本免疫学会学術集会 神戸2012

年 12 月

(他 13 演題)

<精神・神経疾患研究班>

357. S. Itohara, Medial habenula-interpeduncular nucleus pathway in inhibitory control、The First Symposium
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of the Institute for Basic Science in 2012、Seoul、2012 年 4 月
358. H. Matsukawa, H. Goto, R. Luján, S. Akiyoshi-Nishimura, Q. Zhang, K. Yaguchi, T. Hashikawa, R.

Shigemoto, S. Itohara, Functional significance of netrin-G1 and netrin-G2 in differential brain circuits:

insight from physiologic and behavioral studies、 IBANGS 2012、Boulder、2012 年 5 月
359. H. Matsukawa, H. Goto, R. Luján, Q. Zhang, S. Akiyoshi-Nishimura, K. Yaguchi, T. Hashikawa, R.

Shigemoto, S. Itohara, Presynaptic netrin-G subtypes differentially control synaptic plasticity and behavior
in mice, SFN 2012, New Orleans

360. S. Kuroki, T. Michikawa, H. Tsutsui, S. Manita, T. Shimozono, M. Murakami, A. Miyawaki, S. Itohara,
Cell-type slective wide-field calcium imaging by combining Yellow Cameleon 2.60 TG mice and

macromicroscopy, SFN 2012, New Orleans, 2012 年 10 月

361. 長谷川 里奈, 田村 泰嗣, 阿部 洋, 常田 聡, 井上 貴文, 神経細胞樹状突起における内在性

mRNA の検出および動態解析, Detection and kinetic analysis of endogenous mRNAs in neuronal

dendrites, 第 35 回日本神経科学大会, 名古屋, 9 月 18-21 日 (2012)
362. Keishi Narita, Shohei Sasamoto, Schuichi Koizumi, Shizuka Okazaki, Hideki Nakamura, Takafumi Inoue,

Sen Takeda, Primary cilia modulate extraciliary TRPV4 in choroid plexus epithelial cells, 第 35 回日本神

経科学大会, 名古屋, 9 月 18-21 日 (2012)
363. Kumazawa A, Mita N, Hirasawa M, Adachi T, Suzuki H, Shafeghat N, Kulkarni AB, Mikoshiba K, Inoue

T, Ohshima T, Cyclin-dependent kinase 5 is required for normal cerebellar development. 第 35 回日本分

子生物学会年会, 福岡, 日本, 2012 年 12 月

364. Nagai J, Kitamura Y, Goshima Y, Ohshima T, 軸索変性・軸索再生におけるCollapsin mediator response

protein 4 の役割, 第 35 回日本分子生物学会年会, 福岡, 日本, 2012 年 12 月

365. 長井淳、笹本宏大、大島登志男、The role of Cdk5 kinase activity in GABAergic interneurons in forebrain

第 6 回 神経発生討論会 和光市、2013 年 3 月
366. Okamoto H. The roles of the habenula in aversive learning and gain of self-confidence in aggressive

behavior. The neurobiology of emotion, Stresa, Italy, 2012.11.
367. Okamoto H. The roles of the habenula in aversive learning and gain of self-confidence in aggressive

behavior. NEUREX workshop "If only descartes had known about the habenula", Strasbourg, France,
2012.11.

368. Okamoto H. The roles of the habenula in aversive learning and gain of self-confidence in aggressive
behavior. Imaging structure and function in the zebrafish brain, London, UK, 2012.12.

369. 岡本仁. The roles of the habenula in aversive learning and gain of self-confidence in aggressive behavior.

国際高等研究所研究プロジェクト「ゲノム工学とイメージングサイエンスに基づく生命システム

研究の新展開」 2012 年度第 1 回研究会， 京都， 2013 年 2 月.
370. Q. Shi, H. Ishii, S. Konno, S. Kinoshita, A. Takanishi, Image Processing and Behavior Planning for

Robot-rat Interaction, 4th IEEE RAS/EMBS International Conference on Biomedical Robotics and
Biomechatronics, Italy, 2012.6

371. H. Ishii, Q. Shi, S. Miyagishima, S. Fumino, S. Konno, S. Okabayashi, N. Iida, H. Kimura, Y. Tahara, S.
Shibata, A. Takanishi, Stress Exposure using Small Mobile Robot both in Immature and Mature Period
Induces Mental Disorder in Rat, 4th IEEE RAS/EMBS International Conference on Biomedical Robotics
and Biomechatronics, Italy, 2012.6

372. 杉田光，今野紳一朗，石青，木下新一，石井裕之，高西淳夫，飯田成敏，木村裕，岡林誠士，小

型移動ロボットを用いたラットの社会性評価のための新たな実験系の構築，日本ロボット学会第

30 回記念学術講演会，札幌，2012 年 9 月

373. 石井裕之，石青，今野紳一朗，木下新一，杉田光，岡林誠士，飯田成敏，木村裕，田原優，柴田

重信，高西淳夫，小型移動ロボットを用いたラットの社会性評価のための新たな実験系の構築，

日本ロボット学会第 30 回記念学術講演会，札幌，2012 年 9 月
374. K. Tsutsui. Biosynthesis, mode of action and functional significance of neurosteroids in the Purkinje cell.

The 15th International Congress on Hormonal Steroids and Hormones & Cancer (ICHSHC), 招待講演,

金沢, 2012 年 11 月
375. K. Tsutsui, Novel mechanisms regulating diurnal and seasonal changes in locomotor activity by

7α-hydroxypregnenolone, a new bioactive neurosteroid, The 27th International Congress of the 
International Society for Chronobiology (Focal theme: “Biological Clocks and Health Issues in the 21st

Century”, 招待講演, Delhi, India, 2012 年 10 月
376. K. Tsutsui, Discovery of gonadotropin-inhibitory hormone (GnIH) and advancement of reproductive

neuroendocrinology, International Symposium on Frontiers in Biologically Active Peptide. The 3rd

Meeting of the Japan Branch of the International Neuropeptide Society (INPS), 招待講演, 北九州, 2012

年 9 月
377. K. Tsutsui, Evolutionary origin of gonadotropin-inhibitory hormone: Insights from lampreys, The 7th
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International Symposium on Fish Endocrinology, 招待講演, Buenos Aires, Argentina, 2012 年 9 月
378. K. Tsutsui, Discovery, progress and prospect of gonadotropin-inhibitory hormone (GnIH), a new key

regulator of reproduction, The 5th BRC-UK International Conference Symposium on Neuroscience, 招待

講演, Jeju, Korea, 2012 年 6 月
379. K. Tsutsui, G.E. Bentley, T. Ubuka, V.S. Chowdhury, G. Bedecarrats, P.J. Sharp, J.C. Wingfield,

Discovery of gonadotropin-inhibitory hormone (GnIH) and advancement of avian neuroendocrinology, The

10th International Symposium on Avian Endocrinology (ISAE2012), 招待講演, 岐阜, 2012 年 6 月

(他 43 演題)

＜研究成果の公開状況＞（上記以外）

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等
※ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。

＜既に実施しているもの＞
 私立大学戦略的基盤形成支援事業ストレス応答制御に基づく次世代型健康寿命科学の研究拠

点形成 第一回 成果報告会、2013/3/16

 私立大学戦略的基盤形成支援事業ストレス応答制御に基づく次世代型健康寿命科学の研究拠

点形成 第二回 成果報告会、2014/3/15

 私立大学戦略的基盤形成支援事業ストレス応答制御に基づく次世代型健康寿命科学の研究拠

点形成 第三回 成果報告会、2015/3/6,7

 私立大学戦略的基盤形成支援事業ストレス応答制御に基づく次世代型健康寿命科学の研究拠

点形成 第四回 成果報告会、2016/3/12

 私立大学戦略的基盤形成支援事業ストレス応答制御に基づく次世代型健康寿命科学の研究拠

点形成 第五回 成果報告会、2016/12/24

 本事業について、ウェブサイト http://www.twins-kiban.sci.waseda.ac.jp で情報公開を行っている。

＜これから実施する予定のもの＞
今後は各研究者が主催するシンポジウムや学会などで本プロジェクトの成果を発表することが

中心となるが、それらの情報を研究者および若手研究者との間で共有することで継続的な研究発展

を目指す。

１４ その他の研究成果等
「１３ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果、企業との連携実績があれば具体的に

記入してください。また、上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには下線及び＊を付してください。
新聞・雑誌掲載、テレビ報道
1. 日刊工業新聞、2017.3.1「理研など、遺伝子治療でマウスの認知機能回復−統合失調症の改善に可能

性」(糸原研究室)
2. 日経産業新聞「日経テレコン 21」2017.3.1「遺伝子治療でマウス成熟個体の統合失調症に類似した

症状が回復-理研など」(糸原研究室)
3. 読売新聞、2015.10.23「レム睡眠切り替え細胞 筑波大・理研チーム発見 記憶への影響解明期待」

(糸原研究室)
4. 毎日新聞、2015.10.23「レム睡眠 学習に効果 筑波大がマウスで発見 脳波強まる」(糸原研究室)
5. Science 誌の Perspetives 欄、2015.11.20「Mapping the birth of the sleep connectome」（Vladyslav V.

Vyazovskiy 博士著）(糸原研究室)
6. 日刊工業新聞、2015.6.19、「探訪先端研究 照明制御プログラム 光環境で体内時計調節」(岡野研

究室)
7. 日刊工業新聞、2015.9.24、「照明の高度化研究活発化「感じ方」、設計過程に」(岡野研究室)
8. 日本経済新聞、2015.1.15、『不眠克服 技術競う 東工大・早大、ベッドや照明』(岡野研究室)
9. 日経産業新聞、2015.1.21、「解剖先端拠点『早大スマート社会技術融合研究機構』」(岡野研究室)
10. The Scientist 誌、2013.5.16「Watching the Brain Remember」(岡本研究室)
11. New Scientist 誌、2013.5.16「New memories filmed in action for first time」(岡本研究室)
12. 日経産業新聞、2013.5.17「逃げるなら「今でしょ」脳、記憶手がかりに判断」(岡本研究室)
13. 日経産業新聞、2014.4.25「今どき脳科学（7）記憶の「検索エンジン」解明」(岡本研究室)
14. 朝日新聞、2016.5.12「勝負を決める神経回路」(岡本研究室)
15. 日刊工業新聞、2015.11.17、論文「Crystal structure of the nucleosome containing ultraviolet light-induced

cyclobutane pyrimidine dimer」の発表に関する記事 (胡桃坂研究室)
16. 化学工業日報、2013.12.17、論文「Structural basis of a nucleosome containing histone H2A.B/H2A.Bbd that
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transiently associates with reorganized chromatin」の発表に関する記事 (胡桃坂研究室)
17. 朝日新聞、2014.1.20、論文「Structural basis of a nucleosome containing histone H2A.B/H2A.Bbd that

transiently associates with reorganized chromatin」の発表に関する記事 (胡桃坂研究室)
18. 化学工業日報、2012.7.25、論文「Histone chaperone activity of Fanconi anemia proteins, FANCD2 and

FANCI, is required for DNA crosslink repair」の発表に関する記事(胡桃坂研究室)
19. 日刊工業新聞、2012.7.25、論文「Histone chaperone activity of Fanconi anemia proteins, FANCD2 and

FANCI, is required for DNA crosslink repair」の発表に関する記事(胡桃坂研究室)
20. マイナビニュース、2012.7.25、論文「Histone chaperone activity of Fanconi anemia proteins, FANCD2 and

FANCI, is required for DNA crosslink repair」の発表に関する記事(胡桃坂研究室)
21. 毎日新聞、医療プレミアム (毎月連載) 2016.2.4-2017.2.9, http://mainichi.jp/premier/health/生命の時計

から考える健康生活/
22. 河北新聞、2017.1.30、「時間栄養学で肥満・病気予防」(柴田研究室)
23. 岩手新聞、2017.1.30、「健康：時間栄養学を活用しよう-食べるタイミングも重要-」(柴田研究室)
24. 琉球新聞、2017.1.30、「時間栄養学：食べるタイミングも重要」(柴田研究室)
25. 読売新聞、2016.11.19、「気軽な 24 時間型ジム 早朝深夜は健康に配慮を」くらし１２版 19P、(柴

田研究室)
26. 日刊工業新聞、2013.8.23「自律移動型環境モニタリングロボット」(高西研究室)
27. 読売新聞、2013.8.26「自律移動型環境モニタリングロボット」(高西研究室)
28. 朝日新聞、2013.8.29「自律移動型環境モニタリングロボット」(高西研究室)
29. NHK ニュース 7、2014.9.7「ワイヤレス給電」(高西研究室)
30. NHK 首都圏ネットワーク、2015.1.8「国土交通省災害調査技術現場実証」(高西研究室)
31. 日本経済新聞電子版、2016.11.1、「三菱重工と早大、災害ロボを開発」(高西研究室)
32. 毎日新聞（東京朝刊）、2016.11.2、「立っても、はってもＯＫ 早大など開発、災害で活躍期待」(高

西研究室)
33. 日経産業新聞、2016.11.25、「DNA を高速コピー 早大など 水滴中に細胞閉じ込め」(竹山研究室)
34. 日経産業新聞、2017.1.19「分泌物、細胞ごとに解析 東京農工大 がん早期発見めざす」(田中剛

研究室)
35. 日経産業新聞、2016.9.20「骨の破壊防ぐ物質 前立腺がん転移で」(宮浦研究室)
36. プレスリリース 骨転移性前立腺がんの克服につながる新薬候補の発見、2016.9.7 (宮浦研究室)
37. 日刊工業新聞、2015.12.8「がん転移抑制 薬候補化合物を発見」(宮浦研究室)
特許
38. 登録，5083776，医療用手技評価システム（2012/9/14）(高西研究室)
39. 登録，5097907，マッサージロボット及びその制御プログラム並びに体部位特定用ロボット

（2012/10/5）(高西研究室)
40. 登録，5234458，体部位自動判別システム（2013/4/5）(高西研究室)
41. 登録，5038276，位置検出装置、そのプログラム、モニタリングシステム、及び気管挿管訓練装置

（2012/7/13）(高西研究室)
42. 登録，5119473，マッサージロボット及びその制御プログラム（2012/11/2）(高西研究室)
43. 登録，5212944，力センサ及び力センシングシステム（2013/3/8）(高西研究室)
44. 登録，5923813，流体検出装置、2016/4/28 (高西研究室)
45. 特許 5083776，特許 5038276 の実用化（商品化）を達成．(高西研究室)
46. 出願、US2015/0118744 オリゴヌクレオチド、グルココルチコイド感受性増強剤、医薬組成物、及

び発現ベクター、2012/10/31 (松田・田中研究室)
47. 登録、US 9234200 B2, オリゴヌクレオチド、グルココルチコイド感受性増強剤、医薬組成物、及び

発現ベクター 2016/1/12 (松田・田中研究室)
48. 出願、WO2014/065374 未熟児網膜症の治療又は予防剤、未熟児網膜症の検査方法及び未熟児網膜症

の治療又は予防物質のスクリーニング方法、2013/10/24 (松田・田中研究室)
49. 登録、5757514、移植用細胞シートの製造方法、移植用細胞シート、及び移植用細胞シートを用い

る治療方法、2015/06/12 (松田・田中研究室)
50. 出願、2014-223110、発明者：吉野知子、田中剛、松永是、根岸諒、上原寿茂、中村清太、発明の

名称： 「細胞単離方法及び細胞捕捉フィルタ」、出願人：国立大学法人東京農工大学、日立化成株
式会社、2014/10/31 (田中剛研究室)

51. 出願、2014-090103、発明者：松永是、田中剛、細川正人、五明秀之、鴛渕孝太、大河正樹、発明
の名称：「製剤の保存効力試験」、出願人：株式会社資生堂、国立大学法人東京農工大学、2014/4/24
(田中剛研究室)

52. 出願、2014-30550、発明者：田中剛・松永是・佐伯達也・原田学・林泰圭、発明の名称： 「細胞
解析方法及び装置」、出願人：国立大学法人東京農工大学・株式会社マルコム、2014/2/20 (田中剛研
究室)

53. 出願、2014-30547、発明者：田中剛・松永是・佐伯達也・原田学・林泰圭、発明の名称： 「細胞
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解析方法及び装置」、出願人：国立大学法人東京農工大学・株式会社マルコム、2014/3/20 (田中剛研
究室)

54. 出願、2014-57786、発明者：吉野知子、田中剛・松永是・菅又泰博・本多亨、発明の名称：「タン
パク質－磁性粒子複合体及びその製造方法」、出願人：国立大学法人東京農工大学、2014/2/20 (田中
剛研究室)

55. 出願、特願 2016-196459, 発明者：渡邉卓巳、柴田重信、発明の名称：時計遺伝子の発現を変化さ
せるための組成物、2014/10/4 (柴田研究室)

56. 出願，早稲田大学，京都科学，高西淳夫，石井裕之，徳永慎也，片山保，春川涼，「医療手技訓練
システム」，2016/8/30 (高西研究室)

受賞(年度順)
57. *谷崎祐太, 17th European Hematology Association (EHA) Congress Travel Award, Copenhagen, Denmark,

June, 2016、加藤研究室
58. S. Machida, The 1st Cold Spring Harbor Asia conference on DNA Metabolism, Genomic Stability and

Diseases, the Fellowship Award of CSHA meeting on DNA Metabolism, Genomic Stability & Disease, 2016
年度、胡桃坂研究室

59. Y. Arimura, The 4th Cold Spring Harbor Asia conference on Chromatin, Epigenetics and Transcription, Cold
Spring Harbor Asia fellowship, 2nd Prize, 2016 年度、胡桃坂研究室

60. 横関京介、平成 28 年度日本生化学会関東支部例会、ポスター賞、2016 年度、合田研究室
61. 大野友美絵、肝細胞研究会、ポスター賞、2016 年度、合田研究室
62. 鈴木智大、第 4 回低酸素研究会、YIA 最優秀賞、2016 年度、合田研究室
63. Y. Tahara, 2016 SRBR Meeting, Trainee Travel Award, 2016、柴田研究室
64. S. Aoyama, 2016 SRBR Meeting, Trainee Travel Award, 2016、柴田研究室
65. 2016年 食創会「第２０回安藤百福賞 優秀賞」（公財）安藤スポーツ・食文化振興財団、柴田研究

室
66. 中山淳、先端モデル動物支援平成 28 年度若手技術講習会、ベストポスター、2016、仙波研究室
67. IEEE Senior Member、2016、高西研究室
68. 早稲田大学リサーチアワード（大型研究プロジェクト推進）受賞、2016、高西研究室
69. 長田和歩、第 6 回 CSJ 化学フェスタ 2016、優秀ポスター発表賞、日本化学会、武田研究室
70. 町田奈穂、第 6 回 CSJ 化学フェスタ 2016、優秀ポスター発表賞、日本化学会、武田研究室
71. 尾﨑愛、第 6 回 CSJ 化学フェスタ 2016、優秀ポスター発表賞、日本化学会、武田研究室
72. 田中啓太、第 65 回高分子討論会、優秀ポスター賞、高分子学会、武田研究室
73. 宿輪理紗、第 65 回高分子討論会、優秀ポスター賞、高分子学会、武田研究室
74. 西川洋平、公益社団法人日本生物工学会、第 5 回生物工学学生優秀賞（飛翔賞）、2016、竹山研究

室
75. 宮岡理美、The Society for Single Cell Surveyor、IN SITU DETECTION OF BIOACTIVE COMPOUNDS

FROM SINGLE CELLS BY RAMAN MICROSPECTROSCOPY、ポスター賞、2016、竹山研究室
76. 依田卓也、The Society for Single Cell Surveyor、Site-specific gene expression analysis with a rapid

automated system for capturing many small dissected tissue fragments from a frozen sample、ポスター賞、
2016、竹山研究室

77. 高井 香織, 根岸 諒, 田中 剛, 松永 是, 吉野 知子, 第 10 回バイオ関連化学シンポジウム、「ポス
ター賞」、2016 年、田中剛研究室

78. K. Takai, R. Negishi, T. Tanaka, T. Matsunaga, T. Yoshino, International Conference on Single Cell Research
2016, Poster Award」, 2016 年、田中剛研究室

79. 小林賞、日本比較内分泌学会、「新規脳ホルモンの発見と生理機能の解明；比較解析から普遍原理
の理解」平成 28 年 12 月 11 日、筒井研究室

80. Top Cited Certification「26RFa/GPR103」, Journal of Molecular Endocrinology, UK, 平成 29 年 2 月 16
日、筒井研究室

81. 平田有基、日本消化器関連学会機構、JDDW2016 優秀演題、2016、土肥研究室
82. 小林航、第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会大会合同大会、若手優秀発表賞、2015

年度、胡桃坂研究室
83. 立和名博昭、早稲田大学、早稲田大学リサーチアワード、2015 年度、胡桃坂研究室
84. A. Osakabe, International Symposium on Chromatin Structure, Dynamics, and Function , Best Poster

Award , 2015 年度、胡桃坂研究室
85. 佐藤浩一、公益財団法人 上原記念生命科学財団、平成 27 年度 海外留学助成「ポストドクトラル

フェローシップ」、2015 年度、胡桃坂研究室
86. 三浦泰史、2015 年度理工学術院総合研究所・理工学研究所、若手研究者研究成果報告会、研究奨

励賞、2015 年度、合田研究室
87. 柴田重信、2015年度食創会、第20回安藤百福賞優秀賞、2015、柴田研究室
88. 佐々木裕之、第22回日本時間生物学会学術大会、優秀ポスター賞、2015、柴田研究室
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89. 柴田重信、田原優、一般社団法人日本ロボット学会、第３回 Advanced Robotics Best Paper Award、
2015、柴田研究室

90. ＊日本ロボット学会，Advanced Robotics Best Paper Award, (2015)、高西研究室
91. 尾﨑愛、未踏科学技術協会 インテリジェント材料・システム研究会、第 25 回インテリジェント材

料・システムシンポジウム 奨励賞、2015、武田研究室
92. 尾﨑愛、日本バイオマテリアル学会、第 37 回日本バイオマテリアル学会大会ハイライト発表、2015、

武田研究室
93. 猿渡未来 (Miki Sawatari)、The International Symposium on Nanoarchitectonics for Mechanobiology、

Excellent Poster Presentation Award、2015、武田研究室
94. 増田健一、―日本化学会秋季事業― 第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015、最優秀ポスター発表賞、2015、

武田研究室
95. 何迪、―日本化学会秋季事業― 第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015、優秀ポスター発表賞、2015、武田

研究室
96. 猿渡未来、―日本化学会秋季事業― 第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015、優秀ポスター発表賞、2015、

武田研究室
97. 依田卓也 、2015 環太平洋国際化学会議 (The International Chemical Congress of Pacific Basin societies

2015, Bio/chemical Approaches for Single Cell Biosensing Technologies)、学生ポスター賞(Student Poster
Award)、2015 年、竹山研究室

98. 宮岡理美、第 17 回マリンバイオテクノロジー学会、ポスター賞、2015、竹山研究室
99. 宮岡理美、生物工学会、支部長賞、2015、竹山研究室
100. 西川洋平、生物工学会、ポスター発表賞、2015、竹山研究室
101. 田中剛, 電気化学会 化学センサ研究会、「清山賞」, 平成 27 年度、田中剛研究室
102. 根岸諒, 中村 清太, 松永 是, 田中 剛, 吉野 知子, 日本化学会生体機能関連化学部会・バイオテク

ノロジー部会、「ポスター賞」、平成 27 年度、田中剛研究室
103. 筒井和義、文部科学大臣表彰・科学技術賞（研究部門）、2015、筒井研究室
104. 筒井和義, International Society for Research on Cerebellum, The 7th International Congress of Research on

Cerebellum, 国際小脳学会功労賞, 2015、筒井研究室
105. 筒井和義、早稲田大学、大隈記念学術褒賞（記念賞）, 2015、筒井研究室
106. 岡本仁、日本神経科学学会、時実利彦記念賞、2014、岡本研究室
107. 町田晋一、第 87 回日本生化学会大会、若手優秀発表賞、2014 年度、胡桃坂研究室
108. 有村泰宏、第 87 回日本生化学会大会、若手優秀発表賞、2014 年度、胡桃坂研究室
109. 田原優、池田祐子、原口敦嗣、米国時間生物学会(SRBR)、Trainee Merit Award（ポスター賞）、2014、

柴田研究室
110. 松井貴香、第 2 回低酸素研究会、YIA 賞、2014 年、仙波研究室
111. 2014 IEEE International Conference on Robotics and Automation (ICRA2014), Best Cognitive Robotics

Paper Award, Finalist (2014)、高西研究室
112. 榑林 哲也、―日本化学会秋季事業― 第 4 回 CSJ 化学フェスタ 2014、優秀ポスター発表賞、2014

、武田研究室
113. 西川洋平、第 4 回 CSJ 化学フェスタ 2014、優秀ポスター発表賞、2014、竹山研究室
114. 依田卓也、第 4 回 CSJ 化学フェスタ 2014、優秀ポスター発表賞、2014、竹山研究室
115. 西川洋平、10th International Symposium in Electrochemical Micro & Nanosystem Technologies、

STUDENT BEST POSTER AWARD、2014、竹山研究室
116. K. Takai、T. Tanaka、他 5 名、5 番目、International Symposium on Electrochemical Micro & Nanosystem

Technologies、「Distinguished Poster Award」、平成 26 年度、田中剛研究室
117. ＊南沢享、日本小児循環器学会、第４回日本小児循環器学会高尾賞、2014 年、南沢研究室
118. 佐藤浩一 、第 22 回 DNA 複製・組換え・修復ワークショップ、若手研究者 優秀発表賞 口頭発表

部門、2013 年度、胡桃坂研究室
119. 越阪部晃永、第 22 回 DNA 複製・組換え・修復ワークショップ、若手研究者優秀発表賞、2013 年

度、胡桃坂研究室
120. 越阪部晃永、第 86 回日本生化学会大会、鈴木紘一メモリアル賞、2013 年度、胡桃坂研究室
121. 有村泰宏、第 86 回日本生化学会大会、鈴木紘一メモリアル賞、2013 年度、胡桃坂研究室
122. 堀越直樹、第 86 回日本生化学会大会、鈴木紘一メモリアル賞、2013 年度、胡桃坂研究室
123. 町田晋一 、第 22 回 DNA 複製・組換え・修復ワークショップ、若手研究者優秀発表賞、2013 年

度、胡桃坂研究室
124. 新井理智、第一回低酸素研究会、YIA 賞、2013 年度、合田研究室
125. 新井理智、平成 25 年度日本生化学会関東支部例会、ポスター賞、2013 年度、合田研究室
126. 池田祐子、原口敦嗣、第 90 回日本生理学会大会、Junior Investigator's Award（ポスター賞）、柴田研

究室
127. H. Sako, EMBO workshop Complex Systems in Immunology, Travel Fellowship, 2013, 鈴木研究室
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128. 奥 仁美 (Hitomi Oku)、International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical Devices,
BioMEMS/NEMS and Applications 2013 & 5th Sensing Biology Symposium、Bio4Apps 2013 Best Award、
2013、武田研究室

129. 中村 雄太郎、―日本化学会秋季事業― 第 3 回 CSJ 化学フェスタ 2013、優秀ポスター発表賞、2013、
武田研究室

130. Kyoko Osada, Masahito Hosokawa, Tomoko Yoshino and Tsuyoshi Tanaka、International Marine
Biotechnology Conference、「Poster Prize Winner」、平成 25 年度、田中剛研究室

131. 長田響子, 細川正人, 吉野知子, 田中剛, マリンバイオテクノロジー学会、「ポスター賞」、平成 25
年度、田中剛研究室

132. K. Tsutsui, International Federation of Comparative Endocrinology Societies, The 17th International
Congress of Comparative Endocrinology, Bargmann-Scharrer Award, 2013, 筒井研究室

133. 高久誉大、公益財団法人 倉田記念日立科学技術財団、第 44 回倉田奨励金、2012 年度、胡桃坂研
究室

134. 有村泰宏、第 85 回日本生化学会大会、鈴木紘一メモリアル賞、2012 年度、胡桃坂研究室
135. 伊藤健太郎、第 3 回 Molecular Cardiovascular Conference II、poster award、合田研究室
136. IEEE International Conference on Complex Medical Engineering (CME2012), Best Conference Paper

Award (2012)、高西研究室
137. 日本ロボット学会，フェロー(2012)、高西研究室
138. 坪倉彩 (Aya Tsubokura)、2nd International Conference on Biomaterials Science (ICBS2013)、ICBS2013

Biomaterials Science Poster Prize (sponsored by RSC Publishing)、2012、武田研究室
139. 坪倉彩、―日本化学会秋季事業― 第 2 回 CSJ 化学フェスタ 2012、優秀ポスター発表賞、2012、武

田研究室
140. 星野友梨、International Joint Symposium on Single-Cell Analysis、STUDENT BEST POSTER AWARD、

2012、竹山研究室
141. 星野友梨、The 9th Asia-Pacific Marine Biotechnology Conference、Best Student Award (Second prize

winner)、2012、竹山研究室
142. 若王子智史、Korea Institute Of Ocean Science & Technology、The Best KIOST Award、2012、竹山研究

室
143. Abstract Prize (Skin Allergy Meeting 2012) (2012/11)、松田・田中研究室
144. Abstract Prize (XXX Congress of the European Academy of Allergy and Clinical Immunology) (2012/06)、

松田・田中研究室
事業採択、産学連携等
145. 産学連携，中小企業庁戦略的基盤技術高度化支援事業に採択，医療スキルの修得支援のためのイン

タラクティブ・チュートリアル・システムの開発・事業化（代表：㈱京都科学，平成 27 年－平成
30 年）(高西研究室)

146. 産学連携，NEDO 平成 24 年度イノベーション実用化ベンチャー支援事業に採択，IT と RT の融合
による次世代患者シミュレータの開発（代表：(株)京都科学，平成 25 年）(高西研究室)

147. 産学連携，NEDO 平成 25 年度イノベーション実用化ベンチャー支援事業に採択，多面的な手技評
価機能を有する医学教育シミュレータの実用化開発，研究費総額（代表：(株)京都科学，平成 26
年）(高西研究室)

148. 2016 年度、共同研究、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構「きぼう船内実験室利用第 2 期科
学テーマ：宇宙環境における線虫の老化研究」、代表：筒井和義、分担：本田陽子、本田修二 (筒
井研究室)

149. 2016 年度、共同研究、サントリーグローバル株式会社「線虫を用いたペプチドの抗老化作用に関
する研究」、代表：筒井和義、分担：本田陽子、本田修二(筒井研究室)

150. サポーティングインダストリー（近畿経産局）事業に参画し，株式会社京都科学と医学教育シミュ
レータの実用化研究を実施、高西研究室

151. 株式会社フューチャーロボティックス，株式会社菊池製作所と共同で，不整地移動ロボットを実用
化、高西研究室

アウトリーチ（科学教育活動）
152. 生物における造血制御の多様性：血球の造られ方と調べ方．テルモサイエンスカフェ（中高生と“い

のちの不思議”を考える―生命科学 DOKIDOKI 研究室），テルモ科学技術振興財団，京王プラザホ
テル，2014 年 8 月 8 日(加藤研究室)

153. 最新の生命科学の世界：造血の多様性：血球の造られ方と調べ方． 理数フロンティア公開講座，
東京（西戸山中学校），2014 年 2 月 1 日(加藤研究室)

154. 「科学の甲子園」生物分野実技支援，東京都立小石川中高学校 SSH，2016 年 10 月(加藤研究室)
155. 中高大連携活動（中・学高校生向けの大学生物学実験体験実習の提供）：川越女子高 SSH（2012 年

8 月，2014 年 8 月，2015 年 8 月，2016 年 8 月），山脇学園中高等部 SI プロジェクト（2012 年 9 月，
2013 年 8 月，2014 年 8 月，2015 絵年 8 月），早稲田高等学院 SSH 夏季実習（2013 年 8 月，2015 年
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8 月），札幌西高校 SSH（2015 年 8 月，2016 年 8 月），都立小石川中高校校 SSH（2015 年 11 月）(加
藤研究室)

156. 一般公開シンポジウム「遺伝子のすがたーカラダの中で起こる不思議―」2016 年 8 月 (胡桃坂研究
室)

157. 「真核生物染色体のセントロメア領域のクロマチン構造と機能」、新潟高校出張授業、2016 年 11
月 (胡桃坂研究室)

158. 日産財団わくわくサイエンスナビ，2017 年 3 月 28 日 (高西研究室)
159. ひらめき☆ときめきサイエンス】働き者の心臓を見て、触って、聴いて、知りつくそう. 東京慈恵

会医科大学（東京）、2016 年 7 月 29 日(南沢研究室)

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項とそれへの対応

＜「選定時」に付された留意事項＞
該当なし

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞

＜「中間評価時」に付された留意事項＞
中間評価時に指摘された点をまとめると、以下の 3 点であった。

 各研究班の個々の研究成果に関しては高く評価されたが、事業目標の達成度をより高めるため

に、本プロジェクト内外の連携および協力の体制の強化を研究代表者のリーダーシップの下で

行うこと

 本プロジェクトの関連する領域で次世代を担う若手研究者の育成体制が確立されているかど

うか

 予算執行においてアルバイト支出が多い一方、RA や PD の雇用に対する支出がないこと

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞
最初の指摘に関しては、中間評価時に外部評価委員からも指摘された点でもあった。本プロジェ

クトでは健康長寿の延伸を目指して推進すべき 4 つの重点研究分野を選択し研究班を構築し、その

中で班長が中心となり班内の情報交換や共同研究の可能性について模索してきたが、当初はどうし

ても個別研究に偏りがちであった。そこで、本プロジェクトが主催した研究成果報告会で、学生を

含めた若手研究者の研究交流をより深めるための発表時間を設けた。また、本プロジェクトで開発

された新技術の情報や新しい知見を積極的に通達し共有し活用することの重要性を、研究代表者か

ら各研究者のみならず参加する学生まで浸透させるために、研究成果報告会ではできるだけ他研究

への応用の可能性を考慮した発表形式を採用した。また、配分した研究費の使途に当たっては、共

同研究への比重を増やすように研究代表者から各研究者に指導を行った。その結果、いくつかの実

績を伴った研究連携を構築することができた。具体的な例をいくつか以下に挙げる。

柴田らと鈴木らの研究グループは、ボランタリー運動ではストレス・炎症発症が弱くても運動と

しては効果を有するという新規の運動レシピーを開発することに成功した(Sasaki et al., Sci. Rep.,

2016*論文 59)。柴田らと竹山らは、低侵襲的に採取した人の髭の毛母細胞を用いた時計遺伝子発現評

価で、ストレス等で社会的時差ボケになっている人では一週間の中でもリズムが狂いやすいことを

東京女子医大との共同研究により明らかにした (Takahashi et al., Sci. Rep., 2017*論文 56) 。柴田らと土

肥らが見いだした食事摂取パターンがストレス性疾患の誘因となることから、機能性食品などを組

み込み入れた「ストレスが少ない食事」をヒトに提案することを現在も検討を重ねている。柴田ら

と大島らの研究グループは、アルツハイマーモデルマウスの体内時計を調べ、このマウスは恒暗条

件では活動リズムの周期が短くなることを発見し、これに対して、アルツハイマーなどの認知機能

を改善すると考えられているノビレチンを混餌で与え、周期短縮が改善されることを見いだし、体

内時計を視点とした新規なモデル動物の開発に成功した。

合田らと仙波らは、乳癌研究の治療標的遺伝子 ERBB2 の受容体ファミリーに高い親和性を示す

低酸素ストレス関連性遺伝子 Neuregulin1 が肝糖新生抑制因子として作用することを見いだし、新

しい糖尿病関連遺伝子として報告を行った（Arai et al., Sci. Rep., 2017＊論文 45）。また、合田らと鈴木

らは本プロジェクトで立ち上げたリピドーム解析技術を用いて、血中エステル型リン脂質が老人で
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上昇することを東京都健康長寿医療センター研究所との共同研究で明らかにし、新しい老化ストレ

スマーカーに関する研究論文を投稿している。

仙波らと竹山らはがん組織内の二次元遺伝子発現マップの作製に取り組み、組織内に含まれる細

胞種を反映する遺伝子発現をとらえることに成功した。また、シングルセル解析により乳腺組織中

で増殖する前駆細胞もしくは幹細胞を特徴づける遺伝子候補を得た。

また、本プロジェクトで開発・改良したあるいは導入したさまざまな解析手法、例えば、LCMS

を用いたショットガンプロテオミクス、次世代シークエンサーを用いたリボソームプロファイリン

グ、細胞マイクロアレイによるシングルセル解析、微小液滴を利用した核酸増幅反応法、などを用

いた共同研究体制も着実に進んでおり、今後さらにその研究成果が発表できるものと考えている。

二つ目の指摘に対しては、これまでに本プロジェクトにかかわった若手研究者は欧米への海外留

学者が 16 名、早稲田大学の助手・助教に採用されたものが 5 名、東京女子医科大学、北海道大学

など他大学の助教や研究所の研究員に採用されたものが 9 名にのぼり、若手研究者が本プロジェク

トを通じて成果をあげたことがこれらのキャリア実績に繋がったものと考えている。また、本プロ

ジェクトに参加した若手研究者および大学院生が中心となり 600件以上の査読付き学術論文や 1400

件以上の学会での発表を数多く行い、かつ国内外の学会において 80 件以上の受賞を受けた。これ

らの実績は外部評価委員からも高く評価され、本プロジェクトで研究代表者が中心となって推進し

た研究領域において次世代の研究者が着実に育ってきていると言える。今後、本プロジェクトで築

いた研究基盤を維持するだけでなく各研究者が外部資金を獲得することでさらに発展させる中で、

若手研究者の育成にも継続して注力していく必要があると考えている。

三つ目の指摘に対しては、初年度より本プロジェクトのアルバイト関連支出は、コンベンショナ

ルマウスの飼育管理者と研究補助員に対して行ったことへの指摘であった。前者に関しては、プロ

ジェクトに必須のコンベンショナルマウスを飼育する TWIns 内の実験動物施設は大学管理下にあ

るが、専任の管理者が常駐していないためアルバイトで対応をせざるを得なかった。SPF の実験動

物施設の管理に関しては、プロジェクト期間内に外部委託から大学の支援の体制に移行したことか

ら予算の使途の変更があった。一方、本プロジェクトで採用した研究補助員は非常勤 RA に相当し、

プロジェクトで管理維持している機器の維持管理とそれを用いた測定や解析に特化して従事し、機

器の活用の促進と成果創出に注力した。このような状況を鑑み、これらの支出は本プロジェクト遂

行にはどうしても欠かすことができず妥当な支出と考えている。

尚、本プロジェクトでは外部資金で雇用されていた常勤の PD や RA が多数参加していたことか

ら、本プロジェクトの遂行自体には大きな影響がないと判断し、本プロジェクトの予算での雇用は

行わなかった。
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１７
（千円）

※ 私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

１８ 研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
平成 年度

1,719,280 私学助成

東京女子医科大学・早稲田
大学連携研究教育施設 先

端生命医科学センター
（TWIns）

平成
１９年度

12,807㎡ 34室 920名 4,818,096

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書 180 180

計 22,253

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 22,073 細胞発行計測システム 等 22,073 細胞発行計測システム 等

教育研究経費支出 時給 1,100円，年間時間数 319時間，1人 等

計 16,067

人件費支出 16,067 研究補助者 16,067 時給 2,000円，年間時間数 154時間，1人
（兼務職員） 時給 1,500円，年間時間数 2,396時間，6人

計 224,373

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

会合費 2,084 研究打ち合わせ、シンポジウム 等 2,084 研究打ち合わせ、シンポジウム 等

（ ）

修繕費 1,775 各種機器修理、保守料 等 1,775 各種機器修理、保守料 等

雑費 25,999 学内共通機器使用料 等 25,999 学内共通機器使用料、学会参加費 等

報酬・委託料 46,171 共通施設管理委託等 46,171 共通施設管理委託、事務局委託費、謝金 等

用品費 9,805 PC、実験周辺機器 等 9,805 PC、ソフトウェア、実験周辺機器 等

印刷製本費 469 要旨集、ポスター 等 469 要旨集、ポスター 等

旅費交通費 17,369 学会出張、研究出張 等 17,369 学会出張、研究出張 等

光 熱 水 費 0 0

通信運搬費 592 切手、郵送料 等 592 切手、郵送料 等

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費 120,109 試薬、高圧ガス 等 120,109 試薬、高圧ガス、実験研究用消耗品 等

年 度 24

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

補助主体

私学助成
私学助成
私学助成
私学助成

補助主体

特になし

5,000 3,333
次世代シークエンサーシステム平成24年度F-CLC-GW-16G120426-1 1式 日 7 14,496 9,664

平成24年度

7,280
日 5 21,567 14,378

7520M 1式 日 5In vivo 代謝計測システム平成24年度

40-072J 1式 日 1タンパク質多項目同時計測システム

低酸素ワークステーションシステム平成24年度SCI-00DWG 1式
10,920

《施 設》 （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

特になし

《装置・設備》 （私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

12807

（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台 数型 番 事業経費 補助金額

事業経費施 設 の 名 称

（情報処理関係設備）

（研究設備）

整備年度



（様式2）

131100法人番号

平成 年度

平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書 371 371

計 54,953

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 54,582 シーケンサーシステム等 54,582 シーケンサーシステム等

教育研究経費支出
計 16,904

人件費支出 16,904 研究補助者 16,904 時給 3,000円，年間時間数 1,296時間，1人
（兼務職員） 時給 1,500円，年間時間数 2,640時間，6人 等

計 218,893

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

会合費 1,801 研究打ち合わせ、シンポジウム 等 1,801 研究打ち合わせ、シンポジウム 等

（ ）

修繕費 3,201 各種機器修理、保守料 等 3,201 各種機器修理、保守料 等

雑費 25,131 学内共通機器使用料 等 25,131 学内共通機器使用料、学会参加費 等

報酬・委託料 44,728 共通施設管理委託 等 44,728 共通施設管理委託、事務局委託費、謝金 等

用品費 5,862 PC、実験周辺機器 等 5,862 PC、ソフトウェア、実験周辺機器 等

印刷製本費 1,636 要旨集、ポスター 等 1,636 要旨集、ポスター 等

旅費交通費 25,456 学会出張、研究出張 等 25,456 学会出張、研究出張 等

光 熱 水 費 0 0

通信運搬費 631 切手、郵送料 等 631 切手、郵送料 等

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費 110,447 試薬、高圧ガス 等 110,447 試薬、高圧ガス、実験研究用消耗品 等

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

計 0

年 度 26

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書 159 159

計 62,780

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 62,621 組織精製実験用 62,621 TissueLyserⅡ 等

教育研究経費支出 時給 1,100円，年間時間数 1,669時間，1人 等

計 19,239

人件費支出 19,239 研究補助者 19,239 時給 3,000円，年間時間数 1,298時間，1人
（兼務職員） 時給 1,500円，年間時間数 1,957時間，6人

計 221,312

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

会合費 1,976 シンポジウム 等 1,976 シンポジウム 等

（ ）

修繕費 3,586 各種機器修理、保守料 等 3,586 各種機器修理、保守料 等

雑費 32,727 学内共通機器使用料 等 32,727 学内共通機器使用料、学会参加費 等

報酬・委託料 37,437 共通施設管理委託 等 37,437 共通施設管理委託、事務局委託費、謝金 等

用品費 5,555 PC、ソフトウェア、実験周辺機器 等 5,555 PC、ソフトウェア、実験周辺機器 等

印刷製本費 415 要旨集、ポスター 等 415 要旨集、ポスター 等

旅費交通費 20,714 学会出張、研究出張 等 20,714 学会出張、研究出張 等

光 熱 水 費 0 0

通信運搬費 780 切手、郵送料 等 780 切手、郵送料 等

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費 118,122 試薬、高圧ガス 等 118,122 試薬、高圧ガス、実験研究用消耗品 等

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

年 度 25



（様式2）

131100法人番号

平成 年度

平成 年度

計 11,409

ポスト・ドクター 11,409 11,409 学内4人

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書
計 5,061

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 5,061 実体顕微鏡、PC等 5,061 実体顕微鏡、PC等

教育研究経費支出
計 4,972

人件費支出 4,972 研究補助者 4,972 時給1500～2500円，年間時間数2450時間等
（兼務職員）

計 233,850

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

報酬・委託料 27,140 講演者謝金、事務局委託費等 27,140 講演者謝金、事務局委託費等

用品費、雑費等 45,085 実験周辺機器等 45,085 実験周辺機器、機器使用料・学会参加費等

印刷製本費 1,272 要旨集・ポスター等 1,272 要旨集・ポスター等

旅費交通費 30,971 学会出張・研究出張等 30,971 学会出張・研究出張等

光 熱 水 費
通信運搬費 1,008 切手・郵送料等 1,008 切手・郵送料等

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費 128,374 試薬・高圧ガス等 128,374 試薬・高圧ガス・実験研究用消耗品等

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

年 度 28

学内4人4,338

学会出張・研究出張等
共通施設管理委託・事務局委託費等
PC・ソフトウェア・実験周辺機器等

積 算 内 訳

7,258

ア ル バ イ ト 関 係 支 出
7,258

4,338

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
サーマルサイクラー、薬用冷蔵ショーケース等

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

ポスト・ドクター 4,338

計

計

19,239

サーマルサイクラー等19,239

研究補助者 7,258

19,239

時給1500～3000円，年間時間数1800時間等

208,479
PC・実験周辺機器等 38,359

25,217
共通施設管理委託費等

切手・郵送料等 955

学会出張・研究出張等

41,311

501
25,217

主 な 内 容

教 育 研 究 経 費 支 出
試薬・高圧ガス・実験研究用消耗品等

支 出 額

試薬・高圧ガス等

計

図 書

リサーチ・アシスタント

用品費、雑費等
報酬・委託料

38,359

要旨集・ポスター等

小 科 目
主 な 使 途

消 耗 品 費

要旨集・ポスター等
955 切手・郵送料等

金 額

102,136

研究支援推進経費

102,136

光 熱 水 費

501

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費
旅費交通費

41,311

27

計

通信運搬費

年 度


